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各分野を代表する方々から語ってもらった特別講演プログラムです。
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※登壇者の肩書は登壇いただいた当時の肩書です。
　また、生活支援コーディネーターは、本文では SCと略しています。
　文責・さわやか福祉財団
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健康長寿と幸福長寿の両立を目指す
～フレイル対策へのポピュレーションアプローチ～

　フレイルは健常と要介護のちょうど中間地点で、まだ戻
せる、可逆性が見込める時期です。早いうちに気づいて、
少しでも戻り幅が大きくなるように頑張っていこうと、国
民に対して明るい前向きな気持ちで予防意識を高めてほし
いと考えています。身体的な衰えに加えて心の部分、人と
のつながりの減少による社会性の部分、これが相まって自
立度は落ちていきます。たんぱく質をしっかり摂り、運動
習慣を持つことは間違いありませんが、どういう方々と一
緒に活動し、次にまた何かがあるというように日常生活を
立体的に見直してほしい、それがフレイルの考え方です。
　そして、フレイルを学んで行く時には、サルコペニア
（医学用語で筋肉減弱症）という言葉もセットで覚えてい
ただきたい。老いは痛みや苦痛がなく気がついたらどんど
ん進んでしまいます。正常な方とサルコペニアの方の太も
も周りのＣＴスキャンを撮ると、明らかに筋肉の面積が狭
くなり、その分皮下脂肪が増えています。ところが太さは
同じくらいなので一見ではわかりにくい。自然の加齢変化
で１年間に筋肉は１％ずつ減っていく。これは30代以降、
運動習慣の有無にかかわらずその下げ幅は大きくなる。ま
た、人間ドックや１、２泊程度の短期入院でも、２泊で１
年分の筋肉を失ってしまう。高齢期での２週間の寝たきり
生活は、それまでアクティブだった方でも実に７年分の筋
肉を失うと言われています。大病をして体重がガクンと減
ってしまい、今戻しているという方もいますが、万人に共
通なのが「生活不活発（廃用）」 で、筋肉がじわりじわり
と減少してしまう。特に災害時の避難所生活やコロナの１
年目に見られた現象です。是非フレイルと筋肉の衰えであ
るサルコペニアをセットで伝えていただきたい。

　自分たちのまちは自分たちで守ろう、つくっていこうと
いう取り組みを目指し、今住民ボランティアのシステムを
構築して全国展開中です。これはシニアの方をメインにし
たフレイルサポーターの活動で、サポーターの力を前面に
出しながら、専門職種によるフレイルトレーナーと行政担
当部署にバックアップをしてもらうというもので、住民の
同じ世代で共感し合いながら、フレイル予防の３つの柱
（右図）を築き合いたい。身体活動の部分に生活活動とあ
りますが、これは庭仕事、お孫さんの世話、文化活動等、

運動のカテゴリーに入っていない活動を指します。運動習
慣と共に、日々のちょっとした活動も推進してほしい。こ
のフレイルサポーター活動は、27都道府県、105市区町村で
導入されています。共通の黄緑色のユニフォームを着て、
同世代同士でチェックし合い、仲間になっていただく。そ
れだけでなく地元小学校に出張講義に行き、子どもたちに
フレイルについて話して交流している。東京大学がある文
京区にも地域の居場所がたくさんあり、サポーターたちが
出張して住民に伝え、チェックをしてくれています。高知
県仁淀川町ではフレイルチェックの後にハツラッツ運動を
しています。３か月のハツラッツ運動を卒業した方々は赤
いユニフォームを着て「お支えさん」という名前で、サポ
ーターに交じって、新しく入ってくる住民をサポートしな
がら継続して活動しているそうです。80代、90代になって
もエンドレスで活動できます。高齢になると転倒して怪我
をしたら大変だ、責任問題だ等、参加を避けられてしまい
がちですが、その考えのままでは日本はワンランク上には
行けないと思います。高齢になってもいかに楽しく参加で
きるか、これを各地で目指したいと思っています。
　フレイルの認知度が高いエリアと低いエリアの３年間の
様子を比べてみると、要介護リスクが18％も違っていた。
ですからまずは知ってもらうことが重要だと思っています。
このサポーター導入はシステムになっているので、info ＠
iog.u-tokyo.ac.jp（広報担当）までお問い合わせください。
最新情報として医療経済研究機構と共同で産学官民連携に
よる健康長寿まちづくり：フレイル予防推進会議を進めて
います。住民が活発に活動できる地域共生のまちづくり＝
地域のプラットフォームをつくっていくために、ぜひ国、
都道府県、市町村の方、多種多様な方々の力を貸していた
だきたいと思います。

飯島  勝矢氏
東京大学高齢社会総合研究機構機構長・未来ビジョン研究センター教授

フレイル（虚弱）とサルコペニアはセットで伝えてほしい

住民パワーによる地域貢献

特別トーク



3

生活支援体制整備事業（協議体）とフレイル予防
～ＳＣへの期待～

　昨年に続いて、生活支援体制整備事業、特に第２層の協
議体とフレイル予防の関係、ＳＣへの期待ということでお
話しします。日本の65歳以上の人口割合は現在世界一で、
その人口は2040年に向けて歴史上のピークに達し、85歳以
上が1000万人になります。こうなると高齢者の位置付けは
変わり、大きな役割を占める主体です。地域包括ケアシス
テムはそれを背景に「深化」と言われていますが、右側の
鉢植えの図のように説明の仕方が変わってきています。当
初は日常生活圏域ごとに30分で駆けつけられるというよう
に、サービスが届くというニュアンスが強く出されていま
したが、最近の説明ではまず自分がどういう暮らし方をし
たいのかをきちんと決定し（お皿の部分）、 住まいの中で
自分の生活を繰り返していく（鉢の部分）。 そしてできる
限り弱らず、困り事が出たら助け合うコミュニティ（土の
部分）。 そこに共助の介護保険や医療保険のサービス、あ
るいは公助のサービスがきちんと出てくる（葉の部分）と
いうことで、自助、互助、共助、公助の立体的な説明にな
ってきました。土台のお皿、鉢、土は自助・互助で、この
土台が生活支援体制整備事業です。

　私が関わっていた千葉県柏市の事例ですが、日常生活圏
域で自治会関係者、助け合い組織関係者や民生委員、社会
福祉協議会、地域包括支援センター等が助け合いのための
「支えあい会議」（第２層協議体）をつくっています。こ
れが鉢の図の大事な土の部分です。自助だから「頑張れ」
と言われても高齢になるとなかなか頑張れません。しかし、
励まし合えば頑張れます。自助は互助と一対で成り立つも
のだと切実に感じます。それは土の部分の皆がつながる、
ネットワークをつくるということです。この土台なくして

自助・互助はないわけで、つながるということをまず強調
したいと思います。

　個人の問題として捉えると、フレイルの過程で免許返納
や買い物等の困り事が起きます。フレイル予防はこれから
のコミュニティの基本テーマです。要介護と健康の間がフ
レイルですが、それは入り口のプレフレイルとかなり悪く
なったフレイルに分けられ、対応が早いほど機能を戻す効
果があります。要支援１～要介護３では、１年後の介護度
について現状維持が75％、残りは専門職の対応で改善する
のが２～７％で、20％は悪化します。しかしフレイル状態
なら15％は戻れます。そしてさらに早く対応すればするほ
ど老いは遅らせることができるということです。しっかり
食べて、動いて、社会と交わる、この３つの柱が大切だと
いうことが学術的にも裏付けされてきました。特に住民同
士で学ぶことが効果があります。それが飯島勝矢氏らと進
めているフレイルサポーターの活動です。住民同士が仲間
とともに学んで自分のフレイル度合いをチェックする仕組
みができました。栄養、運動、社会参加等のできている部
分に青いシール、弱い部分に赤いシールを貼って自分事化
する。すると半年後には赤いシールが減る人がいる、ある
いは減っていなくても放っておけば増えていくのに増えて
いない、とみんなで励まし合えることが大事です。
　また、飯島氏の柏市での研究で、日常生活圏域単位で要
介護認定率を見た時に、認定率が低い地域では、地域サロ
ンへの参加者はリピーターが多くて新規参加者もいる。サ
ロン以外でも地域全体のイベントが頻繁にあり、協力者が
どんどん増えて、さらに様々な年代が参加している。一方
の認定率が高い地域はサロンの結束力は強いが閉鎖的です。
つまり、ソーシャルキャピタルが豊かな地域は要介護者が
少ない。ネットワーク、人と人とのつながりを地域全体と
してどう持つかがとても大事になります。
　このようにＳＣには生活支援体制整備事業（協議体）の
意義を基本に立ち戻って理解し、フレイル予防と地域の助
け合いを基本にして第２層協議体のネットワーク機能の維
持 発展を目指すことを期待します。特にフレイルの概念
と予防について学び、地域を元気にすることを期待してい
ます。自治体と産業界で地域からの自助・互助を大切にし
ていくために「フレイル予防推進会議」の活動も始まって
います。

辻  哲夫氏

自助と互助は一対で成り立つ

励まし合ってフレイル予防を

東京大学高齢社会総合研究機構・未来ビジョン研究センター客員研究員

（医療経済研究機構ホームページ「フレイル予防のポピュレーションアプローチ」参照 https://www.ihep.jp/frail-yobo_meeting/）
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特別トーク

社会的孤立のリスク
参加・助け合いの恩恵

　私たちが取り組んでいる日本老年学的評価研究は頭文字
を取って J ＡＧＥＳ（ジェイジズ）と呼ばれています。20
22年は全国の75自治体と一緒に、そこに暮らす高齢者22万
人余りの方に調査しました。それらの結果、スポーツの会
などに「参加」している人の「健康状態」が良いという関
連が見られました。しかし、「参加」しているから「健康
状態」が良いのか、「健康」だから「参加」しているのか。
どちらが原因か結果か一時点のデータだとわかりません。
そこで、健康状態が同程度で要介護認定を受けていない人
を選び、そこから参加の有無、助け合いがある人と乏しい
人を数年間追跡し、どういう人が健康を早く損なうのかを
縦断研究しました。
　まず、どういう人が死亡しやすいのか、死因データも結
合して調べると、孤立していた高齢者は６年間の死亡率が
２割多く、心血管疾患で亡くなった方が22%、がんで亡く
なった方が14％多いことがわかりました。望んで孤立状態
の方もいますが、亡くなる率は２割前後高い。少なくとも
孤立を望んでいない方はどこかでつながれるような、そん
なまちづくりを進めるべきだと考えます。さらに死因デー
タの中に自殺の方もいました。７年前の時点でどういう特
徴があった方がその後自殺されているのか７年間追跡して
調べました。以前からうつ傾向がある人ほど自殺しやすい
ことはわかっていました。うつを含めて一番関連が強かっ
たのが、普段１人で食事をしていることでした。みんなで
会食の機会をつくる取り組みをしている団体がたくさんあ
りますが、それが自殺予防にもなっているわけです。一方

で、配食サービスは考えようによっては１人で食事をする
ことを促してしまっている。そう考えると、配食サービス
利用者に「みんなで食事をしませんか」と声を掛け、どこ
か１か所に10食、20食と届けて、みんなで食事ができる活
動を時々していくことが、自殺を考えてしまうほど思い詰
める方を減らす機会になる可能性があります。

　亡くなる前36か月間、どれくらい元気で、要介護度はど
れくらいだったのか、生活機能の低下の経過を見ると大き
く５パターンに分かれました。亡くなる直前まで自立維持
でピンピンコロリだった方が46％で一番多く、10か月ほど
前から急に落ちてくる人が次に多く、あとは徐々に落ちて
くる人、あるいは３年間ほぼ要介護認定を受けていた方も
１割ほどいました。社会参加していた人たちはどのパター
ンになりやすいのか調べると、最期まで自立維持のパター
ンが、社会参加していなかった人より1.5倍多いことがわか
りました。グループに参加している人は、最期までそれを
保つパターンが多いのです。
　2010年から16年までに、社会参加する高齢者が男性で３
％、女性で７％ほど増えていました。「参加が増えたこと
によって若返って、介護認定を受ける人が減ったのではな
いか」という仮説を立て調べてみました。すると前期・後
期高齢者とも認定を受ける人が25％ほど減っていた。この
６年間で認定を受けずに若々しく過ごしている人が増えて
いるのです。社会参加する場をたくさんつくり、助け合い
を増やすことが、最期まで元気に過ごすことに役立ってい
ることが確認できました。
　１人で運動している人よりグループで歩いたり体操して
いる人は、１年後の運動継続率が3.6倍高い。また、趣味は
認知症予防に良いとわかってきましたが、１人でするのと
グループでする人を比較しました。１人でする人を基準に
すると、趣味無し者は認知症発症リスクが26％高く、グル
ープでしている人は19％低いことが確認できた。また、ウ
ェルビーイングの点からも孤食に比べ共食の頻度が増える
ほど幸福感が上がるということがわかりました。
　政府も孤独・孤立を放っておいてはいけないと対策室を
つくりました。紹介してきたようにつながり・助け合いの
取り組みは、関わる人たちの健康を保ち、幸せな人を増や
すことにつながります。ぜひ引き続き活動を広げていただ
きたいと思います。

近藤  克則氏
千葉大学名誉教授 . グランドフェロー
千葉大学予防医学センター健康まちづくり共同研究部門特任教授
（一財）医療経済研究・社会保険福祉協会　医療経済研究機構研究部長

つながり・参加が少ない人は死亡リスクが高い

健康を保ち、幸福感を上げる取り組み
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認知症基本法と地域づくり

　私は川崎幸クリニックで内科の診療と訪問診療に取り組
んでおり、認知症の患者さんをたくさん診ています。また、
44年前から認知症の人と家族の会の活動に関わり、現在は
全国本部の副代表理事、神奈川県支部代表として、日々患
者さんや家族と一緒に生活しやすい環境づくり、共生社会
をつくるためのささやかな活動をしています。
　皆さんご存じの通り「共生社会の実現を推進するための
認知症基本法」（以下、基本法）が今年１月１日から施行
されました。目的は「認知症の人が尊厳を保持しつつ、認
知症の人を含めた国民一人一人が相互に人格と個性を尊重
しあい、支え合いながら共生する活力ある社会の実現」で
す。国民の責務として、「認知症に関する正しい知識及び
認知症の人に関する正しい理解を深めるとともに、共生社
会の実現に寄与すること」と書かれています。国民全員が、
認知症について関心を持とう、認知症の人を理解しようと
いうことが、はっきりと述べられているわけです。
　基本施策には大きく８つの項目が取り入れられています。

　一つ一つ重要ですが、認知症の人が社会の中で安心して
生活できるためには、まず理解が必要です。例えば買い物
の際に精算を忘れてしまう。わざとごまかそうと思ってい
るわけはなく、忘れてそのままお店を出ようとしただけで
決して万引きではありません。だから未払い行動と捉え、
「こちらでお支払いくださいね」と言えばいいわけです。
徘徊も今は一人歩きという言葉になっていますが、これも
ちょっと心配な人を見かけたら声を掛けたりネットワーク
をつくってすぐに家族に連絡が行くような体制をつくる。
みんなで早く見つけて家族の負担を軽くしていこうとなれ
ば認知症の人が安心して生活できます。サービス提供体制
も非常に大事です。時々、デイサービスやショートステイ
で認知症の方が突然暴言を吐いたり、暴力を振るうことが

ありますが、これは周囲の言論に対するリアクションだと
わかってくれば、どう接すればよいかがわかってきます。

　基本法は認知症の人と家族の会の長年の希望でした。
2004年と17年に京都で開催された国際アルツハイマー病協
会の国際会議で、越智俊二さんが初めて認知症本人として
2000名近い人の前で「安心して暮らしていけるように手助
けしてください」と訴えました。また丹野智文さんは「認
知症になったら終わりではない。認知症と共に生きる道が
ある。認知症になっても住みよい街づくりを進めなければ
ならない」と発言しました。こういう言葉の積み重ねの中
で基本法が実現したといってもよいと思っています。基本
法では、認知症の人は特別な人ではなく、私たちと同じ価
値観や感じ方を持つ人だとはっきり述べています。この価
値観を共有しながら、国や地方自治体の責務が明示され、
行政的な施策が促進されていきます。基本法は考え方を述
べたもので具体的内容については詳述されていません。で
すからこの肉付けをしていくことによって初めて認知症の
人と普通の人が共生する社会を実現することになるわけで、
私たちの努力が大事だと言えます。ＮＰＯや地域の活動団
体は、認知症の人や家族のニーズを敏感に捉えて実践に移
す。やはり地元の一番身近な人たちが声を出さないと社会
は動きません。どの試みも小さな動きから始まり、社会の
共感を得て広がってきたものです。
　神奈川県では、９月の認知症月間に「かながわオレンジ
デー」を県の予算で、実質的な運営は神奈川オレンジネッ
トワークという、私も顧問になっている一般社団法人がた
くさんの人を巻き込んで何年も前からスタートしており、
今年はオレンジ大使との交流を含め、音楽やフラダンス、
スポーツ等、誰もが楽しみながら認知症の人と接したり語
り合う場をつくりました。認知症月間には多くの自治体が、
何らかの活動をする状況になってきました。神奈川県では
県庁舎をはじめ開港記念館等で９月21日の認知症の日にラ
イトアップが行われます。これは17年９月に黒岩知事との
「対話の広場」にゲスト出演した時に提案したところ、す
ぐに動き始めてくれて、２週間後の21日に実現しました。
このライトアップは認知症の人と家族の会が13年に提案し、
京都タワーで初めて行われ、今では400以上の建物になり
ました。皆さんのところでもそれぞれ創意工夫をこらして
実践に移していただければと思います。

杉山  孝博氏
（医）石心会理事長　川崎幸クリニック院長　
（公社）認知症の人と家族の会副代表理事

認知症基本法と8つの施策

声を出すことで社会が動く
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これからの社会保障政策と
行政の伴走支援

　ご承知の通り我が国は少子高齢化、2008年をピークに人
口減少になっています。1990年頃から経済は長期的な低迷
を続け、2020年にはパンデミックがあり、回復過程にあり
ます。最近は物価高騰と33年ぶりの大幅な賃上げと言われ
ています。地震、豪雨、台風等、頻発する自然災害に見舞
われ、国際情勢は言うまでもなく緊迫しています。
　そうした中で私たちの生活を支える社会保障についてで
すが、これは国や政府がしているのではなく、国民の皆さ
んが支え合っているものです。今年度の規模は137兆円超
と見込まれており、ＧＤＰ比22.4％です。社会保険料とし
て80兆円超を皆さんが負担し、税金から54兆円超が回され
ています。ここから年金、医療、介護、福祉等、日常生活
に欠かせない給付が行われ、国民生活を支えています。よ
く医療と介護と言われますが、合わせて56.7兆円、社会保
障の４割を超えています。国民が受け取る年金が55.7兆円
なので規模の大きさが理解いただけると思います。
　我が国の社会保障は1960年頃から高度経済成長とともに
発展し、73年の福祉元年と言われるところからの伸びが著
しく、90年以降は経済が長期的に低迷していますが社会保
障の伸びは続いています。高度経済成長期のＧＤＰは５％
程度で推移し、73年以降急速に伸びましたが、90年まで10
％程度で推移してきました。しかし、経済が横ばいの中で
社会保障が伸びるため、今日ＧＤＰに占める割合は90年に
比べて２倍以上になっています。その中で福祉を見ていく
と、80年代は行政改革の時代で、すべて税金で賄う福祉は
伸びませんでしたが、90年以降は介護保険、障害者自立支
援、少子化対策等、各分野でサービス提供量が増大してい
ます。90年から年金が約2.4倍、医療が約2.55倍なのに対し
て、福祉はコロナの特別対策もあり７倍になっています。
　少子高齢化、人口減少への対応が問題となっており、地
域・コミュニティがどう対応していくのかが喫緊の課題で
す。しかし、高齢化も人口減少も都市部と郡部等、地域差
が大きくなっています。ですから地域ごとの政策が求めら
れる。「地域包括ケア」と言われているのがその表れです。
さらに、これまでは定型的な困難を想定して制度がつくら
れてきましたが、今は8050やヤングケアラー等、複合的・
個別的課題への対応が求められています。非正規の方が増
えて貧困問題が生じ、社会保障はセーフティネットと言わ
れていますが、そこにほころびが出ており、財源とサービ

スを支えるマンパワー確保がさらに課題になります。超高
齢・多死社会になり、長期継続ケアが必要であり、多職種
協働が大事であり、地域密着型サービスの整備等が課題に
なっています。医療も病院完結型から地域完結型へ、治す
だけでなく支える医療が大事になっています。医療と介護
の連携が求められ、かかりつけ医を持ち、緩やかなゲート
キープ機能も必要になります。

　行政は住民を自分たちの政策の対象と捉えるのでなく、
住民自らが地域をつくり、支えていく存在として位置付け
ていかなければなりません。コミュニティづくりとしては、
特に「居場所と出番」のあるまちづくりが求められますし、
「活動と参加」が重要です。現在日本の中学校区は１万弱
なので、人口１億２千万人、65歳以上3600万人、介護費用
11兆円を一中学校区あたりに分解すると、一人当たりの介
護費用は、下図のように163.5万円になります。

　東京都世田谷区は人口92万人、28地区に分けて福祉を考
えています。高齢・障がい・子どもに関する行政のサービ
スの数、そして自治会、民生委員、ＳＣ、ＮＰＯ法人、子
ども食堂の数等、また、病院や薬局の数を見える化してい
ます。公的サービスだけでなく住民の支え合いを合わせて、
目指すべき福祉を実現していく、生活中心のモデルが求め
られていきます。自立を支援し、尊厳を支えるケアに取り
組んでいくという視点に立って生活課題に取り組んでいく
ことが重要です。これからは、医療、介護、福祉だけでは
なく、まちづくりそのものに取り組んでいかなければなら
ない。あるいは医療、介護、福祉がまちづくりの中心課題
として、皆さんを束ねる存在になるのではないかと考えて
います。包括的な支援体制の整備、皆さんのネットワーク
で支えるということが重要になります。

中村  秀一氏
（一社）医療介護福祉政策研究フォーラム理事長
国際医療福祉大学大学院客員教授
日本福祉大学客員教授

社会保障の変遷

特別トーク

目指すべきコミュニティ

12,484

65 3,641

688

11 2,542

163.5
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ケアマネジメントと助け合い

　要介護度別認定者数は今後も増加が見込まれています。
介護支援専門員、通称ケアマネジャー（以下、ケアマネ）
はケアマネジメントのプロセスを伴走する役割を担ってお
り、独居の認知症者、老老介護の方々の大きな支えであり、
仕事と介護の両立をしている介護者の支えにもなっていま
す。しかし、50代、60代は増えていますが、20代、30代は
もともと比率が低いのにさらに減少し続けており、今後ケ
アマネが増えていくことは今のままでは難しく、何らか対
策を打たなくてはいけませんが、それも厳しい状況です。
　そこで、厚生労働省では今年度から「ケアマネジメント
に係る諸課題に関する検討会」を設置し、私も委員を務め
ています。その資料の中に、ケアマネはいわゆる介護保険
制度等、既存の制度を活用しながらケアマネジメントを行
っているところが多いが、実はそれだけでは解決できない
ことがたくさんある。例えば入院・通院時の付き添い・送
迎を訪問介護等で対応できない状況が出てきており、ケア
マネは相談援助職なので、本来サービス提供には関わらな
いことになっているが、半数近くが対応したことがあると
回答しています。他にも部屋の片づけ、ゴミ出し、買い物
等の家事支援、郵便・宅配便の受取・投函、代読、代筆等
も３割を超えて対応しています。これまでケアマネが一人
暮らし、老老世帯等で周りに支援者がいない場合、やむを
得ず行ってきたところがあります。そうした方々が全体に
占める割合が少ない時には、お困りなら、お役に立てるの
であればと善意で行ってきました。しかし、近年、独居、
認知症の方、老老世帯、認認世帯が増えてきて、担当件数
の割合の多数を占める状況になり、本来業務以外の時間が
増えています。さらに今後は要介護認定者の増加が見込ま
れ、今回の介護保険制度改正で１人のケアマネが担当でき
る件数を増やさなければ、ケアプランが立てられず、サー
ビス利用をスタートができない、いわゆるケアマネ難民が
増えていくことが危惧されています。
　ケアマネジメントは日本が他国から取り入れてきた手法
ですが、本来あるべき機能は何なのかを英国の定義を参考
に確認すると、介護保険制度に合致することだけを抜き出
し、そのニーズを充足するのではなく、まず利用者とのコ
ミュニケーションを取りながら、その利用者個別の生活ニ
ーズを把握し、そのニーズを充足していくための働きかけ
をするものです。それでは今後、高齢者の生活をどう守っ

ていくのか。

　岐阜県下呂市は人口３万人弱、高齢化率40％で、地域の
助け合いがないとやっていけない状況です。そこで下呂市
社会福祉協議会では、地域や専門職（在宅福祉）と育むボ
ランティアセンターの活動を行っています。2017年の生活
支援体制整備事業受託前は、支援者の大半が既存団体等だ
ったところ、受託後はＳＣ（福祉活動専門員兼務）らが、
各種ボランティア講座開催、広報誌での呼びかけ、普段か
らの社協職員との関わりを見直す等の工夫を行った結果、
ボランティア登録が増え、団体設立に際しても、地域貢献
したい思いを持つ方と困り事の解決をつなぐという目的が
共有されてきました。また、市内で活躍している主任ケア
マネとつながり、生活圏域ごとにケアマネと生活支援に焦
点化した情報交換会を実施。５年経過した今はすっかり定
着し、相談してくるケアマネが増えてきているそうです。
私たちは、人と仕組みをつくることによって地域の持って
いる強みを活かしていける可能性があります。「繋がりは
地域の宝」です。
　施設のケアマネも活躍していますが、利用者一人ひとり
の話を聞き、ニーズを解決していくことが難しい場合もあ
ります。コロナ禍以降、施設にボランティアが入ることが
制限されている状況もあるようですが、ぜひ在宅だけでな
く、施設でもボランティア、支え合い活動ができることを
願ってやみません。地域とケアマネがつながっていくこと
によって、より豊かな高齢期の人生を支えることができる
と思いますし、支え合うことができると思えば、これが楽
しみになっていく。そんな地域づくりができると良いと思
います。

石山  麗子氏
国際医療福祉大学大学院医療福祉学研究科教授

ケアマネの善意の支援だけでは難しくなっている
貢献したい思いと困り事をつなぐ
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地域に活かす企業の社会貢献活動

　日本フィランソロピー協会のミッションは「健全な民主
主義社会の創造」です。一人ひとりが地域で自分のできる
ことをやろう、仲間と一緒に助け合っていこうということ
があってはじめて、健全な民主主義社会ができるのではな
いかと思います。皆さんよくご存じのSDGsは2030年に向
けて持続可能な開発目標を宣言し、「誰も取り残さない社
会」のために今何をするかというバックキャスティングの
考え方です。しかし、今、いろんな方が取り残されていま
す。17のゴールの中で企業はやりやすいジャンルのものに
取り組んでいますが、それぞれのジャンルの中で取り残さ
れている人がどんどん増えている感じを持っています。
　企業はなぜ社会貢献をするのか？ パナソニック創業者
の松下幸之助さんが「企業は社会の公器」と言っています。
企業は社会の中・地域の中にあり「企業市民」であるとい
う考え方は、当協会も設立から30年以上経った今でもベー
スになるべきだと思っています。ポイントを５つ紹介しま
す。①社会問題が複雑化・深刻化し、少子高齢化で行政
（税金）だけでは解決が困難であるから市民社会をつくろ
うということは、企業も重要だと認識している、②これま
では利益最大化が社会を良くする、社会を牽引していくと
いう考え方だったが、むしろ自然破壊・社会荒廃を生むと
認識されるようになった、③価値観が多様化し、今までの
発想からは新たな商品やサービス・価値を提供することは
難しく、社会課題の中にイノベーションのヒントがある、
④若い従業員や学生は社会貢献したい、うちの会社はもっ
と社会に役立つことをしないのかという発想が強くなって
いる。優秀な従業員の獲得・定着のためにも社会貢献は不
可欠である、⑤非財務価値の向上で企業価値が高まる（Ｅ
ＳＧ投資）。 大手ではほとんど取り組んでいると思います。
そうでないところも必要性はわかっていて、やらなくても
いいと考えているところは少数だと思います。
　1986年と2016年の国の調査でも、社会に役立ちたいとい
う人は47％から65％に増えていますが、実際に活動してい
る人は25.2％から26％とあまり増えていない。会社員のボ
ランティア経験が一番低く、中でも、会社の同じ部署の同
僚とだけ付き合っている人はボランティアなどへの意識も
一番低い。反対に、自分のキャリアや人生が前向きだと思
っている、というのはボランティア団体やＮＰＯに所属し
ている人が一番多い、という結果が出ています。

　地域に目を向けると、いろいろな課題がありますが、社
会課題の解は現場にあるということが１つ。また異文化と
出合うことにより、いろいろな発想が出てくるし、他の組
織の人と一緒に活動することで共感力を高め、リスク回避
につながり、多様な見方ができる。さらに、チームワーク
力・コミュニケーション力が高まると言われています。
　当協会が関わる例で、田辺三菱製薬では助成金プログラ
ムを行い、そこでつながった難病患者会のイベントのお手
伝いに行く等、本業に関わる社会貢献は社員にとって理解
しやすく、また、ファンケルではステークホルダーと共に
ということで、お客様から寄付されたポイントと従業員が
出した寄付を重度心身障がい者施設等に寄付しています。
　当協会では従業員ボランティア支援のマッチングサイト
を運営しており、企業の社会貢献部門と連携し、従業員へ
ボランティア活動を紹介しています。障がい者と一緒に農
園で野菜の種植え・収穫を行う、ホームレスにお味噌汁を
配る。自宅でできるものとして医療情報の翻訳、事務作業
のお手伝い等があります。スキルや経験を活かしたプロボ
ノについては、日本生命が支援をしてほしい３団体を選び、
それぞれが希望する内容を、全国の有志がチームを組んで
オンラインで支援するという新しい取り組みをしています。
　企業との協働に際しては企業はなかなか地域課題のリア
ルがわかりませんので、そこを率直に伝えていく。ニーズ
を伝えればよく、企業の求めるメニューをつくる必要はあ
りません。ボランティアの方は本当に役に立ちたいと参加
するので、実感を持てると次につながります。そして１組
織と１企業の関係だけでなく地域の多様な組織やプレイヤ
ーを巻き込んでいく。誰にも居場所と出番のある地域づく
りのために、一緒に力を合わせることが必要だと思います。

髙橋  陽子氏
（公社）日本フィランソロピー協会理事長

企業は「企業市民」である 「つながる力」と「つなげる力」が地域の中で動く

特別トーク
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地域に活かす企業の社会貢献活動 地域共生社会とつながりづくり

　地域のあり方を考えることを地域デザインと言いますが、
これが必要になった理由から説明します。第一に死亡年齢
がどんどん上がっています。年齢階級別に死亡者数がどう
変わってきたかを統計で見てみると、1970年代以降、60代
で亡くなる方が減って70代後半がトップになり、90年から
は80代が一番多くなります。このように死亡年齢が後ろに
来る理由は死亡率の低下です。疾病ごとに見てもそうであ
り、専門的な言葉では年齢調整罹患率が低下しています。
　介護保険をつくる議論をしていた頃に主な疾患として意
識していたのが脳血管疾患ですが、1970年頃をピークに激
減し、今はピーク時の10分の１くらいまで下がっています。
がんの死亡率のピークは95年で、年齢階層別に50代から80
代で見ても罹患率、死亡率とも低下してきています。もう
１つの三大疾病である心疾患も、75～80年くらいをピーク
に半減しています。死亡率が下がるということは、高齢者
が増えることと同義です。年齢構成変化を加味しない加重
合計値（Weighted Sum）で見ると右肩上がりで増えてい
るのが悪性新生物（がん）です。しかし、年齢階層別に見
るとがんの罹患率も死亡率も下がっている。マクロで見る
とがんの死亡率が高くなる理由は、長生きしてくるとがん
患者が増えるからですが、どちらかと言うと進行がゆっく
りしていきます。日本人の２人に１人はがんになる、がん
が増えているという誤解を招くような説明がありますが、
がんになるまで長生きするようになった。また、2010年以
降、急速に上がってきているのが老衰、医学的に言うと多
臓器不全で今は３位です。死亡年齢が90歳を超えると増え
てくるため、さらに増えていくでしょう。ですからゆっく
りと看取る、支える医療が必要になっていきます。
　医学的要因、健康行動だけではなく、健康を支える社会
的要因を重視するのが我々の立場で、そこで互助を考えま
す。互助は人類発生以来存在してきたお互い様、専門的に
言うと互酬とか互恵と言いますが、見守り・安否確認・外
出支援等で、ネアンデルタール人も行っていたと言われて
います。集団の中で子どもを預け合ったり、弱ってきた人
の面倒を見たりすることは昔からありました。ただ、20世
紀以降、共助という社会保障制度、互助とは違った制度化
された連帯が大きくなりました。昔の互助はいわば身内、
近いところに住む人の互助でした。これからの互助は、提
供意欲を持つ人と、利用希望者のマッチングが必要になり、

顔を知らない人同士が利用者であり提供者になるため、安
心できるマッチングサービスが必要になります。運営する
団体がきちんとしたガバナンスを持ち、アカウンタビリテ
ィが必要になります。そして、参加者として第一に活躍で
きるのは元気高齢者で、参加することにより引きこもり防
止にもなります。地域共生に話を絞ると、誰がこの“まち”
の構成員かということを考える必要があります。役所は住
民票を持つ人を地域住民だと捉えがちですが、通勤・通学
してくる人も地域資源です。

　共生社会イコール「人のつながり合い」ならいいのです
が、「丸ごと」つながり合うというのは、生活共同体幻想
に過ぎません。伴走型支援、寄り添い型支援は、現場の専
門性としては意味があります。しかし、社会のみんなが同
じ目標・考え方で支え合おう、全員が同じ考えを持つこと
は危険です。なぜなら加わらない人、考え方が違う人を仲
間外れ、排除しかねないからです。男女差別、認知症の人
や障がい者、生活困窮者、ＬＧＢＴＱＡ＋、外国人居住者
などいろいろな運動論があります。考え方を強制すれば社
会はギスギスして悪くなる。共生社会は地域である必要は
なく、ＳＮＳ上の共生でもいいわけです。鍵は多様性を認
め合う緩やかな社会的包摂だと思います。「多様性を認め
合う」ことこそが、多元的な社会で活力を生みます。　　
　先ほど説明したように、高齢化により認知症、老衰が多
くなります。そうなると地域でおおむね在宅生活をし、時
々入院を繰り返しゆっくり年を取っていきます。医療介護
ケアだけではない、メンタルケア・生活ケアを含めた看取
りニーズが増大します。生活支援、寂しさに対する対応、
死期の相談等、広い意味での共生の「生活モデル」が新し
くなっていくことを、皆さんに考えていただけることを期
待します。

田中  滋氏
埼玉県立大学理事長
慶應義塾大学名誉教授

死亡年齢の高齢化

共生社会の定義とは
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地域共生社会を
みんなでつくるための提言

　進行役の宮本太郎さんが、冒頭、
地域共生社会をめぐっての整理とオ
ープニングフォーラムのテーマにつ
いて説明をした。
　地域共生社会とは具体的にどうい
うことだろうか。私流に定義をし直
すと、「誰も取り残されることなく、
支える側にも支えられる側にもなり、

縦割りを超えた支援と助け合い・支え合いで誰もが元気に
なれる社会」になろうかと思う。ただ、この定義の中にも
わかりにくいことがたくさんある。
　まず「元気」とは何か。これまでは支える側・支えられ
る側はわりとはっきり分けられ、支えられる側は、「病気」
「障がい」「老い」イコール元気がない。支える側は、「健
康」「健常」「若さ」イコール元気に満ちている。だから、
支えられる側を支えるという話だったが、今はどこまでが
地域社会の現実だろうか。「健康」「健常」「若さ」と「病
気」「障がい」「老い」の間のゾーンが大きく広がってい
るのではないか。例えば、ピンピンコロリはかつて理想と
言われたが、幸か不幸かなかなかそうはいかない。どこか
調子が悪くなっていくが、だましだまし頑張っていこうと
なる。言うならば認知症でもがんやうつでも普通に暮らす、
働く時代であり、あるいは、多くの方が自分の中にちょっ
とユニークなところがあると感じており、軽度障がい、発
達障がいはある意味では誰にでも当然のことのようになっ
ている。
　また、若さと老いの境界線はどこで引けるのか。20～65
歳までの労働時間が約10万時間と言われ、65～85歳までの
起居時間が約10万時間。ドイツのマックス・プランク研究
所は2007年生まれ以降の日本人の半分は107歳まで生きる
と言っており、そうなると65歳以降の起居時間は約20万時
間。すると65歳はゴールではなくてターニングポイント、
中継点に過ぎない。これからの「元気」は支える側・支え
られる側どちらかにはっきり分かれるのではなく、地域に
自分の「場」があって、前向きになれる「元気」ではない

かと思う。では、そういう元気をどういうふうに広げてい
くのか。私たちはどういう時に元気になるのか。誰かとつ
ながって認め・認められ、自己肯定感を高める時に元気に
なれる。そういう意味では、まず大事なのは「つながる」
こと。元気をなくしている人とどういうふうにつながって
いくかが１つのポイントになる。
　２番目に「つなぐ」。 元気でいられない理由は複合的で
あって、それを打開する支援は包括的でなくてはいけない。
そういう意味で縦割りを超えなければいけない。いろいろ
な支援を組み合わせてつなぐと同時に、元気になる方法の
一番大事なことは、元気が出る「場」に身を置くことなの
で、そういう「場」につなぐ。
　３番目は、その「『場』をつくる」こと。地域にはいろ
いろな困り事が山ほどあって、子育てや介護などで支え合
わなければいけない。そういう場が、実は一番元気が出る
場になったりする。そういう意味での「場」づくりが問わ
れてくるだろう。

「つながる」「つなぐ」「 『場』をつくる」は日本の地域
福祉政策の骨格になってきている。地域共生社会をつくっ
ていくための重層的支援体制整備事業が新たに社会福祉法
に定められており、第１号の事業は「つながる」ための事
業。例えば、地域包括支援センターで障がい・子ども・困
窮の問題を扱ってもよくなり、その時に交付金も一括して
出すことが新たに認められるようになっている。「つなぐ」
「『場』をつくる」についても第２号、第３号事業として
制度の応援が整ってきている。

【進 行 役】
【登 壇 者】

宮本  太郎氏 中央大学法学部教授

村木  厚子氏 （社福）全国社会福祉協議会会長

西　  智弘氏 川崎市立井田病院腫瘍内科部長、（一社）プラスケア代表理事

丹野  智文氏 （一社）認知症当事者ネットワークみやぎ代表理事

熊谷  美和子氏 （特非）たすけあい平田理事長

オープニングフォーラム

宮本 太郎氏
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　このオープニングフォーラムでは、「つながる」「つな
ぐ」「『場』をつくる」という、誰もが元気が出る地域を
つくっていくための大事なメソッドに先駆的に取り組んで
いる皆さんの豊かな経験を紹介し、相互に議論していきた
いと述べた。

　2007年から緩和ケアと腫瘍内科・
抗がん剤の専門家として、また17年
にプラスケアを立ち上げて代表を務
めている西智弘さんは、暮らしの保
健室と社会的処方について紹介した。
　プラスケアを立ち上げたきっかけ
は、がんと診断された後、会社から

「もうこの仕事はやらなくていいよ」
と排除され、友人との関係性も変わり、社会や友人と切り
離され孤立している方々がたくさんいた。家族の中でも役
割が変わり、家族もどう接していいかわからない。この孤
立の問題は病院の中ではなかなか解決できないと思い、病
院の外に「暮らしの保健室」を立ち上げ、医療者と気軽に
つながることで何か解決できる方法がないかを探してみた。
　今、暮らしの保健室は川崎市（神奈川県）の武蔵新城を
拠点にしてカフェのような空間をつくっている。暮らしの
保健室は訪問看護師をしている秋山正子さんが、病院に行
くほどではない悩みや、がんや認知症などの病気を抱えて
どう生きていけばいいかなど、病院では相談しにくい悩み
をまちなかで気軽に相談でき、つながれる場所として東京
の新宿区に第１号をつくられた。その思いに共感した方々
が全国で50～70か所くらいつくっており、川崎もその１つ。

　暮らしの保健室の活動を通じて、病気になっても安心し
て暮らせるまちをつくりたいと考えている。相談があって
もなくても「コーヒーを飲みに来た」「映画の話をしに来
た」 「買い物の帰りにちょっと寄った」という感じで、ふ
らっと立ち寄って話ができ、その延長線上で「実は最近う
ちの夫が…」「うちの子どもが引きこもりになって…」と
いう話が出てくる。「住民としての医療者」がいる環境で
気軽に話ができることが暮らしの保健室の機能だと思う。
何か困ったことがあっても、暮らしの保健室に行けば話を
聞いてくれる人がいる。自分は一人ぼっちじゃないと思っ

てもらえれば、そのまちは安心して暮らせるまちだと言え
るのではないかと思う。
　それでも、なかなか孤立の問題に一歩踏み出していけな
いという時に、社会的処方という概念に出合い、取り組み
始めている。社会的処方は端的に言うと、人と地域とのつ
ながりを利用して人を元気にする仕組みで、この説明をす
る時いつも80代の男性が「眠れない」と言ってクリニック
に来た例を出している。一番ダメな医者は「睡眠薬を出し
ておくから」と１分くらいで診療が終わる。もう少し気の
利いた医者なら「どんな生活をしているか」と聞く。「朝
起きて、朝ごはんを食べて、テレビを見て、昼ごはんを食
べて、テレビを見て、夕飯を食べて、テレビを見て、眠れ
ない」と答えるので、医者は「それでは眠れない。もっと
運動してください」と言うが、「明日から頑張って運動し
ます」となるくらいだったらクリニックには来ません。
　社会的処方は、何で眠れないかという話をもう少し聞く。
男性は半年前に奥さんを亡くし、それまでは奥さんが自分
の友達の集まりやサークル活動に連れ出すようにしていた
が、奥さんの急死によって外に出なくなり、半年くらい経
って眠れなくなった。さらに、「もともとどんな生活をし
ていて、どんなことに興味があるか」と聞くと、もともと
花屋さんをやっていて、閉めたが、「今でも花は大好き」
と言う。医者は、まちの花壇の整備をしているＮＰＯ法人
から人手不足で困っているという話を聞いていたので、
「まちの花壇の整備をしている方々に指導をしてあげてく
れないか」と話す。男性は「なんでそんな所に」と言うか
もしれないが、「あなたの力が必要」と言うと、「先生が
そこまで言うんだったら…」と、行ってくれる。そこで
「花はこういうふうに扱うんだよ」と教えると、ＮＰＯの
方々が「素晴らしい」と言ってくれる。そうすると、男性
も気分が良くなって「また明日も来てもいいかな」となり、
結局、毎日通うようになり、役割ができて、友達ができて、
笑顔になり、薬がなくてもぐっすり眠れるようになる。
　実際の社会的処方の例として、パーキンソン病と共に生
きる方々を中心に誰もが参加できるダンス活動 Dance 
Well（石川県）を紹介。パーキンソン病はだんだん身体が
動かなくなり最後は寝たきりになってしまうが、身体を動
かすようにすると進行を遅くすることができるというエビ
デンスがある。Dance Wellでは、すべての参加者を「ダ
ンサー」と呼んで、芸術的な環境で開催し、ダンサーさん
一人ひとりの想像力を刺激する。例えば、金沢21世紀美術
館のホールで、パーキンソン病の方々もそうでない人たち
も、子どもから大人まで一人ひとりダンサーとして、美術
館の中の彫刻・絵画を見て、こういうものが描かれていて、
私はこういう気持ちになったということを身体の表現で伝
える。その表現が正解か間違っているか、また上手か下手
かがあるわけではない。ダンサーとして表現する結果とし
て身体が動くようになっていく。
　プロのダンサーのなかむらくるみさんとパーキンソン病
のＡさんとのやり取りで、なかむらさんは「Ａさんの手足
の動かし方がとても『面白い』と思う」と言う。Ａさんは

まちとのつながりで人が元気になる方法
暮らしの保健室と社会的処方

西 智弘氏
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「僕にとってはこれの何が面白いのかわからない。自分の
ことを醜いとかのろまだと思っているけれども、君が面白
いと思ってくれる限りはこのDance Wellに参加し続ける
よ」と言って、なかむらさんが企画したダンスの映像作品
にも参加。その上映会で自分の身体の動きを見たＡさんは
「自分をそんなに悪くないと思えるようになった」と言い、
さらにＡさんの奥さんは「夫が病気になって、夫を見てい
て嫌になっていたけど、最近はそれが『かわいい』と思え
るようになった」と感じている。
「客観的な状況」と「主観的な想い・願い・価値観」にズ
レがあると苦しみが生じるという考え方がある。例えば、
腕の骨が折れた場合、折れたのは客観的な状況で、主観的
な想い・願い・価値観としては折れていないほうが良いの
で、「ちゃんと治るのかな、不安だ」「仕事ができない。
どうしよう…」と苦しみが生じる。手術で治してあげれば
良く、それが医者の仕事、専門性、キュアの部分になる。
だから客観的な状況を主観的な想い・願い・価値観のほう
に近づけてあげれば、ズレがなくなり苦しみがなくなる。
　しかし、パーキンソン病は治らない病気であり、がんも
治らないことがある。客観的な状況が変わらないとしたら、
逆に主観的な想い・願い・価値観を客観的な状況に近づけ
ることができれば、その苦しみをなくすことができる。A
さんはDance Wellに参加し続けることによって、自分の
身体もそんなに悪くないと思えるようになり、奥さんもか
わいいと思えるようになった。客観的な状況は何も変わっ
ていないにもかかわらず、主観的な想い・願い・価値観が
客観的な状況に近づいたことでズレがなくなり、苦しみが
なくなった。医者が手術をするとか薬を投与するのと同じ
くらい、社会的処方はパワーがある。しかもアーティスト
さんとか市民活動をしている方々、皆ができる。それがケ
アだということをお伝えしたい。
　社会的処方は孤立を解決して健康度の向上や医療費の削
減に寄与する可能性があると言われている。病気や障がい
があったとしても「そのままで良い」が当然の社会、それ
がケアを地域に広げていくことであり、さらに社会的処方
を文化にしていく必要があると思う。公・民とも様々な活
動はすでにあるが、問題はそれがあまり横につながってい
ない。その橋渡しの役割を果たす暮らしの保健室やコミュ
ニティナースの機能が各地に必要だと思うと締めくくった。
　社会的処方は、私流の言い方で言えば場の処方箋であり、
そういう場をどんなふうに見つけていくのかという宮本さ
んの問いかけに、西さんは、基本的には本人がどういう特
性を持っていて、何に興味があって、どんな人生を歩んで
きて、どういう人間なのかがわかった上で、その「場」、
社会的処方につなげる。例えば、認知症だがサーフィンが
大好きな人の場合、サーフィンをする所とつなげられない
かと考え、そういう所に行って「認知症の方と一緒にサー
フィンをすることってできないか」と聞くと、「こういう
工夫をしたらできるかもしれない」と言ってくれる。皆で
一緒にやっていくことが大事で、あくまでも人中心だと答
えた。

　11年前、39歳の時にアルツハイマ
ー型認知症と診断された丹野智文さ
んは、自身の体験から認知症の方へ
の理解を訴え、また「おれんじドア」
を立ち上げた経緯・活動を紹介した。
　診断された当時、本当に良い情報
がなくて不安と恐怖で毎晩泣いてば
かりいた。その時に１人の当事者と

の出会いがあり、その人は笑顔で元気で優しい人で、この
人のように生きてみたいと思ったことが前向きになるきっ
かけだった。それを仲間に伝えたら、「今度は丹野くんが
他の当事者に元気を与えない？」と言われて、10年前、不
安を持った当事者の相談窓口「おれんじドア」をつくった。
　いろいろな当事者と話して気づいたことは、認知症と診
断されても、実は次の日から何も変わらない。１週間後、
１か月後、何も変わらない。１年後、もし進行していても
工夫をすれば補うことができる。では何が変わるのか。周
りの人たちが変わってしまう。私も認知症と診断されて、
区役所や地域包括支援センター、福祉に関わる人、いろい
ろな人と出会ってきたが、私が認知症とわかると皆、妻に
挨拶する。名刺は１回ももらったことがない。冊子も家族
に渡して説明する。完全に無視しているのに、最後に「仲
良くしましょう」と言うが、仲良くするはずがない。世の
中が認知症の人は何もできないと決めつけていたと思う。
　認知症の進行は今のところ止めることはできないが、私
は２つのことは止められると思っている。１つは、家族が
心配して、財布を持つのを取り上げる。１人で出かけるの
を禁止する。携帯電話も取り上げる。これが本当に多い。
本人は嫌でも、自分が病気になって申し訳ないという気持
ちから、嫌とは言えない。そうするとすべてを受け入れて
しまい、すべてを諦める。すべてを諦めた当事者はすぐう
つになる。このうつは絶対に防げると思う。
　もう１つは、皆さんの優しさ。何でも失敗させないよう
にと先回りをする。先回りをされると、最初は嫌でもやっ
てもらうことがすごく楽になる。すると今度は家族や支援
者がいないと不安になる。依存という病気を生み出す。家
族が立ち上がった瞬間に目で追っている当事者がたくさん
いる。これは認知症の症状ではなく、依存がつくり上げた
結果だと思う。うつと依存を防げば何が残るか。認知症の
症状で、これは工夫をすることで補うことができると思う。
認知症は予防が大切だと言われているが、私は予防ではな
く、備えることが大切だと思う。今年の１月１日、能登で
地震があったが、地震を止めようとする人はほとんどいな
い。それは止められないからで、地震が起きた時のために
燃料・水・食料を準備することが備え。認知症も今のとこ
ろ、ならないようにすることはできない。では、どうする
か。今携帯電話を使っている人はどんどん使ってほしい。

認知症になっても自分自身は何も変わらない
「おれんじドア」の活動

丹野 智文氏
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携帯電話が脳の一部になる。今、友達と仲良くしていない
と誰も助けてくれない。今、夫婦仲良くしていないと認知
症になったらすぐ離婚になる。今、仕事を一生懸命してい
ないと認知症になったらすぐクビになる。何を言いたいの
か。今を大切に生きることが認知症になっても周りが助け
てくれる、つまり備えになるのではないかなと思う。
　工夫することで補える例として、私の仲間のおじいちゃ
んは家の鍵、敬老乗車証、財布をどこに置いたかよく忘れ
てしまうので、カバンと紐でつなぐことにした。赤い細い
紐が家の鍵、青い中間の紐が敬老乗車証、黄色い太い紐が
財布で、引っ張れば出てくる。あるおばあちゃんは物忘れ
が多いので、よくメモを書く。でも、メモ紙をどこに置い
たかわからなくなる。そこで家のテーブルクロスを模造紙
にし、そこに書くことで、なくしもしないし、常に見てい
るから不安にならない。こういうことが工夫で、一緒に考
えてくれる支援者が増えてくれたら嬉しい。
　私は携帯電話をなくすからネックストラップを付けてい
る。このネックストラップ１つをとっても自分で選ぶから
使い続ける。今までは家族や支援者が買ってきて「使いな
さい」と言う。認知症の人は記憶が残りづらいので、家族
や支援者が買ってきたものは記憶に残らない。だから使わ
なくなる。使わないと「せっかく買ってきてあげたのに」
と怒られ、家族との関係性が崩れてしまう。必ず自分で選
ぶ、自分で決める。それを応援してくれる支援者が増えた
ら嬉しいなと思う。
　よく「認知症になっても安心安全なまちをつくりましょ
う」と言われるが、この安心安全が誰のための安心安全な
のか。周りの人たちの安心安全だと私は思う。今、県や市
でよく言われるのが「ＧＰＳやＱＲコードを付けましょ
う」。 しかし、私は一番大好きな服やカバンにＱＲコード
を付けられるのは嫌だし、付けられたら怒り、剥がす。怒
ったら B ＰＳＤと言われるし、剥がしたら破壊行動と言わ
れるが、当たり前の行動だと思う。誰のための安心安全な
のか。ちゃんと本人のためであってほしいと思う。
「おれんじドア」を10年間やってきて、５～６年前から
「ここに来られる人はいいよね」「まだまだ家に引きこも
っている人はいっぱいいるでしょ」と言われ続けた。では
認知症でも必ず行く場所はどこか。それは病院なので、病
院の中に、診断や診察が終わったら、すぐ近くの部屋で元
気な当事者と不安を持った当事者や家族が出会える仕組み
もつくった。診断が終わったら泣きながら家に帰ると思う
が、元気な当事者が「10年経ってもこんなに元気だよ」と
いう姿を見せると笑顔で帰る。
　診断直後、すぐ介護保険の話をされるが、一般の人たち
にはよくわからない。介護と言われた途端にベッドで身体
を拭いてもらっているイメージになるから、「これからど
うしよう」と家族も本人も不安になってしまう。病院で、
「こう工夫したらうまくいくよ」「認知症になっても元気
に暮らしている人がいるよ」といった前向きな情報を与え
てもらいたいのに、すぐに支援につなげる。支援が必要で
はない人に支援をつなげている現実もある。

　そして、病院の中でピアサポートをやってきて見えてき
たのが運転免許の返納。運転を家族や支援者はやめさせた
い。でも本人はやめたくない。そこで病院の中に「運転免
許を考える集い」をつくり、実際にやめた当事者と、やめ
たくない当事者がとことん話し合う場をつくっている。１
～２回の話し合いではやめないけれど、３～４回目で必ず
やめる。家族が無理矢理取り上げた当事者は「奪われた」
と常に言い続け、その後、無免許で運転したり暴れたりす
る。自分で決めて自分で選んだ当事者は何の問題も起こし
たことがない。なので、これからの支援はやはり本人の話
をきちんと聞いて、本人が何を望んでいるのか。説得では
なくて、納得することを応援してほしいと締めくくった。
　宮本さんが当事者本意、当事者主権はずっと前から言わ
れていて、地域共生社会は皆が元気になることだから、い
よいよ当事者本意、当事者主権の本番の段階だと思う。丹
野さんの本にも悩む権利、失敗する自由が書かれていてす
ごく面白かったと述べた。丹野さんは、認知症になると失
敗する権利を奪われるが、皆さんだって失敗している。失
敗するから工夫をする。工夫をするから成功体験が生まれ
る。成功体験が生まれるから元気になる。失敗から成功体
験に結び付けることが大切。私は、朝起きてパンを焼くが、
隣の部屋でテレビの音がうるさいと思って消しに行くと、
パンを焼いているのを忘れて真っ黒焦げ。妻は「まだパン
があるから焼けば」と言って焼いてくれない。どうするか。
パン焼き機から目を離さず、焼き上がった瞬間に取り上げ
ると、成功体験で終わる。妻が焼いてくれると失敗体験で
終わったままで、次も失敗したくないからお願いすること
しかできなくなる。だから失敗してもいい。次にどう工夫
するかを一緒に考えてくれたら嬉しいと答えた。

　
　若い女性の支援等の活動をしてい
る村木厚子さんは、最近の自身の体
験から地域共生社会はどうやったら
実現できるか、何が地域共生なのか
のヒントを紹介した。
　１つは被災地で学んだこと。６月
に能登に行き、今までの災害からい
ろいろなことを学んで復興のやり方
が変わってきたことを勉強してきた。とても驚いたのが仮
設住宅に抽選で入れることはやらない。つまり、公平性を
重視して抽選で入れると地域バラバラで人が入るので、も
ともとつながりがあったご近所の人が一緒に入れるように
する。また、目一杯仮設住宅を建てることをやめ、１区画
空けて、そこにコミュニティセンターをつくる。あとで孤
独死が起きないように、衣食住と同時につながりをきちん
とつくるということをやっていた。暮らしのつくり方とか
地域のつくり方ではとても大事なことだと思った。
　次に、感激したのが老人クラブの方々の話で、能登は老

地域共生社会を実現するためのヒント
被災地や市民活動から学んだこと

村木 厚子氏
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人クラブの加入率が日本でも高い地域で、各地域の老人ク
ラブの会長さんの平均年齢が大体80歳。この会長さんたち
がメンバーの安否確認をしたり、避難所の運営や食料を配
るのを手伝ったり、病院の送迎をしたりと大活躍されてい
た。その方々にこう言われた。「老人クラブは、今まで応
援してもらう側だったが、この震災で若い人が出ていく。
だから、この地域はやはり僕たちが支えなきゃいけない」。
大活躍する高齢者の覚悟を教えてもらい、すごく感激した。
日頃のつながりがあるからこそ仮設でもつながりを維持し
よう、また日頃活動をしているからこそ、これからも地域
を支えられるということなのかなと思った。
　ちょうどその頃、福島県でレポートが出された。震災か
ら13年経つがいまだ復興公営住宅に住んでいる約5000戸を
対象に、復興で何が必要だったかを調査しまとめたもので
大事な発見を教えてもらった。被災者一人ひとりに寄り添
って、今この人はこういう状態にあるからこのサービスや
支援が必要だということはすごく大事だが、「点」の支援
だけではダメだった。地域ではいろいろな人が活動をして
いるので、この地域にはどんな人がいて、何の活動をして、
どんな思いで活動しているかを知り、被災者の人たちに何
が必要かを、地域で活動している人たちに伝える。また、
活動者同士が意見交換をして、つながりをつくって、そし
て地域全体として強くなっていく「面」の支援が大事だと
言われて、とても学びになった。一人ひとりの困ったを助
けることも大事だけれども、地域全体が豊かになっていく
ことが大事だと思った。
　もう１つは、市民活動から勉強したこと。私は若草プロ
ジェクトという若い女の子の支援をやっていて、ＬＩＮＥ
で相談を受けているが、相談というのは実はとても難しい
ことだと教えてもらった。まず、「公的支援の相談窓口に
は『怒らないで話を聞くよ』と大きく書いておいてほしい。
説教される場所に見える」と言われた。また、ボランティ
アをしている大学生に「相談してくる人って偉い」と言わ
れ、「何で？」と聞くと、「相談って、今の自分の状況に
疑問や不満を持つことができ、それを言葉で表すことがで
き、それを見知らぬ相談員にちゃんと伝えることができ、
かつ『助けてくれ』と言う勇気を持っている。ここまで全
部ができて相談」だと言われて、「なるほど」と思った。だ
から相談の手前の居場所、ただぼんやりとおしゃべりがで
きたり、愚痴が言える場所づくりから始めなければいけな
いと思って、まちなか保健室の活動を始めた。
　それから、社会貢献とか地域活動的なことについて企業
が手伝ってくれると最初は頭に浮かばなかったが、思い切
って門を叩いてみたら企業がものすごく応援をしてくれた。
洋服や食べ物を提供してくれる企業がたくさん現れ、支援
を受けた側は自分たちが知っている会社が自分たちのこと
を気にかけてくれたと、ものすごく喜んでくれた。これか
らどんどん企業の支援もお願いしたいと思っている。
　私は37年半、公務員として何ができるかとか厚生労働省
として何をしなければいけないかということは一生懸命考
えていたが、それではダメだったなと反省している。みん

なで何をするかを考えて、その中で役所はここができる、
これは企業ができるんじゃない？とか、市民活動でやって
もらったほうが役所の相談よりもずっとハードルが低いな
ど、みんなで分担して、ここだけは誰もやる人がいない場
合、ではつくろうという議論ができれば良かったと思う。
　役所は真面目に一生懸命やっていると思うし、日本の福
祉の制度もとても良くなってきたが、この制度としては何
ができるかとか、役所としては何ができるかという発想な
ので、とても縦割りになっている。ところが、縦割りどこ
ろじゃないぞと思ったことがある。それは居住支援施策で、
対象者別に高齢者、障がい者、低所得者、子育て世帯、Ｄ
Ｖ被害者、児童養護施設退所者、刑務所出所者等に対して、
連帯保証人や家賃の保証をどうするか、家をどうやって紹
介するか、入った後の支援をどうするかという、福祉の制
度と住宅の制度をつなぎ合わせて、家を借りにくい人がど
うしたら家を借りられるかという絵を作ってみたら、縦割
りどころかモザイクになってしまった。日本の行政の制度
はモザイクになっていて隙間がたくさんある。これを誰が
つなげられるかと言うと、やはり地域で、そこで暮らして
いる人が実態を知っていて、あそこにはあれがあるからや
ってくれるという、人や周りを知っていて、人間を見てい
ることでつながっていくと思う。
　私は最近「綱」を「網」にしようと言っている。支援者
たちは皆、太く長い命綱を編むことに努力してくれている
けれど、綱って両手で掴まっていないと落ちてしまう。力
尽きる時もあるし、問題が複合的だと何本もの綱を掴まな
ければいけない。それはすごく難しい。綱同士で結び目を
作って網になっていると、綱から手が離れた時もちゃんと
受け止めてもらえる。細い糸でも上手により合わせていく
と布になって支えてもらえる。この作業がこれから必要で、
そういうものをつくっていくのが地域共生社会かなと思う。
地域の人同士、立場が違えば強みが違うので、いろいろな
立場の人が上手に手をつないでほしいし、プロで支援を専
門にしている人はぜひ専門家同士のつながりと同時に地域
を耕すことをやってくれたら本当に嬉しい。最後に、私の
大好きな「自立」の定義は、「 『自立』とは依存しないこ
とではない。『自立』とはたくさんのものに少しずつ依存
できるようになることである」（東京大学先端科学技術研
究センター熊谷晋一郎教授）。 たくさんのものに依存でき
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るように、少しずつお手伝いできる人をたくさん地域に増
やせたら良いと思うと締めくくった。
　宮本さんは、西さんは「暮らしの保健室」、 村木さんは
「まちなか保健室」を実践され、「保健室」はキーワード
かなと思うが、これから地域にどんなつながり方を勧めた
いか。また、どんな手を打つと、その地域で縦割りを超え
ていくことが可能になっていくのかと問いかけた。村木さ
んは、保健室って本当に言い得て妙で、病気でなくても行
って良いというのがすごく大事なことで、災害が起こって
から誰にどう頼るかとバタバタ慌てて行動を起こしても、
それはできない。つながりは先につくっておかなければい
けないから防災訓練をやる。同じことをいろいろな暮らし
の危機についてもやればいいんだと言われて、すごく納得
した。困っていなくても行ける場所をつくっておく。それ
が保健室の機能かなと思う。また、縦割りをどうするかに
ついては、やはり制度は一定程度を縦に割らざるを得ない
ので、制度上で準用みたいなものをどうするか役所が少し
工夫する。もう１つは、関係者が日頃からお互いを知って
おき、地域の資源もお互いが知っている状況をまずつくる
ことが一番早いのではないか。私は陳情とか要望ではない
時に行政へ行くことをアドバイスしている。陳情とか要望
と言われたら行政も身構えるので、活動紹介とか行政のこ
とを教えてもらうとか。そうしてお互いがわかると、あそ
こに聞いてみるかとか、あそこはずっとこの活動をやって
いるはずだとわかるので、頼みやすいし頼りにされると思
うと答えた。

　島根県出雲市平田地域で長年地域
の支え合い・助け合いを広げてきた
熊谷美和子さんは、自身の経験から
助け合いの基本や地域支援事業の取
り組みについて紹介した。
　平田地域は人口約２万3000人、夕
日で有名な宍道湖のほとりに位置し
ている。平田に住んだきっかけは夫

の転勤で、友人も知り合いも身内も誰もいない所で子育て
や介護をして本当に途方に暮れたことがたくさんあった。
その時に支えてくれたのは地域の善意の人たちで、お返し
しようという気持ちで、できる時には精一杯誰かのために
動くという持ちつ持たれつの生活をしてきた。
　住民による助け合いの制度をつくりたいという思いで、
1992年、平田市社会福祉協議会のボランティアとして「困
った時はお互い様」「遠くの親戚より近くの他人」をコン
セプトに市社協の助け合い制度として活動を開始。そして、
2000年４月の介護保険スタート時、助け合い活動だけでは
なくて、介護保険と共にやってみようとＮＰＯ法人として
独立して、「地域に住むもう一人の家族になろう」を合言
葉に活動を始めた。一人暮らしの高齢者はどんどん増えて

いるが、頼りになる身内が近くにいないし、親子でも離れ
ていては日々の細やかなサポートはできない。介護保険で
できないサービスはいろいろあり、高価なサービスは利用
できない、何を頼ったらいいのかというのが現実。住みよ
い平田をつくるために「一人の困った」をみんなで支えよ
うという思いで、一人ひとりができる時にできることを、
内容も活動時間も強制しない自由な活動にし、お礼の心配
なしにささやかな有償活動にした。
　社協の活動開始後２年目の94年、手にがんを持った女性
から電話があり、法事をするので準備を手伝ってほしいと
言われた。家の敷物を替えたり、お布団を干してふかふか
にしカバーを掛けて、「ありがとう」と感謝された。それ
以来、家事や介護のお手伝いをし、入院した時は病院まで
送った。介護保険は入院になったら全く使えない。郵便ポ
ストはいっぱい。庭には草がはえる。洗濯もしなければい
けない。お使いにも行ってほしいと、入院中もしなければ
いけないことが山ほどあり、私たちは毎日付き添って支え
た。息子さんは県外に住んでいて、土日に帰ってくるのが
精一杯。その方は「平田に住んでよかった。よそのまちに
住んでいたら、私はどうなっていたでしょう」と言い、行
くたびに「ありがとうね」とメンバーたちに声を掛けてく
れた。その方が命燃え尽きるまで私たちはお付き合いをし
た。お通夜の席で息子さんが「私たちのできないことをよ
くやってくださった」と深々と頭を下げられて、メンバー
たちは感動した。これが契機になって、やる気が湧いて活
動が発展していった。
　活動の中で「ありがとう」と感謝され、一人ひとりがや
りがいを持っていきいきと活動し、必要とされる喜びが生
まれ、充実した日々になった。そして、皆の交流の場にも
なっていき、助け合いの仲間の輪が広がり、助け合い活動
が認知されていった。利用者の方からは「電話１本で即対
応してもらえ、とても便利」「掃除、洗濯、草刈り・草取
り、何でも助けてもらえてありがたい」「頼る所がなくて
どうしようと心細かったけれども、安心して暮らせるよう
になった」といった声をいただいている。
　さわやか福祉財団の堀田力前会長から新しい地域支援事
業の話を聞いて、私も出雲市で頑張ろうと、さわやかイン
ストラクターという立場で出雲市社協に相談し、15年７月
に「新しい地域支援事業を考えるフォーラム in 出雲」を
さわやかインストラクターと島根県と出雲市と市社協で協
働開催し、堀田さんに講演してもらった。17、18年には地
域支え合いフォーラム「さぁ、助け合いを広げよう」を開
催し、清水肇子理事長に講演してもらい、私たちの活動を
動画「地域に住むもう一人の家族」で紹介した。
　出雲市は17年に第１層１人、第２層１人のＳＣを配置。
この２人がとても優秀でフットワークが軽く、大奮闘をし
て、合併以前の旧７市町村ごとに「地域支え合いフォーラ
ム」を実施。会場で「活動したい希望者は手を挙げてくだ
さい」と呼びかけ、希望者向けに助け合いの研修会を開い
た。研修会終了後は市内の団体を紹介し活動してもらい、
中には組織立ち上げに向かう人も出た。また、16年に第１

“地域に住むもう一人の家族になろう”
助け合い活動と生活支援サービス

熊谷 美和子氏
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層協議体を設置。それに並行して、出雲市と市社協とさわ
やかインストラクターの私で一緒にワーキングチームをつ
くり、どう進めていったらいいだろうかと検討し、地域ご
との「地域支え合いフォーラム」を企画した。
　コロナになり協議体ができなくなった。23年、市が生活
支援サービスのＢとＤをつくりたいと、協議体のメンバー
をがらりと替えて、助け合い活動団体を４団体から８団体
に増やし、また、タクシー会社にも入ってもらい、編成し
直した。助け合い活動団体の人たちはいろいろな意見や思
いをどんどん出し、すごく活発な協議体になった。厚労省
から出向された方が医療介護連携課長で、ものすごくフッ
トワークが軽く、再々現場に足を運んでヒアリングやアン
ケートをしながら、市内の活動団体の意向を確認し、現場
の生の声を聞き、24年４月に訪問ＢとＤを創出した。

　現在、出雲市は第１層ＳＣが１人、第２層ＳＣが３人で、
誰が第１層、第２層ではなく、できることを皆で頑張ろう
と非常に効率的に活動している。アンケートモデルを提供
して、住民と共にその地域に合ったアンケートを実施し、
ニーズを把握することで、結果24年度までに生活支援サー
ビス団体が７団体でき、既存の11団体と合わせて市内18団
体に増えた。また、助け合い活動団体ネットワークでは年
２～３回のペースで情報交換などをし、その中で「人材不
足、活動を何とかしたい」という声が出た。それを解決す
るために、18団体と行政と社協とＳＣとで全体会を開き、
地区別グループワークを最近始めた。
　島根県が生活支援サービスのアドバイザー派遣制度をつ
くったきっかけは、ネットワークをつくっている移送サー
ビス団体で県に行き、このままでは地域の移送は大変なこ
とになるから生活支援サービスのＢ・Ｄを含めて移送を考
えてほしいという話をした。窓口だった県職員が素晴らし
い方で、後日「アドバイザー派遣制度をつくったらどうだ
ろうか。行政と共に動いてください」と言われた。そして
現在アドバイザーとしてさわやかインストラクター２人が
関わらせてもらっている。
　Ｂ・Ｄや移送サービスに関することを皆が知りたがって
いた。安来市大塚町ではオンラインや私が現場へ出向いた
り、うちへ視察に来たりし、団体が立ち上がった。益田市
は、特に移送サービスがメインテーマで、福祉部局だけで

なく交通部局も参加して住民参画型の議論をした。津和野
町はオンラインで伴走支援をした。大田市は他市町村にも
公開したオンラインで開催し、うちへ視察に来たりして団
体が立ち上がり、移送サービスが始まっている。
　私たちの思いは、住民、行政、社協が協働して生活支援
サービスを創出し、共生社会を目指そう。住みよいまちは
自分たちの手でつくり、いつまでも住み慣れた地域で共に
生きよう。いずれは我が事、住民の知恵と底力を活かして、
自分たちの地域に合った福祉を実現しよう。やはり地域が
求める福祉はそれぞれ違うので、地域でなければできない
と思う。住民と行政、社協との協働体制は何よりの大きな
力になると実感していると締めくくった。
　宮本さんは、移送サービスに関わるようになったきっか
けは何かと問いかけた。熊谷さんは、糖尿病のおじいさん
が平田のまち中まで40分くらいかかる所に住んでいて、受
診に同行したら、「怪我を治すために毎日通いなさい」と
医者に言われたが、おじいさんは「タクシーに乗る金がな
い」。 そこで、無償でボランティアをするメンバーを募っ
て、毎朝病院への送り迎えを１か月やり、傷が塞がってき
て、おじいさんがすごく喜んだ。その後、無償ではなかな
か続かないので、本当に安い有償でボランタリーな活動と
して移送サービスを開始し、市民から喜ばれ、頼りにされ
ている。これは平田だけの問題ではないと思い、なるべく
たくさんの地域にこういうサービスを創出していけたら良
いという思いを持って動いていると答えた。

　後半は、「つながる・つなぐ・『場』をつくる」をさらに
進めていくことを考えた時に、どんな次の一歩を考えてい
るか、あるいはどんなふうに地域を変えていきたいかを伺
いたいと宮本さんが述べ、まず西さんに、これから社会的
処方を進めていく上で、どんな手を考えているかを尋ねた。
　西さんは、社会的処方をやる上で、本人は望んでいるわ
けでもないのに、例えば認知症だから認知症カフェにつな
がったらハッピーという単純な発想ではなくて、一人ひと
り、どんな病気、障がいがあるのかとか、どんな人間なの
かということを含めて、ベースの本人は何をしたいのか、
どう社会とつながっていきたいのか。自分で考える力を必
ず持っているはずなので、周りは一緒に考え、「僕はこう
いう知識を持っているから、僕を利用してもらったら、も
っとこういう世界につながることができるよ」と伝える。
そうすれば、その人は自分の力をより発揮できるようにな
ると思うし、そういうことが普通の社会となっていくこと
が社会的処方の１つの在り方だと思うと答えた。
　宮本さんは丹野さんに、「場」につなげるのは結構大変
なことで、その人が元気が出る場である保証って何もない
が、その辺りはどう思うかと尋ねた。
　丹野さんは、よく認知症の人がつながれる場は、「体操
しましょう」「折り紙、ぬり絵をしましょう」「歌を歌い

「つながる・つなぐ・『場』をつくる」を
さらに進めていくには
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ましょう」だが、カラオケに行って皆さん唱歌や童謡は歌
わない。でも、認知症になると、「ふるさとを歌いましょ
う」になる。そんな場所に誰が行きたいか。昔からそうい
うところが変わらない。デイサービス１つとっても、家族
とケアマネジャーが決める。「行きたくない」と言うと「拒
否」、 無理やり連れて行かれて「帰りたい」と言うと「帰
宅願望」と言われる。怒ったり落ち込むとＢＰＳＤと言わ
れる。高校や大学へ行く時、子ども自身が決め、「パパが
良い学校見つけたよ。行きなさい」と言われたら、子ども
は怒るし、行かないはず。それが何で認知症になると、周
りが決めた所に行かないと「拒否」「帰宅願望」と言われ
るのかが不思議だと答えた。
　宮本さんは、「皆が元気を出す」なんて気軽に言ってい
るが、結構リスクも伴っていて、支援する側の成熟が求め
られるステップだということを肝に銘じなければいけない
と述べた上で、「おれんじドア」の次のステップを何か考
えているかと丹野さんに尋ねた。
　丹野さんは、診断後支援が少ない気がする。診断されて、
その次の所に行くのはものすごくハードルが高い。だから、
一番は病院の中で診断後支援ができたら良いし、もっと地
域につながるための情報を病院の中で教えてもらえたら嬉
しいと答えた。
　宮本さんは村木さんに、地域共生社会は村木さんが厚労
省でリーダーシップをとっていた時に立ち上がった考え方
であるかなと思うが、これをより一層アップグレードして
いくためにどんな手が必要かと尋ねた。
　村木さんは、若草プロジェクトで企業支援をお願いした
時に、まず、自分たちと同じ活動をしている団体の人たち
に集まってもらい、どんな支援が欲しいか、何が必要かを
ディスカッションした。一番多かったのは「自分たちで選
びたい」。 だから、我々が企業と支援の現場をつなぐ時、
企業が提供できる物に対して「欲しい」という所だけが注
文する形にした。また、店舗を訪ねて似合う洋服を選んで
もらう取り組みもしたが、自分には何が似合うのかとか、
プロの店員さんとちゃんと話すことで、ものすごくエンパ
ワーされた。それまで外に出なかった子が外に出るように
なったり、スタッフと話をするようになったりということ
まで起こったので、やはり当事者のニーズに合ったものを
届けることがとても大事だと思った。逆に、ニーズがわか
れば、それを提供できるのは誰かを探せる。得意な人を探
して、つなげるというプロセスをちゃんと丁寧にやってい
くのが大事だと今日改めて思った。我々の活動も地域の中
での活動も、しっかりニーズを掴んでいろいろな人に「得
意な人はいない？」と聞いて、引っ張ってくることができ
ると良いと答えた。
　宮本さんは熊谷さんに、これから平田でどう活動を充実
させていきたいかを尋ねた。
　熊谷さんは、うちはよろず相談受付所をしていて、高齢
者に限らず、引きこもりの人や生活困窮者、不登校の子を
連れたお母さんなどが「何かすることありませんか」「私
たちに集える場がありますか」と相談に来る。うちは農園

をやっていて、農園にお誘いすると、みんなが元気になっ
て、交流できて、作物ができて、できた作物でみんなで会
食をする。ＮＰＯなるが故にとても自由なので、相談を受
けた時にいろいろなつなぎ方ができてありがたい。ＮＰＯ
の良さをつくづく感じていると答えた。

　最後に、これまでの議論をまとめていただく形で地域共
生社会を前に進めるための提言を伺いたいと宮本さんが皆
さんに尋ねた。
　西さんは、先ほども言ったが、病気になっても安心して
暮らせるまちをつくりたいと思う。助けを求めた時は誰か
が助けてくれるし、１人になりたい時は１人になっても構
わない。自分の意思の下で、病気があろうと障がいがあろ
うと、安心して生きられるまちをつくっていきたい。そう
いうまちづくりのために大事なことは、誰かが何かをして
いる時に、それに即「いいね」と言ってくれる人がいる。
例えば、子どもが「こういうことやりたい！」と言ったら、
「めっちゃいいじゃん！」と大人が盛り上げたり、高齢者
が「こういうことやりたい」と言ったら、周りのみんなで
「いいね、いいね」と賛同する。そういう人たちが集まっ
てくるまち、そういう文化をつくっていくことが大事だと
思う。自分の住んでいる川崎では、そういうまちづくりを
していると答えた。
　丹野さんは、認知症になっても安心なまちづくりとよく
言われるが、ここにいる皆さんが認知症になった時に、安
心して認知症になれるまちをつくっていきたいと答えた。
　村木さんは、行政も頑張らなければいけないが、行政だ
けでは豊かな地域はつくれない。障がいや介護のサービス
はとても良くなってきたが、サービスを受けている人がふ
っとつぶやいた「気がついたらサービスだけに囲まれて暮
らしていた。これは本当に豊かな暮らしなんだろうか」が
とても印象的で、地域とのつながりとか家族など、自分を
取り巻く豊かなものがいろいろあるほうが幸せだと思うの
で、ＮＰＯの良さ、行政の良さ、企業の強さ、皆で力を合
わせて、私の最近のキーワード「異なるものとつながる」
で、地域づくりができたら面白いなと思うと答えた。
　熊谷さんは、ここに住んで良かったと思えるまちをつく
っていきたい。そこに住む住民がこうなってほしいな、こ
うしたいなという思いを抱きながら、行政、社協、ＳＣ、
住民、それぞれが置かれた立場で、今、私ができることは
何だろうと考えて、できることから取り組んでいく。動い
ているうちにいろいろなネットワークができていき、気が
ついたら「助けられた」「助けた」「良かったね」という
Win-Winの関係が育っていくような思いを持っていると答
えた。
　宮本さんは、地域共生社会と言うと抽象的なスローガン
だけれども、４人の方に存分に議論していただいたおかげ
で、だいぶ具体的に見えてきたばかりか、次のステップも
射程に入ってきたように思うと締めくくった。

地域共生社会を前に進めるための提言
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　これまで３回のサミット、そして2023年のオンラインフ
ェスタでもＳＣの任務と役割について考えてきたが、今回
は多様な主体によるサービスづくりの推進が急がれている
中、ＳＣは何を大事にし、どう取り組みを進めていけばい
いのかを考える。前半は住民主体の地域づくりに取り組ん
でいる４名のＳＣに気づきや実感していること、取り組み
の成果などを紹介してもらい、後半は住民主体の地域づく
りをどう広げていくかを議論したいと進行役の鶴山芳子が
説明した。

　山梨県南アルプス市で15年に生活
支援体制整備事業に着手した時から
第１層ＳＣの斉藤節子さんは、ＳＣ
として感じたことや取り組みの成果
等を紹介した。人口は約７万1000人、
高齢化率28.3％。03年に２村４町が
合併し、それぞれ地域性が違う。
　ＳＣになった時は協議体のビジョ
ンや目標が明確にあったわけではなく、何から始めていい
のかわからなかった。介護福祉課に相談しに来る高齢者の
お宅を訪問すると、皆さん「自分の家で自分らしく暮らし
て最後を迎えたい」と言うが、ちょっとしたことができな
くなっていた。それを手伝えるのは身近に住んでいる人た
ちで、地域の支え合いがあって初めて実現できると実感し、
住民主体の地域づくりには協議体が必要だと強く思った。
しかし、今まで行政は、住民は意見や要望は言うが、その
実現のために本当に動くだろうかと思っていた。一方、住
民は「こんなまちだったらいいな」と言うが、その実現の
ために自分自身が動こうと思ってきたか。では、住民主体
の地域づくりを進めるにはどうしたらいいか。住民には地
域・暮らす人に関心を持って、みんなで話し合って自分の
ことだと気づいて活動が生まれる喜びを感じてほしい。行
政には住民を信じて待ち、動き出したら全力で応援し、必
要な情報を提供してほしい。そして、住民と行政の信頼関
係をつないでいくのがＳＣの仕事だと思った。
　まず内部（行政、社協）の意識統一のために話し合いを

重ねた。これまでと何が違うのか。「充て職」から「手を
挙げた人」への転換、本当の意味の住民主体（行政の覚
悟）、 行政・社協・ＳＣ・住民のそれぞれの役割の確認を
した。住民に「地域の現状」「住民の力を必要とし、行政
も責任を持つ」ことを本気で伝えるために16か所で勉強会
を開催した。仕方がないと思って参加した人もいた一方、
私たちの本気がわかって「この時代をつくってきたのは自
分たちの世代、変えられるのも自分たちの世代かもしれな
い」と応えてくれる人が多くいた。その人たちが３年の間
に第２層協議体をつくりあげ、さらに第３層でその地域の
特性に合った活動、例えば外出支援、男性の居場所、ゴミ
出し支援、移動販売、有償ボランティアなどが生まれた。
また、「地域の中に交流する場がない」「遊休農地があっ
て困っている」ことから、サツマイモ作りをし焼き芋大会
をして子どもたちと楽しむ活動も生まれた。障がい児のご
家庭や家に引きこもっている方たちをサツマイモ作りにつ
なげていくことも生活支援体制整備事業の１つだと感じた。
　９年間で第１層協議体、第２層協議体が16か所、第３層
協議体が59か所誕生し、年２回の第１層・第２層の合同情
報交換会でいいことも悪いこともみんなで話し合っている。
そして、「ニーズが見えない（専門職との連携）」「地域の
課題は高齢者問題だけではない（行政との連携）」「自治会
の理解不足」「周知不足」「モチベーションを継続してい
くことの難しさ」「活動費に困っている」などの課題をそ
のままにしないで、「専門職と協議体の合同勉強会」や「自
治会対象の協議体説明会」等の開催、「第３層協議体支援
交付金」の創設などを行った。住民のモチベーションのた

10 年目の今思うこと

斉藤 節子氏

生活支援コーディネーターの任務と役割
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住民のモチベーションのために
住民の活動課題に真摯にむきあう 市・1層の取り組み

活動課題
（２層・3層から） 市・ １層の対応

自治会との連携不足 毎年、自治会対象「協議体説明会」の開催

活動費がない 「第３層協議体支援交付金」の創設
（市民活動支援課との連携）

住民へ周知不足 広報特集記事 毎年新聞折り込みチラシの作成
毎年「地域支えあいフォーラム」の開催

住民だけでは解決が難しいけ
れど喫緊な課題

令和5年度1層の取り組みテーマ 「移動支援」
1層と2層の合同情報交換会の開催
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めには住民の活動課題に真摯に向き合うのが第１層ＳＣの
役割だと思う。また市の職員と協議体との勉強会を始め、
職員の「住民と力を合わせれば暮らしやすい地域づくりが
できる」という嬉しい声も聞いた。
　ＳＣになって10年、今思うことは「自分らしく暮らして
いける地域」「住民主体」にこだわり続けてきた。住民が
主役で、ＳＣはそれを応援する応援団長。そのためには住
民自身が本気で「私はずっとこの地域で自分らしく暮らし
ていきたい」と思うことが必要で、そこから自分ができる
ことは何かを見つけていき、それが地域の誰かのためにな
っていくし、自分自身のいきがいや喜びにもなっていく。
生活支援体制整備事業はサービスづくりではなかった。地
域の中に自分の意志で動いていく住民が１人から２人へと
広がっていく、それで地域が変わっていく。時間はかかる
けれども、辛抱強くやってきたと思う。協議体に最初から
関わる仲間の１人、金丸（清人）さんは、地域づくりに参
加した後「共感」「連帯感」「存在感」「達成感」「幸福
感」「わくわく感」の６感を体感したと言い、「住民主体
とは住民に選択権がある。どのようにして自分事として捉
えることができるかということだ」と話してくれた。こう
いう人たちが地域の中に広がって地域が変わっていき、そ
れをＳＣとして応援してきたと思っていると締めくくった。

　福岡県久山町の第１層ＳＣ歴７年
目の杉尾直哉さんは、協議体と共に
住民の声を何度も聞きながら進めて
いる真のニーズに基づいた取り組み
を紹介した。人口約9300人、高齢化
率27.2％。課題は、中山間地域で交
通手段は基本的にコミュニティバス
なので買い物などへの不便さがあり、
また、新しい住民が増えて住民同士のつながりが希薄にな
っており、さらに社会資源が少ない。
　生活支援体制整備事業は16年度に町から社協に委託、17
年度にさわやか福祉財団のさわやかインストラクター阿部
かおりさんとも打ち合わせをし、17～18年に協議体設置に
向けて準備会「これからの久山町を考える会」を３回開催。
事業の趣旨と目的、支え合いを大切にしたいことを広く町
民に知ってもらうため参加者は一般公募にした。そして、
準備会を第１層協議体にし「手に手をとってあつまりの輪」
と名付けた。年４回開催だが、必要があれば開き、メンバ
ーは住民ベースで、行政の関係者、専門職、町内の高齢者
施設のケアマネジャー、各福祉施設の関係者などで、その
課題に相応しい関係者にも声かけをしている。第１層圏域
の協議体とＳＣのみの設置で、18年度からＳＣ２名体制で
活動し、翌年度に１名体制に。ＳＣの活動は、１つ目はニ
ーズ調査／社会資源調査。２つ目は町の生活支援体制整備
事業を住民に広報するためにＳＣの活動を知らせるＳＣ通
信『hand in hand』の発行。３つ目は協議体開催準備と
各種会議への参加。

住民の声を聞きながら地域づくりを進める

杉尾 直哉氏

　協議体では、準備会の時に参加者に「これから困るこ
と」のアンケートを取ったら買い物が一番多かったので、
まず買い物支援について検討することにした。現状を把握
するために「高齢者“買い物”に関するアンケート」を19
年４～５月に実施。調査方法や内容等を協議体で話し合い
ながら進めた。アンケートの結果、町内で活用できる資源
の把握が必要となり、「買い物店舗調査」を同年７～８月
に実施。ＳＣとして活動歴も浅く町をよく知らなかったの
で、協議体メンバーに協力依頼し一緒にスーパーや飲食店
等を訪問調査した。その結果、移動販売をすでに行ってい
る店があり、協議体で報告したら買い物に困ることが予測
される地区の方が「移動販売をやってみたい」と手を挙げ、
まずはその地区でサロンに合わせて月１回程度買い物支援
を実施。しかし、利用者が増えないので全戸調査（聞き取
り）後、座談会を実施。近所の方や家族が買い物をしてく
れるので今は困っていないことがわかった。一方、新しい
住民との関係性が希薄になっている課題を把握、子育て世
代と一緒に集まれる場所を検討し公民館を開放することに
したが、コロナ禍のため軌道に乗せることができなかった。
　買い物支援の調査時にゴミ出しの課題も把握。ゴミ出し
の箱が鉄製で取っ手が非常に重たく、開ける時に高齢者が
怪我をすることもあり、箱の構造など改善策をすでに検討
していたがなかなか難しかった。支え合いの中で何かでき
ないかと話し合い、ゴミ出しと買い物支援を含めた生活支
援サービスを始めようと、ニーズと担い手を把握するため
22年５～６月に「生活状況に関する調査」を実施し、その
結果を基に利用する側も手伝う側も利用しやすい仕組みを
協議体で検討。事務局は社協、事業主体は住民参加型のサ
ービスにし24年１月から実施。８月末時点でボランティア
登録者は17人、利用登録者は５人で、４～８月に述べ27件
のゴミ出しの利用があり、継続して展開していきたい。

　また、「子どもからお年寄りまで気軽に集まれる場をつ
くりたい」という住民の声に加え、支え合いを推進する上
で住民同士のつながりづくりの必要性があるので、昨年度
から世代交流できる居場所づくりの検討を始めた。23年の
子ども向けとシニア世代向けの行政のアンケートでは、子
どもたちは勉強する場・教わる場、シニア世代は交流する
場を求めていることがわかった。そこで、子どもたちが集
まりやすく、支え合い・助け合いが生まれ、高齢者はじめ
参加者がいきがいややりがいを持てる居場所にしたいと協
議体で検討している。

program学ぼう編
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　住民と協力するためには、１つ目は毎回必ず協議体の冒
頭で趣旨・目的について振り返りをしている。２つ目はＳ
Ｃとして前のめりになりすぎない。３つ目はＳＣだけで頑
張りすぎない。黒子の立ち位置で活動をしていくように心
がけている。大事なポイントは、協議体のメンバー含めて
住民たちのやりたいことや知りたいことを中心にし、一歩
一歩進める。そして、まずは必要性を皆さんに感じてもら
うことが大事。大元の目的を見失なわず、課題を１つ１つ
解決できるように頑張っていると締めくくった。

　神奈川県座間市の第２層ＳＣ歴７
年の川邉孝子さんは、担当している
第２層の２圏域（第３圏域と第４圏
域）での取り組みを紹介した。人口
は約13万人、高齢化率は26.3％。
　第２層は日常生活圏域の６圏域で、
圏域ごとに誰もが安心して暮らし、
ともに助け合い支え合うまちづくり
を目指して、地域の声に寄り添いながら、「話し合いの場
づくり」「通いの場づくり」「見守り・声かけ」「ちょっ
とした困り事解決の仕組みづくり」等をＳＣたちが進めて
いる。それぞれの地域に合った形で地域づくりをすること
が大切だと実感している。
　ＳＣとして意識していることの１つ目は「仲間づくり」。
まず小さなつながりづくりが大事だと思い、ＳＣ同士で圏
域ごとの情報共有、地域包括支援センターと地域の情報共
有、地区社協と地区の情報共有に加えて、地域を知る近道
は地域で活動（生活）している人たちとのつながりづくり
で、民生委員の定例会で地域の高齢者へ情報を届けてもら
う一方、知らなかった集会所の集まりを知ることができた。
新たな住民とのつながりづくりでは、何かを届ける時は自
宅を訪問し顔の見える関係づくりを心がけた。地縁組織と
のつながりも生まれ地域の活動を共有でき、「話し合いの
場づくり」も円滑に進めることができた。２つ目は「地域
を知ること」。 地域を歩き回り公園・広場など人が集まっ
ている場所・集まれそうな場所探しをし、何ができるかを
考え、「あったらいいね」の 〝妄想 をＳＣ通信や他のＳ
Ｃ、包括へも呟き続けた結果、「川沿いのウォーキングマ
ップ」作成やラジオ体操の集まり、居場所も立ち上がった。
　第３圏域では、コロナ禍を経て、包括と話し合い、まず
身体を動かす運動系の通いの場「おしゃべりキャラバン」
を地区ごとに集会所等で始めた。次に、話し合いの場「つ
ながる地域ネットワーク」は感染対策をして地区ごとの小
さな集まりで、今地域に何が必要でどんな取り組みがあっ
たらいいかのアイデア出しをし、まずできることを実行し
た。そして、両者の取り組みから派生して通いの場が地区
ごとに立ち上がった。例えば、「ウォーキングを楽しむ日」
「ボッチャを楽しむ日」「さがみ野地区・ラジオ体操」「健
康ラジオ体操」などが始まった。
　第４圏域では、コロナ禍を経て「話し合いの場づくり」

の動きは様々で、１つは地区社協の会議など既存の活発な
会議への参加。居場所部会では「つどいマップづくり」か
ら「サロン立ち上げ」へと進んでいる。もう１つは地区懇
談会の開催。自治会長・自治会とのつながりづくりから始
め、地区懇談会では通いの場も立ち上がっており、地域の
力を感じている。また、相武台と栗原地区の話し合いの場
「相・栗いどばたチーム」も再開し、「外出・通いの場づ
くり」では「健活ウォーク」の立ち上げ、「見守り・声か
け」では日頃からの声かけ 挨拶から始まるつながりづく
りに取り組んでいる。「ちょっとした困り事の解決」では、
生活支援サービスの立ち上げは他圏域にも広がることを見
据えて、第１層主催で研修会と勉強会を開催。研修会では
さわやか福祉財団が助け合いの仕組みづくりについて話し、
「有償とは労働の対価ではなく、無償のサービスに対する
謝礼として交付されるもの」「助けられる側と助ける側の
対等性」「お互い様を保つための仕組み」に納得できた。
勉強会では市内の生活支援サービスの代表者から運営と活
動についての具体的な話を聞きイメージすることができ、
今後立ち上げに向け話し合いを進めていく。
　コロナ禍を経て、顔の見える関係、つながりの大切さに
改めて気づいた。歩いていける距離に人の集える通いの場
があり、そこが居場所になる。居場所では気軽に相談でき、
支え合い・助け合いの場になるように、地域の声に寄り添
い住民主体の地域づくりを目指したい。ＳＣは地域力に寄
り添い、時には待つ。時には呟き、伴走していくのみ。地
域づくりは人と人とのつながりづくりで、そこから住民主
体の活動が生まれると信じていると締めくくった。

　岡山県和木町でＳＣ歴８年目の茅
原史貴さんは、「当事者主体の活動
～自助マップづくり～」と「自治会
単位での活動～支え合いマップづく
り」の活動を中心に紹介した。人口
は約5800人、高齢化率29.3％。第１
層、第２層、第３層の他に第４層ご
近所層と第５層当事者層を設定し、
第１層から第５層まで連動した取り組みを心がけている。

それぞれの地域に合った形で地域づくり

茅原 史貴氏

川邉 孝子氏

当事者主体の地域づくり
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　まず「自助マップづくり」は和木町独自のアセスメント
ツールで、自分が望む生活にまず気づき、今あるつながり
や強みを活かして、その人らしい生活を目指す。聞き取る
ことは、１つ目は近所とのつながり、２つ目はこれまでの
生活、３つ目はこれからの生活。例えば、Ａさん（80代男
性、要介護１）の場合、シニアカーに乗って畑に行きたい
という相談があり、「自助マップ」作成のため本人と息子
に話を聞くと、右半身麻痺のため何回も転んでいるので息
子は危ないと反対。まず近所とのつながりは、友人が１人、
緊急時の対応は息子夫婦、畑までは約700メートルを住宅
地図に記入。次に「豊かさダイヤグラム」（住民流福祉総
合研究所の木原孝久先生作成）を作る。「家庭夫婦」「趣
味・学習」「健康」「お金 仕事」「ボランティア」「友
人」の項目について、今どう感じているかを点数化しなが
ら一緒に決めていくと、本人の強みや課題、ニーズが見え
てくる。Ａさんのニーズ「シニアカーに乗って畑に行きた
い」について本人、息子、民生委員、ＳＣで話し合いをし、
近所の知り合いに見守りをお願いすることで息子も納得し、
庭で練習してから畑に出ることになった。１か月後、Ａさ
んは畑に通い、転倒することも減り、見守り隊の方々も
「上手に運転している」と太鼓判。次に、「広い畑をちゃ
んとしたい」というニーズがＡさんに生まれ、「近くのア
パートの中国人が畑を貸してと言うので、半分任せてみる」
となり、Ａさんは畑づくりを教え、中国人は見守りをする
というＡさん専用のデイサービスができた。その後、放課
後等デイサービスの事業所が食育活動として畑を探してい
ると聞き、Ａさんに話し許可をもらい、事業所に畑を地域
住民との交流の場としても使ってほしいと頼んだら快諾、
みんなで畑づくりをした。Ａさんのケースを通し、その人
らしい生活を実現するには本人の「好き、やりたい」から
始めるのが効果的で、そのためにＳＣは周囲を巻き込んで
いくことが大事だと気がついた。また、最初は当事者主体
では時間がかかると思ったが、目の前で当事者が困ってい
るから立ち止まれないとスピード感がすごくあった。
　次に、第３層の自治会単位での活動「支え合いマップづ
くり」は、近所のことをよく知った住民が集まって、ふれ
あいや助け合いの実態を住宅地図に記入し、より良いご近
所にするための取り組み課題を抽出、その課題をご近所主
体で取り組む。Ｎ自治会では４回の課題解決型協議体を昨
年開催。第１回は「ふるさと、はぐくみセミナー」と題し
地域づくり講座、第２回はさわやか福祉財団の「助け合い
体験ゲーム」を行い、助けられることの大切さや難しさを
体験、第３回は「地域の良いところ、課題はなんだろう？」
と題し、支え合いマップづくりで取り組む課題を挙げ、第
４回は、第３回で出てきた課題「新たな交流の場づくり」
と「地域の担い手の掘り起こし」について話し合った。ま
ず小さく取り組むことにし、前者では誰でも参加できる新
年会を開き、支え合いマップを見ながら足の悪い人には送
迎を出した。そこから派生して「モルック体験会」、 夏休
みには「みんなでモルック会」を開き子どもたちとも交流
できた。後者ではゴミ出しなどの小さな助け合いがすでに

あったので、組織化して広げていくことにした。また、自
治会の集まりで助け合い聞き取り調査やアンケートを実施、
担い手が増え助け合いボランティアが始まった。
　ＳＣは成果としてサービスの立ち上げを数値で求められ
るが、サービスをつくることが目的にならないように気を
つけている。目的は誰もが地域とのつながりを感じながら
自分が望んだ生活を送ること。当事者主体の地域づくりは
自分が望む生活に気づき地域とのつながりを活かして実現
していく。マップはそのための手段であり、一番大事なの
は「当事者から始める」こと、当事者の力は無限大だと実
感していると締めくくった。

　後半は、人口が減少していく中、住民主体の取り組みを
どう広げていくかを議論した。斉藤さんは、学校の子ども
たちの見守りをしている女性が、用事があり休んだら翌日
子どもたちが心配してくれ、とても嬉しかったという話を
協議体でしたら、小学校の校長先生が「地域の方に見守ら
れていたことは将来も忘れない。自分の地域に恩返しした
い気持ちが生まれる。ぜひ広めてほしい」と話した。する
と、「うちの地区は困っていない」と言っていた方が「地
域のためにやっていることは子どもたちをはじめ誰かが見
ている。どんなに地域が変わっても、それがつながってい
くことなのだ」と感想を言った。世の中は変わっても支え
合いの地域づくりは変わらない。その活動にＳＣとして携
われることが嬉しいと述べた。茅原さんは、今の世代の助
け合いを見た下の世代が「何か自分もやらなくちゃ」とい
うのが当たり前の文化になっていけば、助け合いはどんど
ん下の世代へ回っていくだろうと述べた。川邉さんは、Ｓ
Ｃってすごく奥が深く、取り組みは無限だと知恵をいただ
いたと述べた。杉尾さんは、まずは子どもたちの通いの場
をつくり高齢者たちがいきがいを持って集まれる場に広げ

ていきたい。さらに子どもたちの親
も巻き込み、高齢者の生活支援で一
緒に助け合い・支え合いのできる居
場所をつくりたいと述べた。
　最後に鶴山が、「住民のしたいを
実現する」地域づくりに関してＳＣ
として大事なポイントを押さえてい
ただいたと締めくくった。

program学ぼう編

住民主体の取り組みをどう広げていくか

鶴山 芳子
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　これまで３回のサミット、そして2023年のオンラインフ
ェスタでも協議体について議論したが、今回は協議体が助
け合いを広げる推進役であることに改めて注目し、前半は
実際にどう助け合いを働きかけているのか、また、その協
議体をどう構成したのかを事例を基に４名の登壇者に紹介
してもらい、後半はさらに広げる上でのヒントを議論した
いと進行役の岡野貴代が説明した。

　埼玉県三芳町で第１層ＳＣを務め
る関口和宏さんは第１層協議体「さ
さえあい・みよし」の活動を紹介し
た。
　人口は約３万7000人で高齢化率
28.7％。協議体は第１層のみで、町
全体を俯瞰する形で地域で活動する
様々な団体が参加している。協議体

で話し合っていることは、１つ目は地域で行われている支
え合い活動の情報交換で、各地のいろいろな取り組みがわ
かる。２つ目はＳＣ、メンバーが感じている地域課題の共
有で、住民の声、活動者の視点、地域ケア会議など様々な
角度からの課題を共有し、新しい必要な取り組みの意見交
換をしている。３つ目は、支え合い活動の普及啓発で、イ
ベント参加でＰＲし、住民に知ってもらいたい地域課題等
をフォーラムとして企画し開催している。４つ目は住民ワ
ークショップの開催で、参加者への声かけ、当日の運営支
援、立ち上げ後の直接的・間接的フォローなど、メンバー
は力を入れて関わっている。
　住民ワークショップは14行政区単位、もしくは自治会単
位で住民の皆さんが感じている課題などを出し合い、その
課題解決のために自分たちは何ができるかを話し合い、支
え合い・つながり活動の創出をしている。協議体メンバー
はワークショップのグループに入り、協議体で共有してい
る視点やアドバイス的なものをしている。
　北永井第３区では、ワークショップの結果、「誰もが気
軽に集まれる場が欲しい」となり、集会所を使った「こど

も・おとな食堂北３食堂」を開いた。話し合いの中でメン
バーが、支え合いは高齢者だけではない、子どもからお母
さんたちにも来てもらえるようにしようと提案した。そし
て、世代間交流できるように地域食堂にし、子どもから高
齢者まで誰が来てもよく、毎回メニューはカレーを70～100
食用意し、好評のうちになくなっている。この他、畑を貸
してくれる農家の方がいて、老人クラブや地域の方に「気
軽に農業体験をしよう」と声かけをし、ゆる～く「北３農
園」を開始した。
　このような活動を協議体で発表すると、他の地区の方が
「いいね」と自分の地区でも同じような活動を始める。藤
久保１区では、ワークショップの結果、「支え合い活動が
できる居場所が欲しい」となり、「なかよしサロン」を開
始。単に集うだけではなく、主目的は支え合い活動を行う
ことだったが、生活支援活動の方法がわからなかった。そ
こで協議体で検討し他の市町村で行っている生活支援活動
の視察研修会を行った。こうすればできるとヒントを得て、
サロンや行政区、老人クラブに協力してもらって「ちょっ
と助け隊」の活動を開始。「困っている人がいたら教えて
ね」「ちょっと手助けできる人は参加してね」と地域の口
コミ的な形で取り組んでいて、年間延べ100回ぐらいまで
に発展している。この他、集いの場の情報交換が必要だと
「集いの場サミット」を定期的に開催し、他の地域の催し
を参考にし、毎回カレーでもいいんだと「気まぐれカレー
会」や楽しそうだと「モルックの会」、 映画会、健康体操、
ラジオ体操など新しい活動が生まれ広がっている。
　協議体が第１層しかないので、協議体メンバーが地域の
話し合いの場に入ることは、実際地域の方々が何を感じて
いるのか、自分たちが考えている支え合い活動をどうやっ
て広げたらいいのかなどを共有できるので必要だと思って
いる。「ささえあい・みよし」は、いろいろな町内の支え
合い活動の情報や課題等が集まってきて、共有したり、課
題を解決する手段をみんなで話し合い、さらに各地域の住
民ワークショップで話し合い、地域の支え合い活動につな
げていくという形でどんどん広げていく機能を持っている
と思う。そういう意味で「ささえあい・みよし」はまさに
地域のプラットフォームとして、協議体の役割を果たして

関口 和宏氏

地域に根ざした協議体の構成と取り組み方

【進 行 役】
【登 壇 者】

岡野  貴代 （公財）さわやか福祉財団共生社会推進リーダー

関口  和宏氏 三芳町第１層生活支援コーディネーター

遠山  美樹氏 新発田市高齢福祉課主事

佐藤  典男氏 川東自治連合会課題検討委員会「川東いきいき大作戦」会長

土井口  洋子氏 時津町第１層生活支援コーディネーター

学ぼう
編

支え合い活動のプラットフォーム
「ささえあい・みよし」
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いると締めくくった。
　主体的に取り組む協議体になるために、どのようにＳＣ
として接してきたのかと岡野が尋ねた。関口さんは、生活
支援体制整備事業は15年から取り組み、地域のいろいろな
団体に参加してもらって研究会を開催したが、充て職みた
いな形ではなかなか話は進まないと思い、各団体に「やる
気・気持ちのある人」をこちらからお願いし、この研究会
が協議体に発展した。研究会で取り組みの必要性を説明す
る中で、最初の２、３回ぐらいは介護保険の失敗を自分た
ちに押し付けようとしているのではないか、または行政や
社会福祉協議会がしっかり取り組みをしていないから自分
たちが付けを払わなければいけないのだろうみたいなこと
をすごく言われた。しかし、この意見は、要するに自分た
ちは介護保険の操り人形として何かやらされるのは嫌だが、
純粋に困っている人がいたら何かしてあげたいという気持
ちや、何かをした時に喜んでもらえればそれでいいんだと
いう気持ちを純粋に出しただけで、それをむげにしてこの
取り組みを進めることはまさに住民の気持ちを大事にでき
ていない、住民主体にならないということを行政と共有し
た。そして、自分たちがやりたいのは、「皆さんが将来ど
う生きたいのか、もしくは介護が必要になってもどのよう
に生活していきたいのか。それを具体化するための取り組
みをどうしていきたいのか」と丁寧に話し合った記憶があ
る。今も協議体でいろいろな取り組みの話をして、少しず
つ理解してもらいながら進めていると答えた。

　新潟県新発田市川東地区の協議体
会長の佐藤典男さんと新発田市高齢
福祉課の遠山美樹さんは、支え合い
の地域づくりのモデル地区である川
東地区の協議体「川東いきいき大作
戦」（以下、いきいき大作戦）の取
り組み、働きかけ等について紹介し
た。最初に遠山さんが川東地区がモ

デル地区になった経緯を紹介した。
　同市の人口は約９万2000人で高齢化率33%、川東地区は

農村地帯で人口は4000人弱、高齢化率42.8% で自治会数は
25。これからは地域全体で力を合わせて支え合っていく地
域づくりに取り組んでいく必要があるということで、地域
と一緒に協議体の活動を始めることにした。まず、地域づ
くりの中心である新発田市自治会連合会に相談したところ、
川東地区が支え合いの地域づくりに一生懸命だから相談し
てみたらとなった。高齢者が住み慣れた地域でできるだけ
長く暮らせるための「地域づくり」や「互助」について地
域を中心に考える体制をつくりたい、そのモデル地区にな
ってもらえないかと地区データ等を見せながら川東地区自
治連合会の当時の会長に相談した。会長も危機感を感じて
おり、地域と行政が一体となって「地域でできること」を
継続的に考えていきたいと快諾。どのように進めるかは、
川東地区自治連合会の中に専門チーム「課題検討委員会」
を新たに設置することを会長が提案。メンバーは自治会長、
自治連合会事務局長の他に、食生活改善推進委員、老人ク
ラブ、ＪＡ青壮年部・女性部、小学校・中学校ＰＴＡなど
の各団体から「この人なら！」という方に加えて、社協、
地域包括支援センター、市高齢福祉課。そして、19年度の
秋から「いきいき大作戦」として第２層協議体が発足、月
１回の定例会と必要時に集まって活動している。
　次に、行政側として大切にしていることは、地域づくり
の主役は「地域住民」であり、行政の考える困り事を決め
つけや押し付けで地域にやってもらうのは間違っており、
困り事を共有した上で地域住民はどのように暮らしていき
たいのか、その上で必要にしていることややりたいことは
何かを一緒に考えること。行政やＳＣは住民の伴走者とし
て、住民ができるところは奪わないようにしながら支援を
している。住民からの「除雪や草取りが大変だ」「地域の
歴史や文化を大切にしたい」などの意見を共有して、いか
に叶えていくかを行政だけではなくみんなで考えることが
大事だった。「いきいき大作戦」も最初から活発だったわ
けではなく、まずは小さいことでもいいのでと決めて、少
しでもいいからやってみるということからチームの連帯感
が生まれ、次のアイデアが生まれてきたと思う。協議体が
できて行政として一番良かったことは、地域を良くしたい
という住民の皆さんとの出会い、理解者を得たこと。現状
を知って広めてくれ、行政からはなかなか言いづらいこと
を代弁してくれている。行政職員がやるのと地域住民がや
るのでは、伝わり方もその広がり方も全然違うと感じ、地
域の持つ力の強さを改めて感じていると述べた。

　続いて、具体的な取り組みについ
て佐藤さんが紹介した。
「いきいき大作戦」はこの先10年、
20年を考えて活動している。話し合
いの結果、地域全体での意識改革が
必要だと最終的にはまとまり、川東
地区で起きている少子高齢化につい
て、まずはみんなに知ってもらう活

動をすることにした。１つ目は、「川東未来へのトーク」
で、より幅広い世代の住民と様々な意見やアイデアを出し

遠山 美樹氏

program学ぼう編

つながって はじまる
〜協議体の立ち上げと今までの取り組みについて〜

佐藤 典男氏
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合い、川東の未来について語り合う場として開催。食事付
きで行い、その後に話し合いをし、地域の良いところを１
つ言ってもらった。たくさん意見が出て時間が足りないほ
どだった。考えていることは年代によって違うことがわか
った。２つ目は、次の世代を担う「中学生との意見交換」。
「いきいき大作戦」の活動紹介の後、「20年後の自分たち
はどうしているか」「20年後の地域はどうなっていてほし
いか」をグループワークで話し合ってもらった。若い人た
ちは柔軟な発想で考え、地域を見ていることがわかり、お
互いに気づきや学びがあった。３つ目は最大のテーマであ
る「地域まわり」。 こちらから各集落に出向き、話し合う
機会をつくり、「いきいき大作戦」を知ってもらう一方、
地域で困っていることやできそうなことを探る活動。今年
から始め、高齢者疑似体験やさわやか福祉財団の「助け合
い体験ゲーム」、 意見交換を行っている。４つ目は「かわ
らばんの発行」で、文字だけではなく、写真やグラフ等も
入れ、小学校高学年から読めるように活動を紹介し、全戸
配布している。

　活動を通じて思うことは、人口減少や過疎化は避けられ
ないが仕方ないと諦めるのではなく、どうせなら「元気な
過疎」を目指そう。また、人のつながりや助け合い等「お
互い様」の心が改めて大切な時代、昔あったものを活かし
ながら新しいことも取り入れていく「新しい昔」をつくろ
う。そして、年を重ねた時に、「お互い様の川東に住んで
良かった」と思えるような地域にしたい。最後に「オンラ
インフェスタに参加されている皆さんは、10年後、20年後、
どのように暮らしていたいですか」と投げかけた。

　第１層から第３層まで協議体が設
置されている長崎県時津町の第１層
ＳＣの土井口洋子さんは、地域支え
合いのまちづくりについて紹介した。
　人口は約３万人、高齢化率は27.4
% で長崎県内では２番目に低い。第
２層協議体を４つの小学校区ごとに
設置し、特徴は第２層ＳＣを住民が

担い、それぞれの小学校区に２～３人、計９人の第２層Ｓ
Ｃがいる。18年度から時津東小学校区をモデル地区として
第２層協議体「はこべらの里」を立ち上げ、今年度、第３
層協議体がすべての小学校区で立ち上がり活動を開始した。

第１層協議体は「まとめ隊」、第２層協議体は「ひろめ隊」、
第３層協議体は「やってみ隊」として主に居場所と生活支
援の活動を行っている。
「はこべらの里」では居場所「茶屋」と生活支援「ささえ
愛たい」を実施。「茶屋」は週１回、４会場を回り、作品
制作やトランプなどのゲーム、おしゃべり、室内でできる
スポーツ、イベント、歌声喫茶など、それぞれの会場で特
色あるプログラムを行っている（参加費1 0 0 円）。「ささ
え愛たい」はゴミ出しや傾聴・見守り、買い物、庭の草む
しり、衣替えなど（30分200円）。 中学生の時に総合学習
で「はこべらの里」を知ってから活動に興味を持った高校
生も支援メンバーに入っている。支援する側・される側の
関係ではなく、時には支援する側になったり、される側に
なったりという関係性が生まれている。
　時津北小学校区「つんなむの会」では居場所「集いの茶
屋・憩う家」と生活支援「ささえあい隊」を実施。「集い
の茶屋・憩う家」は月２回開催、保育園や幼稚園に行く前
の子どもも親子で参加したり、夏休みは小学生も参加し高
齢者の皆さんもとても喜び、世代間交流ができる貴重な機
会になっている。「ささえあい隊」は自治会と「つんなむ
の会」が連携し粗大ゴミ搬出支援のほか、庭の草取り、買
い物、薬の受け取り、室内の掃除、話し相手などを行って
いる（30分100円）。
　鳴鼓（なづみ）小学校区「なづみの郷（さと）」 では今
年度から居場所「左久楽」を実施、１回目の様子が長崎新
聞に掲載された。ゆっくり楽しく過ごしてほしいと、テー
ブルコーディネートをいろいろ工夫したり、おいしいコー
ヒーや紅茶などを準備。おしゃべりを中心に歌や手足の体
操などを行っている（参加費100円）。時津小学校区「つぎ
いしの輪」でも今年度から居場所「つぎいしのほっとハウ
ス」を各地区の公民館（４か所）を回って月１回開催し、
脳トレ体操や折り紙制作、あやとり、トランプ、おしゃべ
りなどを行っている（参加費100円）。
　次に、第１層協議体の活動は、地域住民へ地域支え合い
のまちづくりを広めるため、18年度から毎年、講演会を行
い、その直後、熱が冷めないうちに勉強会を開催し、アン
ケートに「活動をしたい」と意思表明した方々で第２層協
議体を設置していった。22年度には第２層協議体が小学校
区すべてに立ち上がり、第２層協議体の研修会を開催、さ

時津町地域支え合いのまちづくり

土井口 洋子氏

取組③ 地域まわり

向こうから来るのを待つのではなく、
こちらから各集落に出向いて、話し合う機会を作ろう！
川東いきいき大作戦を知ってもらおう！
地域で困っていること、できそうなことを探ろう！

今年からスタート
10月までに4集落をまわる予定

★活動紹介
★高齢者疑似体験
★助け合い体験ゲーム
★意見交換

高齢者疑似体験高齢者疑似体験

助け合い体験ゲーム助け合い体験ゲーム

意見交換意見交換

町全体
第１層協議体
（検討分科会）

時津東小学校区
H30年度～

【はこべらの里】

時津小学校区
R4年度～

【つぎいしの輪】

鳴鼓小学校区
R4年度～
【なづみの郷】

時津北小学校区
R2年度～

【つんなむの会】

４つの第２層協議体

まとめ隊

時津町地域支え合いのまちづくり
～生活支援体制整備事業～

ひろめ隊

【居場所】（令和3年度～）
集いの茶屋・憩う家

【生活支援】（令和4年度～）
つんなむの会・ささえあい隊

・第2層協議体SC ・自治会連合会
・民生委員児童委員協議会
・シニアクラブ連合会
・婦人会 ・社会福祉法人
・介護支援専門員連絡協議会
・社会福祉協議会 ・福祉課

つぎいしのほっとハウス
【居場所】（令和６年度～） 【居場所】（令和６年度～）

なづみの郷・左久楽

住民同士 顔が見える関係を築き地域の支え合いを考え 実現していく

【居場所】（令和2年度～）
はこべらの里・茶屋

【生活支援】 （令和3年度～）
はこべらの里・ささえ愛たい

第３層やってみ隊

2
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わやか福祉財団が「助け合いのある地域づくりを広げよう
！」と題して講演をした後にグループワーク「地域のニー
ズを知り、支え合いの活動を広げよう」で情報交換をした。
23年度からは講演会は開催せずに、第２層協議体の研修会

情報交換会と第３層協議体も含めた研修会・情報交換会
を開催。町の広報誌に、それぞれの地区の目指す地域像と
共に毎月の活動を掲載している。第１層協議体は年４回開
催し、メンバーは研修会・情報交換会にもスタッフとして
関わっている。
　最後に、第１層ＳＣとして大切にしていることは、「地
域を知る」こと、「地域の方を知る」こと、そして「地域
の強みをたくさん見つけ、つなげる」こと。何か目標に向
かって動く時には、地域住民、地域の事業所などが一緒に
なって考え、行動していく過程を大事にすることで、絆も
より強くなり、その後のより良い活動につながっていくと
思う。生活支援体制整備事業は体制を整備した後も、地域、
地域住民にとってより良いものになるように考え、行動し
続けていくことが大事で、これからも地域の皆さんと共に
時津らしい地域支え合いのまちづくりに取り組んでいきた
いと締めくくった。

　後半は、さらに広げるためのヒントとして、まず住民に
働きかけるために効果的と思われる取り組みについて登壇
者に聞いた。
　関口さんは、コロナ前は第１層協議体のメンバーは三芳
町を今後どういうふうにしていきたいのかという思いを共
有した上で各地区の住民ワークショップに入り、地域の活
動を掘り起こしたり一緒につくっていく取り組みをするこ
とで、自分たちが何をしなくてはいけないのかということ
を理解していたと思う。しかし、コロナ禍でワークショッ
プができなくなり、協議体はオンラインで毎月開催してい
たが、22年の終わりぐらいに「最近、自分たちの活動の力
やモチベーションが弱まっている気がする」とメンバーが
発言し、それは地域に入れないことが一番の要因だと感じ、
少しずつ住民ワークショップや支え合いの活動現場に行っ
てもらったり、地区社協主催の地区連合会に参加し地域課
題を共有してもらい、これからすべきことを個々に考えて
もらう機会をつくるようにしたところ、また皆さんのモチ
ベーションが上がってきている感じがすると答えた。佐藤
さんは、「いきいき大作戦」では「地域まわり」で集落に
出向き意見を直接聞いて、その意見をデータベース化して
次の世代に残す活動を始めている。すでに２集落に入り、
今年中にあと３集落に入る。これを３年くらいやりたいと
思っていると答えた。遠山さんは、協議体が住民に働きか
けるという役割をより進めるため、「いきいき大作戦」で
は、川東地区のいろいろな方にどうやったら現状をわかっ
てもらい、この輪に入ってもらえるかということで、集落
に出向き活動を紹介したり意見を聞く活動に今シフトして
いるところだと説明した。土井口さんは、第２層、第３層
での研修会や情報交換会でいろいろ意見を聞き合いながら

課題を共有したり様々な方法を聞いたりすることや、住民
同士のつながりが大事だと思うと答えた。
　次に、地域に入る際に協議体の皆さんからどのような協
力を得たのか、あるいは地域に入る際のヒントを聞いた。
　関口さんは、協議体のメンバーたちは地域住民なのでＳ
Ｃよりも知り合いが多く、協議体のメンバーや、メンバー
に紹介してもらった方に相談したほうがより具体的な形に
なりやすいとすごく感じている。特に若い世代につながる
のはなかなか難しく、地域の人たちから若い人たちに声を
かけてもらってつないでもらい、実際に「北３食堂」の取
り組みが始まった。もっと地域の人たちのつながりに頼っ
て信頼していいと思うと答えた。遠山さんは、協議体の皆
さんのほうが地域のいろいろな情報や人脈を持っていて、
例えば、探している人を協議体のメンバーが知っている場
合、つなぎ役として手伝ってもらうとすごく動きやすい。
それが協議体の役割の１つでもあると思うので、協議体の
皆さんにいろいろなことを相談してつないでもらう、一緒
に行くというのが一番いい形だと思うと答えた。佐藤さん
は、地域に入ることは難しいことで、私たちも経験した。
コロナの関係もあってなかなか進まなかったが、ダメ元で
もいいから全力でぶつかる。数打たなければ当たらない。
熱のある人を探すことがポイントになるので、単純だが膝
詰め談判でやってみることが一番いいと答えた。土井口さ
んは、やはりその地域の住民を知ることが大事だと思うの
で、関係がなくても地域のいろいろな行事に顔を出し、地
域の住民と知り合いになって、そこからつながっていくの
も１つの方法だと答えた。
　最後に参加者の皆さんに向けたメッセージを聞いた。
　関口さんは、この取り組みが始まってもう10年近く経つ
が、これで完成というのは全くない取り組みだと毎年いつ
も感じている。地域の皆さんのいろんな取り組みを参考に
しながら、住民主体の活動を楽しくやりがいあるものとし
て進めていければと思っていると述べた。遠山さんは、人
口減少、人材不足の中で、支え合いの地域づくりは正解の
ない取り組みで迷うこともあるが、ＳＣの皆さん、行政の
担当者の皆さんが孤立しないで、いろいろな人と力を合わ
せて、力を借りながらやっていくことがポイントだと思う。
地域の皆さんとつながりながら一緒に頑張っていきたいと
述べた。佐藤さんは、「いきいき大作戦」には大きな夢が
あり、10年後、20年後に、この夢を実現するために私たち
は頑張っている。私自身は夢を追う人になりたいと思って
いると述べた。土井口さんは、地域支え合いのまちづくり
は地域の特性を活かしながら、住民や地域の関係者と一緒

に考えてつくり上げていくことが大
切だと思っている。皆さんの話を聞
いて、これからも頑張っていきたい
と述べた。
　協議体の取り組みを進めていく上
での多くのヒントを得ることができ、
今後の協議体の取り組みにぜひ活か
してほしいと岡野が締めくくった。岡野 貴代
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　地域共生社会を直接推進する仕組みとして、いつでも誰
が来てもいい居場所について事例を紹介しながらその広げ
方を議論してきたが、今回は、ごちゃまぜの居場所を具体
的にどうつくったか、どんな効果が生まれているか、また、
専門職等といかにつながるかについて学びたい。前半はご
ちゃまぜの居場所をそれぞれ実践している登壇者から事例
を紹介してもらい、後半は担い手不足の解決方法やごちゃ
まぜの効果などについて議論を深めたいと進行役の鶴山芳
子が説明した。

　静岡県藤枝市で「みんなの居場所
かいらハウス」の運営をしている今
野智子さんは、かいらハウスをつく
った思い、ニーズに沿って生まれた
活動等を紹介した。
　藤枝市は人口約14万人のまちで、
かいらハウスは藤枝駅から歩いて５
分の所にある。引きこもりになりが

ちな高齢者の方々に何とか外に出てきてもらいたい、それ
にはどうしたらいいのかといつも考えていた。また、近く
に障がい者の施設や学校もあり、病院通いをしている人や
様々な事情を抱えた人が地域にはたくさん住んでいて、そ
の方々の話に耳を傾け、寄り添い、丸ごと受け止めるには
どうしたらいいかを考えていた。住み慣れた地域で末永く
元気で生活していくためには、普段から外に出て自分を知
ってもらい、地域の人と顔なじみになっていく。そして心
配事や困り事があったら、助けてもらったり助けてあげた
り、そんなお互い様の関係ができたらいいなと思い、その
ためには、おしゃべりをしたりお茶を飲んだり仲良くなる
ための場所が欲しいと考えて、両親が亡くなって空き家に
なった実家を利用して、2015年に「かいらハウス」を開設
した。地域に蒔きたい思いは「ひとりぼっちをなくそう」
「お互い様で助け合おう」であり、名前の由来は、一人ひ
とりの違いを認め合い大切な存在として「みんな・よし＝
皆
か い ら

良」の意味合いから付けた。
　かいらハウスでは５つの活動をしている。１つ目は「出
会いつながりの場づくり」で、高齢者だけではなく、若い

世代のおしゃべりの場所になるようにとカフェを運営して
いる。お昼には毎日、手作りのランチと飲み物を出してい
る。不思議なことに、食べ物は知らない人同士でも話を弾
ませ、心を開いてくれる。旅行や趣味、健康の話、いつも
話題には事欠かない。時には夜眠れなかったとか腰が痛い
など悩み事を話すことで、気持ちの上でもつながり、連帯
感や安心感が生まれる。一人暮らしの方は、「ここに来れ
ば、みんなでおしゃべりしながら楽しく食事ができる」と
喜んでくれている。
　２つ目は「社会参加の場づくり」で、就職が困難になっ
た人たちを応援したいという思いから、内職仕事を取り入
れたワークの場をつくっている。しかし、コロナの影響を
受けて内職が減ってきたため、自主製品の開発に取り組み、
おせんべいの製造と袋入れ作業を始め、販売にこぎつける
ようにもなった。就労困難者の励みになっている。
　３つ目は「なごみの場づくり」で、笑いが溢れる楽しい
場にしたいと、月に２回、昔懐かしい歌をギターに合わせ
て歌い、またカラオケもみんなの楽しみになっている。
　４つ目は「生きがいの場づくり」で、現役時代に培った
技術、スキルを披露してもらっている。例えば、コーヒー
会社に勤めていた方がコーヒーを淹れてくれたり、農家の
方がランチのために野菜やお米を提供してくれたり、歯科
衛生師の方が歯の健康相談をしてくれたり、中国式マッサ
ージをして健康づくりに一役買ってくれている方もいる。
また、趣味で磨いた技能を披露してくれる方々がいて、ケ
ーキ作りが得意な方は毎回シフォンケーキを焼いてくれ、
花を育てることが好きな方々は「かいら花壇」と名付けて
花の手入れをしてくれる。型染めのタペストリーやパッチ
ワークなどを飾って店内に色を添えてくれる方や、植木の
剪定をしてくれる方、ハサミ・包丁を研いでくれる方、お
赤飯を作ってくれる方、ポチ袋作りに参加し、それを販売
し応援資金にしてくれる方もいる。
　５つ目は「こどもの居場所づくり」で、常設型でいつで
も開いている。毎日ランチを提供する子ども食堂をやって
いるが、目指していることは、子どもだけでなく年配者も
若い人たちも顔の見える関係で一緒に食事をしようという
もので、それによって地域の絆を強めようと考えている。
場を提供するだけであって、かいらハウスの場づくりは、

地域の課題を「丸ごと」受け止める場

今野 智子氏

共生型常設型居場所の広げ方

【進 行 役】
【登 壇 者】
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一人ひとりが主役になって、自分のできることをいきがい
を持ってやってくれることで成り立っている。
　最後に、助け合いの活動「ちょこっと募金」について。
70代の方から離職を繰り返している息子の将来が心配だと
いう話を聞いた。また、別の方からは息子が病気で仕事に
就けないので、いつも「お金がない」と言って親子喧嘩に
なってしまうという話も聞いた。さらに、別の方からは娘
がこの頃、家から一歩も出なくなってしまったという話も
聞いた。このように人とのつながりや社会との関わりから
どんどん遠ざかっていく人に何とか寄り添いたい、そして
地域資源である「かいらハウス」を利用してもらいたいと
思い、収入が少ない人でも気楽に立ち寄っていただけるよ
うに、「ちょこっと募金」を始めた。「あなたの１回の食
事と１回の飲み物をどなたかにごちそうしてくれませんか」
のキャッチフレーズで、5 0 0 円の食事券と3 5 0 円の飲み物
券を買ってもらう。この食事券等を入り口に置いて、必要
な方が持って入れば無料で飲食できるという仕組みをつく
った。近くに困っている人や生きづらさを感じている人が
いたら、行政ばかりに頼るのではなく、まずは身近にいる
人たちの手で支え合おうと皆さんに呼びかけた。この呼び
かけに賛同してくれる方は、年金暮らしでつつましく生活
をしている高齢者の方々で、地域の実情に心を動かし、少
しでも役に立てばと心よく募金してくれている。自分たち
の住む地域だからこそ、自分たちの手で、自分たちが主体
となって、まるでかゆいところに手が届くような助け合い
をやっていきたいと思っていると締めくくった。

　いろいろな活動はどのように生まれたのかと鶴山が尋ね
た。今野さんは、居場所というのは人の集まりで、人で成
り立っているので、生き物のように変化がある。９年かけ
て皆さんの意見を聞きながらニーズに沿って生まれた。皆
さん、すぐに困り事を話すわけではなく、笑顔で迎え入れ
て、自分から心を開くまで待って、一生懸命、丁寧に聞く。
そして、話してくれることを丸ごと受け止めて、また、聞
く側も自分事のように寄り添って聞いているうちに、皆さ
んのニーズ、本当に希望していることがわかるようになっ
たと答えた。
　引きこもりがちな人が来るようになったきっかけを鶴山
が尋ねた。今野さんは、来ている方に活動を紹介し、そう
いう方が身近にいたら一緒に連れてきてくださいとお願い

して、だんだん増えたと答えた。

　東京の江東区で16年から「砂町よ
っちゃん家」の活動をしている吉野
義道さんが、始めた経緯や活動内容、
思いを紹介した。
　長い間、民生児童委員と保護司を
し、その後地域に何か貢献できない
かと考えていた。両親が住んでいた
家を何か活用したいと思い、江東区

社会福祉協議会に相談したところ、地域のみんなが集まる
場所をつくったらどうかと提案された。先進地域の視察を
経て、社協ボランティアセンターから募集し、現役・ＯＢ
の民生児童委員を中心にスタッフを集め、昔の下町風なま
ちに一緒に過ごせる仲間がいて気軽に立ち寄れる場所とし
てオープンした。
　コロナ前はスタッフ主体のイベントを多数開催し、月に
延べ1 0 0人ほど参加していた。しかし、感染拡大になりイ
ベントができなくなったことで、スタッフが地域に埋もれ
ている課題や個別の課題を発見していくことにつながった。
「こんな時だからこそ困っている人がたくさんいるに違い
ない」というスタッフの強い思いで、子ども食堂の活動は
止めず、お弁当を配るという方法にした。すごく好評で、
多い時には1 0 0人、平均だいたい50～60人がお弁当を受け
取りに来た。その時に、話ができやすい雰囲気のためか、
いろいろな悩み事や虐待、孤立問題等の相談があった。ス
タッフだけで解決できることもあれば、そうでない時は区
や社協等、様々な機関につなげ連携し、それぞれの強みを
活かして課題解決に当たっている。単なる居場所にとどま
らず、「地域の課題を発見し解決していく場」になってい
るのは、設立当初から「地域課題の発見とその解決」にし
たいとの思いが自分を含めスタッフ全員にあったことが大
きいと思う。
　子ども食堂は、ごちゃまぜの中でいろいろな人の話を聞
いたり、子どもたちも食事の後、楽しくゲームなどで楽し
んでいる。若いお母さんたちも大勢来るが、なかなか初め
は心を許さないので、できるだけ来やすく話ができるよう
な雰囲気をつくっている。例えば、さりげない会話の中か
ら、もしかしてシングルマザーかもしれないと感じたらス
タッフで共有し、自然と話ができるような雰囲気をつくっ
ている。そういうお母さんから悩み事を聞けるような場に
なったのも、コロナ禍の中でも子ども食堂を開いてきた成
果だと思っている。
　現在は、子ども食堂の他に、課題解決のため、スタッフ
が自主的・主体的に、地域の子どもたちへの学習支援、要
支援相当の高齢者の方に向けてご近所ミニデイ「よっちゃ
ん家」の活動をしている。学習支援は、主に不登校の子ど
も等を対象にし、無料で行っている。今も不登校の子ども
たち７人ぐらいが毎週土曜日、学習支援を受けている。ミ

吉野 義道氏
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ニデイは毎週土曜日、高齢者、要支援者を対象に、いろい
ろなイベントや、スマホ教室や折り紙教室、絵手紙教室等
をやっている。
　最近は、近所の保育園や幼稚園の子どもたちが集まるよ
うになり、高齢者と一緒に折り紙をしたりして楽しい時間
を過ごしている。子どもから大人まで、「ごちゃまぜな」
多世代交流、地域のみんなの居場所になっている。「よっ
ちゃん家」は、田舎にある懐かしい雰囲気の場所なので、
田舎へ来たようだと大変親しまれている。これからも、こ
の場所を利用して、いろいろな方を迎えて、楽しく活動し
たいと思っていると締めくくった。

　スタッフの思いでコロナ禍も乗り越えたと思ったと鶴山
が話すと、吉野さんは、コロナ禍の中で、こんなに人を集
めてというクレームもあったが、スタッフと相談し、「こ
ういう時こそやるべきだ」というスタッフの強い思いがあ
り、それに感動し、続けてやることができたと述べた。
　なぜ相談が持ち込まれるようになったと思うかと鶴山が
尋ねた。吉野さんは、スタッフ全員が下町のお母さん、お
父さん、おじいちゃん、おばあちゃんというような雰囲気
で話しやすい感じもあったと思う。また、相談があった時
には必ずみんなと共有をすることをモットーにし、プライ
バシーを絶対守ることはスタッフの一致した考えだと答え
た。

　新潟市の地域の茶の間創設者の河
田珪子さんは、当事者として「地域
の茶の間」（居場所）を始めた経緯、
そして、新潟市と協働の「実家の茶
の間・紫竹」（以下、紫竹）への思
いや思いを実現するための工夫等を
絵本『未来につなごう　地域の茶の
間』（発行・株式会社博進堂）の絵
も見せながら紹介した。
「地域の茶の間」を初めてつくったのは今から32年前。35
年前に夫の両親の介護のために仕事を辞めて１人だけで新
潟に戻った。自身ががんで医者からは生きるか死ぬかは五
分五分と言われていたので、生きている限り悔いを残すこ

となく死にたいという思いも強くあった。その時に考えて
いたことは、介護しつつ自分の人生を大事にしたい、介護
される側の人生も大事にしたい、そんなシステムをつくり
たいだった。まず有償の助け合いを始め、お宅にお邪魔し
た。家族は仕事に行く時「食事をしてもらいたい」とメモ
を残しているが、ご本人は「何も役立っていないので、お
金を使わないでくれ」という気持ち。理学療法士の三好春
樹先生の「認知症だから、介護が必要だから、寝たきりだ
から引っ張り出そう」という言葉を思い出し、居場所をつ
くりたいと思った。また、親の介護に９人の方に家に入っ
てもらった。それは様々な価値観の人と話をすることが幸
せになると思ったし、そういう居場所がなかったから。誰
かと話をしたい、誰かに会いたい、誰かと食事をしたいと
いうことが叶えられる居場所づくりをしたいと考え、地域
の茶の間「うちの実家」をつくった。
　新潟市から地域包括ケアを推進するために、「うちの実
家」をゼロから再現してほしいという依頼があった。まず
お隣・ご近所とつながり、赤ちゃんからお年寄りまで、障
がいのある方もない方も外国人の方も引きこもりの方も誰
でもいられる居場所にしたいと思った。場所を探して、延
べ100人のボランティアの方の力を借りて大掃除をして、
14年10月に紫竹はスタートした。10年の約束で始め、今月
（24年10月）いっぱいで終了する。本当に貴重な機会をい
ただいた。紫竹は、新潟市の委託ではなく協働事業。住民
の立場で行政と、それぞれのできることを組み合わせなが
ら活動してきた。家賃と光熱水費、通信費を行政で負担し、
労力寄付や物品の寄付、金銭的な寄付、参加費をもらって
運営している。駐車場も全国の様々な方がこの10年間で
2000円ずつ出してくれ借りられた。みんなでつくり上げた
居場所だった。
　誰かと一緒に、いろいろな食材が入った食事ができる喜
びを持ってほしい。また、家族が食事のために仕事を休ん
だり、あるいは出先から急いで戻ったりすることは疲弊に
つながるので、それを救いたいと、毎回お昼ご飯を出して
いる。それには、介護される人も介護する人もどちらの人
生も大事にして、そしていい関係で最後まで暮らしてほし
いという願いが込もっている。食事作りは、作る人が負担
にならないことを考え、25から30品目の食材を使った具だ
くさんの味噌汁にしている。季節、天候に関係なく玄関は
いつも開けっぱなしで、それは「どなたでもお気軽にどう
ぞ」という地域の方への意思表示で、笑顔でお迎えする。
食事代3 0 0 円、参加費3 0 0 円で、誰が来てもいい。保育園
の子どもや学校の授業で来る子どももいる。また、いつ来
ていつ帰ってもいい。
　専門職をはじめとする様々な人や組織との連携について。
「あなたの居場所はどことつながっていますか？」と居場
所実践者に聞いた。地域の茶の間も大事な社会資源、そし
て様々な地域の社会資源とつながっている。紫竹では、作
業療法士がさりげなく日常生活動作についての相談を受け
たり、保健師や地域包括支援センターの生活相談・健康相
談、行政相談委員による行政相談、相続や様々な法律問題

「あなたの居場所はどことつながっていますか」

河田 珪子氏
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などの相談も受けている。
　大事にしていることは「自己決定」と「自己実現」。 目
的は「助けて！」と言える自分をつくる、「助けて！」と
言い合える地域をつくることで、まず「助けて！」と言え
る居場所づくりをし、そういった関係性が地域全体に広が
っていく。そのためにいろいろな工夫をしている。例えば、
「その場にいない人の話はしない」「どなたが来られても
『あの人だれ ! ! 』という目をしない」「プライバシーをき
き出さない」という３つの約束事を部屋の中に張り、誰か
がうっかり噂話などをしたら、張り紙を指差し注意をして
いる。他には、「適切な距離感を保ち、距

のり

を越えない」
「やりたいことを自分で決める」「不自由なことに手を貸
し合う」「固定席、上座、下座をつくらない」「エプロン
は台所だけ」。 当番がエプロンをしていると高齢者は迷惑
になるかもと手伝いを遠慮するので、あなたもいっぱい手
伝ってねという意思表示である。
　プログラムで決まっているのはラジオ体操だけ。刷り込
みがあるので、認知症の方でもラジオ体操の音楽が流れる
と率先してやる。恥ずかしい思いをさせることなく、でき
ることを大事にしている。そして、すべてのことを張り紙
にしている。自分がその日来たいか来たくないかは自分の
意思で決めてもらう。こんなことを考えながらおかげさま
で10年経った。後継者をつくるという考え方は私にはない。
こういった居場所をつくりたいと思う人で、困っているこ
とがあったら、わかることならば、いくらでも協力したい
と思っている。どなたでも誰でもつくれる居場所づくりを
進めていきたいと思うと締めくくった。
　紫竹には専門職の人が関わっているがコツがあるかと鶴
山が尋ねた。河田さんは、どこかに相談に行こうと思うと
敷居が高い。体が不自由になり会話も難しくなったりする。
専門職が居場所にいると相談しやすくなる。そしてもっと
専門的なところにつなげることもできる。介護福祉士も日
常生活の講演などをし、専門職がたくさん紫竹に関わって
いる。人に聞かれたくない人も大勢いるから、地域包括支
援センターと保健師への相談については別の部屋にした。
あとは、お隣に座りお茶を飲みながら相談を受けるという
形にしている。ＳＣの皆さんもたくさん来ていて、居場所
の立ち上げの相談等も受けていると答えた。

　後半は、ＳＣ等から聞こえてくる悩みとして「担い手不
足の解決策」について議論した。吉野さんは、先月の会議
でスタッフと相談をして、これからはスタッフが友達や知
り合いを担い手としてよっちゃん家に推薦し、一緒によっ
ちゃん家を支えてもらうシステムにする。うまくいくとい
いと思っている。最近はＳＣもいろいろな会議や催し物な
どにも顔を出してくれて、先日は子ども食堂で一緒に食事
をしてもらった。実感できれば自然につながっていくと思
うと答えた。河田さんは、最近も紫竹で第２層ＳＣが中心
になって、茶の間の立ち上げや運営を学ぶ「茶の間の学校」
を行っている。ＳＣだけではなく居場所をやっている方も
来て、その中でまた新たにつくりたいという人が生まれて
きている。やはり感じてもらう、見てもらう、そしてそれ
らが面として広がっていって居場所ができていくのではな
いかと答えた。今野さんは、スタッフも「かいらハウス」
が大好きだと言ってくれ、スタッフ自身の居場所でもあり、
みんなでつくり上げている。困っている時は、来ている方
に「手伝って」と頼んでいると答えた。
　次に、今野さんにごちゃまぜの効果を鶴山が尋ねた。今
野さんは、一緒の空間で一緒の時間を過ごすと、お年寄り
はこうなんだ、若い人はこうなんだという気づきがあり、
お互いに理解でき、人を大切にすることにつながると思う
と答えた。
　最後に登壇者の皆さんに思いの丈を聞いた。
　今野さんは、運営している方は大変なこともあると思う
が、ぜひ続けていっていただきたい。我々のように主体的
にやっている居場所にはお節介なおじさんとおばさんがい
るので、ぜひつながってもらいたいと述べた。吉野さんは、
居場所は簡単につくれるイメージだが、実際に運営すると
大変な労力がいる。しかし、スタッフも私自身もやりがい
をすごく感じている。こういう居場所は、孤立・孤独をな
くすためには一番必要な場所だと実感しているので、行政
とも相談しながら増やしていきたいと述べた。河田さんは、
誰かが困っているのを見たら何とかしたいという思いが湧
き出てくるのが人間だと思う。そして、そういう思いが重
なっていく中で、自分自身のいきがいにもつながっていく。
居場所の効果はそういうところにあると思う。また、どな
たが来ても断らない。赤ちゃんも外国の方も体の不自由な
方もいろいろな方たちが私たちの住まいの周りには暮らし
ているので、その方たちに「一緒に行こう」と声をかけれ
ば簡単に枠は外れていく。ごちゃまぜのほうが簡単だと思

っていると述べた。
　ごちゃまぜは難しいと思っている
方は、まずはごちゃまぜの居場所に
行くのが理解の一番の近道かもしれ
ない。そして、ごちゃまぜの居場所
をつくっていくことが地域共生社会
への一番の近道かもしれないと感じ
たと鶴山が締めくくった。

担い手不足をどう解決しているか

鶴山 芳子

program学ぼう編
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　これまでの３回のサミット、そし
て2023年のオンラインフェスタでも
有償ボランティアによる生活支援の
広げ方を考えたが、今回は有償ボラ
ンティアを実践、あるいは支援して
いる登壇者の事例を基に、有償ボラ
ンティアにはどういう特徴があり、
どういう役割を果たしているのか、

また、助け合い活動と介護保険サービスの違いなどについ
て議論したいと進行役の中村順子さんが趣旨説明をした。
　そして、中村さんは助け合い活動の類型などについて説
明した。1982年に有償ボランティアを関西で始めた団体に
いた。当時は措置しかない時代で、市民がお金を出して助
け合うのは斬新で新しい考え方だと共感してその運動に入
ったことを覚えている。2000年に介護保険制度が始まり、
有償ボランティアが若干停滞気味になったこともあった。
15年、最後まで住み慣れた地域で暮らしたいと地域包括ケ
アシステム、つまり住居を中心に医療や介護サービスが受
けられ、さらに生活支援・介護予防として住民が助け合い
ながらお互いを支え合うサービスを基盤に置く素晴らしい
地域ビジョンが示された。まもなく10年になるが、プロフ
ェッショナルなサービスである医療・介護は進化を遂げた
と思うが、その基盤となる住民の助け合い、市民同士の支
え合いはまだそんなに進んでいないと言わざるを得ない。

助け合い活動の類型は左図のように大きく分類できると思
う。有償のほうが無償より頼みやすく、継続して続きやす
い。無償には課題発見力、有償には物事・ニーズに対して
解決力が求められている。生活支援・介護予防の分野にお
いては住民同士の助け合いで支え合っていく必要があると
思うと課題提起した。

　山形県天童市で30年以上、気兼ね
なく支え合い、長続きし、提供する
側のいきがいにもなるという理念で、
有償ボランティアの助け合い活動を
進めている加藤由紀子さんは、「ふ
れあい天童」立ち上げの経緯・思い
等を紹介した。
　ふれあい天童は助け合いをしたい

という気持ちで92年から始め、介護保険には参入せず、助
け合い活動のみを行い、市民のあらゆるニーズに応える活
動を続けてきた。始める前に12年間、仕事を辞めて３人の
子育てをしながら５人の介護を経験した。この時、誰かに
手伝ってもらえたらありがたいと思ったが、介護を手伝っ
てくれるような人は周りに全くいなかった。これは私に活
動をつくれということだなと思った。
　ふれあい天童開設15日目に通院介助の依頼を受けた。家
族が仕事を休めないためで、車イスとベッド上の生活の方
だったので、この人にどう対応すればいいのかを仲間内で
一生懸命話し合った。ところが、やってみたらわりあい難
なくできることがわかり、とても自信がついた。その後、
ありとあらゆる困り事が私たちのところに回ってきて、
様々な重介護や看取りなども行っている。私たちが応援す
ることで、その人が安心して暮らせるようになるとわかり、
応援することが私たちの喜びとなって活動の輪が広がって
いった。活動を多くの人が知ることで、一緒に活動してく
れる仲間も増えた。
　活動を始めて見えた課題は、高齢者の一人暮らし・高齢
世帯の増加や、家族の介護力不足、老々介護の増加、認知
症患者の増加。大変だなと感じたのは、高齢者の母（父）
と息子世帯の増加で、仕事を辞めて親を見たいという息子

その人の思いを実現する

加藤 由紀子氏

中村 順子氏

有償ボランティアによる生活支援の広げ方

【進 行 役】
【登 壇 者】

中村  順子氏 （認定特非）コミュニティ・サポートセンター神戸理事長

加藤  由紀子氏 （特非）ふれあい天童理事長

鈴木  恵子氏 （認定特非）すずの会理事長

田口  研一郎氏 葛城市第１層生活支援コーディネーター
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が増え、私たちは「あなたの今後の生活がかかっているか
ら仕事は辞めないで。私たちがお手伝いをする」と言うが、
親がかわいそうだと仕事を辞める人が増えていき、いかに
応援するかとすごく悩んだ。また、困った時に「助けて！」
と言えないで、一人・家族で介護を抱える方が多い。家庭
内での無関心もとても感じられた。人とつながらない介護
予備軍の増加、閉じこもりの青年・高齢者の増加で、介護
自殺とか介護殺人なども、この当時に出てきた大きな課題
だった。在宅に入ってみると、低栄養の高齢者がいて、生
きる力や気力、前向きな気持ちが下がっていく姿を見るこ
とになった。また、筋力の低下、お腹や背中の筋肉も衰え
るが、足腰の筋肉が衰えて立ち上がることができないとい
う人も多くいた。施設に入っている方々の支援もやってき
たが、やる気や気力の低下があり、人生何が楽しいのかな
と思えるようなこともあった。さらに、一人親家庭の子ど
もたちは、目が届かなくて気の毒だと思い、何とか私たち
とつながればいいなと思っていたことを覚えている。

　今、移動サービスがとても増えてきた。「買い物も楽し
いし、フードコートに寄って一緒にコーヒーを飲みながら
のおしゃべりがすごくよかった」という高齢者の声がたく
さんある。また、ドライブをしたいという高齢者もたくさ
んいるので、居場所の送迎の時に普段見慣れない風景を一
緒に見てもらっている。喜ぶ笑顔が嬉しい。送迎だけが私
たちの目的ではなく、今日一日が良かったと振り返られる
満足感、生きる喜びや楽しみを味わえ、明日が楽しみにな
る暮らしをつくっていきたいと思っている。基本的な考え
方は、外出支援は依頼があって、そして助け合いの範疇で
移動と見守りを行っている。家族の意思・思いを大事にし
ながら、ふれあい助け合いの活動の考え方の中で、どのよ
うに移動サービスをするか、いつも考えている。外出支援
は危険を伴う活動なので、必ず移動サービス勉強会を行っ
ている。最初は同乗してもらい、どのような運転の仕方を
するのかを細かく丁寧に指導する。また、私たちの活動に
参加している自動車学校を運営している人、元警察官など
に講師を頼んで、運転者の勉強会をすることもある。必ず
年に１回は、研修会と意見交換、体験談などを話し合う場
を設けている。
　活動は生涯学習で、品格ある応援になるよう体験を積ん
でいきたいと思っている。助け合いはとてもいきがいのあ
る活動だと締めくくった。

　神奈川県川崎市宮前区で30年助け
合い活動をしている鈴木恵子さんは、
「すずの会」立ち上げの経緯 思い
等を紹介した。
　私の介護を助けてくれたＰＴＡ仲
間の「介護経験を地域で活かそう」
という一言から、ちょっと困った時
に気楽に鈴を鳴らせるような活動が

地域にあったら、自分たちの老後も安心できる地域になる
のではないかという思いを込めて、95年にＰＴＡ仲間５人
で「すずの会」を設立した。今は活動メンバーが55人にな
った。私たちの思いは「やってみましょうよ」で、身近な
方の声に応えていく。自分たちができないことがある場合
は、誰と手をつないだら解決に結び付くのかを考え、また
は急いで解決しなければいけない問題の場合は、まずは自
分たちが助け、その後ネットワークをつくっていくという
活動スタイルにした。初めの一歩として、地域にはどんな
方がどんな不安を抱えているのか、あるいは何かできるこ
とを活かしたいと思っているのかと「地域を知る」ことか
ら始めた。保健師さんに同行してもらい、要支援者の家庭
を訪問した。
　初めの頃は、リクエストに応えようと思ってやった活動
も「あなたには資格があるのか」という問いもたくさんあ
り、「無償で人のためにやるのは宗教集団に違いない」と
言われたこともあった。しかし、必要としている人がいる
ので、続けてきて良かったと思っている。暮らしを支える
初めてのボランティアは、身体が不自由になった方からの
車イスでも簡単に着られるコートを作ってほしいという洋
裁のボランティアで、とても喜ばれた。それを聞いた市営
住宅４階に住む高齢の男性から妻をショートステイに行か
せたいが階段を下ろせないという相談があり、おんぶしか
ないと、工夫しておぶい紐を作った。これは今でもヒット
作になっている。例えば洋裁のボランティアは時間も手間
もかかるので有償にはなりにくかった。その方の笑顔が報
酬だとみんなで決めて、つい最近まで日常生活上の支援を
無償で続けてきた。ただ、全部できるわけではないので、
頼めることは信頼できる業者に依頼しようと、業者とのネ
ットワークをつくった。自分たちも高齢になっているので、
最近は危険を伴うことはできるだけプロに頼んでいる。
　１人の呟きから、96年にちょっとした集まりの会ミニデ
イを始めた。当時、要介護になった方の地域での集まりの
場所があまりなかったので喜ばれて参加者も増えた。しか
し、コロナによって25年続いたミニデイができなくなった。
そこで、20年７月からボランティアの引きこもり防止のた
めに「ボランティアのためのミニデイ」に変更し再開した。
ボランティアも平均年齢79歳、仲間づくりと情報交換をし、
自分たちの老後を仲間と乗り切る知恵と工夫を話し合って
いる。

鈴木 恵子氏

program学ぼう編

ないものはつくり出す
多様なスタイルの生活支援
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　ミニデイの代わりに小さな集まりをたくさんつくろうと
思い、ご近所サークル「ダイヤモンドクラブ」を推進した。
約20年前から始め、お茶飲みをしながら本音が言えるご近
所単位の居場所。いざという時「助けて」と言えるご近所
づくりのためで、開催も参加者も自由、子育て中のお母さ
んも参加し評判がいい。10年ぐらいの間に65か所のダイヤ
モンドクラブがつくられた。近所の顔見知りをつくるこの
活動は、ヘルパーの手が届かない時間に見守りをしたり、
認知症の一人暮らしや男性介護者を支えている。発展し、
いざという時に最後までご近所が関わって看取りまででき
るようになった。医療・介護等の専門職や専門機関とつな
がってきたおかげだと思う。
　最近では、仕事を辞めて介護をしている息子のために、
仕事をつくることにかなり力を入れている。そのためにも、
14年にすずの会の拠点「すずの家」として一軒家を借り、
居場所の活動を始めた。すずの家は要介護になっても仲間
と集うことを目的に、週２回オープンし昼食を出し入浴も
でき送迎も頼める。送迎や調理を有償ボランティアとして
男性たちも担っていて、ちょっと稼げる仕事にもなってい
る。誰かのためにすることはいきがいにもなり介護予防に
もなっている。遠慮なく何かを頼めるという関係ができる
のは有償ボランティアの良さであり、臨機応変、タイムリ
ーな支援ができるので大きな助けになっていると思う。

　これからは必要なことを必要な人にタイミングよく届け、
地域の中に必要とされる活動をさらに生み出していきたい。
自分たちができないことは医療・介護・福祉のネットワー
クを十分に活かしたい。自分たちが住みやすい、そして最
後まで住み続けられるような地域がしっかりとできあがっ
たらいい。また、若い人材が活躍でき、多少稼げるような
仕事がある、すずの会になるといいと締めくくった。

　奈良県葛城市第１層ＳＣの田口研
一郎さんは、ＳＣとして支援した生
活支援と移動支援の一体型の有償ボ
ランティア立ち上げの経緯やＳＣの
役割などを紹介した。
　有償ボランティアは自然発生的に
できることは滅多になく、ＳＣとし
て地域に関わりながら伴走している。

　最初に始めたのは「東和苑ささえ愛会」（以下、ささえ
愛会）で、自治会の住民有志が「うちの地域を何とかしよ
う」と３か月から４か月ぐらいで立ち上げた。季節の作業
や軽作業、草刈り、掃除等の生活支援と、その中に外出・
通院や買い物付き添い等の移動サービスが含まれ、１時間
以内であればワンコイン（500円）。 我々は立ち上げ支援
として協力しているが、立ち上がった後は受付・相談、コ
ーディネート、実際の活動から謝金の計算支払いまですべ
てボランティアのメンバーがしている。「ささえ愛会」が
登壇した勉強会に参加した方が「うちの地域でも何かでき
ないか」ということから、出前講座や勉強会をして半年ぐ
らいで「大畑まぁるい会 芽ぶき」が同じく生活支援と移動
支援の一体型で立ち上がった。有償ボランティアグループ
「すずらん会」は、まずはやってみようと試しながら規約、
業務分担、謝金、ボランティア保険を検討し、立ち上げ期
間12か月で今春、同じく生活支援と移動支援の一体型で立
ち上がった。特徴は、生活支援サービスと移動支援の一体
型であり、運輸支局への許可・登録不要の運送を含む有償
ボランティアである。一体型の場合、運転が苦手な方や運
転免許を持っていない方でも生活支援ならできるので、誰
でもが担い手になれる。また、免許を返納した後でも、体
が動くうちは庭木の剪定・草引きなどの生活支援で活躍で
きる。
　支え合いの創出のために、ＳＣとして一番大事にしてい
る視点は地域住民のリアルな情報・ニーズである。データ
では高齢化率が40% でも、地域住民が「70% 以上だ」と思
い危機感を持っているならば、その地域の高齢化率は70%
でいいと思う。生活支援サポーターをつくったから大丈夫
ではなく、サポーターのできる範囲は決まっているので、
頼みたいことが埋もれてしまうこともあるから、そこに視
点を向ける必要がある。移動支援のニーズがあると思う場
合、具体的に買い物か通院か銀行かなどを知る必要がある。
しかし、地域の方が自分から自発的に言ってくれることは
なかなかないので、いろいろな地域の方と出会って信頼関
係を深めて、心の内に秘めた思いや課題感を引き出してい
くのが我々ＳＣの仕事であり、地域に課題感を持つ方と絶
対巡り合うことができると思う。
　地域の主体性を伸ばす伴走支援の実例の１つとして、
「移動に困っている人が多いから、支え合いの仕組みはど
うやったらつくれるか」と聞かれた場合、これはまだこの
人の課題でしかない。「友人やご近所さんと一緒に考えま
せんか？」と提案し、みんなで話し合いをし、複数の住民
が課題感を持つと１人の課題から地域課題に変わる。「移
動支援は白タクにならないか」と聞かれたら、「私たちが
作っている『移動・外出支援ガイドブック』で一緒に勉強
しないか」と促す。いろいろな選択肢の中で自分たちの地
域に合う仕組みを地域住民が自分たちで選択できるように
持っていく。「他人を乗せるのはやはりリスキーだ」と心
配ならば、「講習あるので受講してみない？」と促す。
「怪我とか事故に備えたい」と言われたら、「ボランティ
アセンターでボランティア保険のことを聞かないか」と提

田口 研一郎氏

どう広げる？住民主体の有償ボランティア
ＳＣの視点

「すずの家」
要介護になっても仲間と集う

• 毎週水曜・土曜
• 9：30～2：30
• 送迎 500円
• 昼食 500円
• 入浴 無料
• 要介護の利用者8割

・ボランティアの平均年齢79歳

• ボランティア謝金1日2500円
• 昼食は日替わりシェフ手作り
• ヘアカットも有償ボラ 格安で

15
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案する。「初期費用とかお金も必要だ」と言われたら、
「新規の立ち上げに使える民間の助成金を見つけたから一
緒に申請しないか」というふうに伴走する。不安なことが
解消したら、気づけば準備万端で「地域のため、自分たち
の将来のために頑張っていこう」と進んでいく。
　ヘルパーをすでに利用している一人暮らしの女性の場合、
ヘルパーの買い物は生活必需品だけなので「こういうお花
を買ってきてほしい」という依頼は聞いてもらえない。有
償ボランティアなら、外出支援で花を買いに連れていって
もらえ、ヘルパーにお世話になるだけだった生活から、楽
しみやいきがいを持った生活ができるようになる。介護保
険サービスと有償ボランティアの両方があって輝く暮らし
ができると思う。また、高齢夫婦で夫は認知症で妻は体調
不良のため、リスクが高いのはわかっていても夫の運転に
頼っていた夫婦に「ささえ愛会」を紹介したところ、今で
は外出する時は「ささえ愛会」に頼んでいる。ただ、日常
の移動すべてをボランティアで担うと住民も疲弊してくる
ので、病院だけだったら介護タクシーで、帰りに買い物を
する場合はボランティアがいいというように役割分担を明
確にしていくことも大事だと思う。
　いわゆる顔の見える生活圏域を大事にしている。地域の
支え合いをもっと立ち上げていきたいが、担い手の世代が
全くいない地域もあるので、そういう地域は広域の支え合
いを考えたい。１つの仕組みですべて解決できるわけでは
なく、重層的な仕組みを考えていくことを葛城市では目指
していると締めくくった。

　中村さんは、助け合い活動と介護保険サービスの違うと
ころはどこかと尋ねた。加藤さんは、助け合い活動は介護
保険の認定者でもそうでなくても、希望があればどなたで
も受けられる。介護保険の利用者が私たちの助け合い活動
を受けることによって、その人の生き方や身体的なＡＤＬ、
精神的なＱＯＬがぐっと良くなり、自立に少しでも近づい
ていけるようになればいいと思うと答えた。鈴木さんは、
何でも受けるというスタンスで最初の頃はやっていたが、
だんだんボランティアがやることなのかということも結構
出てきた。「すずの家」に歩いて来られない方たちの送迎

はするが、送迎・移送サービスの単独事業はやっていない。
ボランティアがやってくれるからと手を離す家族もいるの
で、どうしても必要だということをやるようにしている。
また、近所同士の付き合いで「手伝うよ」と言う方もいる
ので、それは近所の方に任せていると答えた。鈴木さんの
話を受けて、加藤さんが「すずの会は地域住民を育ててい
ると思う。全国の人に見習ってもらいたい」と述べた。
　中村さんは田口さんに、助け合う仕組みを仕掛けるヒン
トを尋ねた。田口さんは、スタート地点は地域住民の課題
感、「困っている人のために何かしたい」という思いから
で、そういうスタートがとても大事だと思う。また、地域
住民がやる気になる後押しについては、公的な支援や介護
保険サービスを削減するために地域住民が何とかするのは
違うと思うので、出前講座とか勉強会では、いつも「公的
な支援や介護保険サービスで使えるものは何でも使ってく
ださい。それを代替するのがあなたたちではない」と言っ
ている。地域住民は「あの人のためにしてあげたい」とい
う気持ちからのスタートでいいし、小さく生んで大きく育
てるような活動でいいと、２、３人集まったら活動ができ
ると後押ししていて、どのグループも４、５人ぐらいの集
まりからスタートしている。そういう視点を大事にしたい
と答えた。
　中村さんは鈴木さんに、ニーズ調査はどうやっているか
と尋ねた。鈴木さんは、毎年やっている健康チェックには
元気な高齢者が200人ぐらい集まる。その時に皆さんに
「誰と住んでいるか」「今困っていることはあるか」など
について聞き取りをしている。20年続けているので、やる
のが当然となっている。地域包括支援センターの方も薬剤
師も役所の方も参加しているので、気になる方はすぐにそ
の場で相談できると答えた。
　最後に有償ボランティアで良かったというメッセージを
聞いた。田口さんは、誰かにお願いする場合、１回ならお
願いできても何回もお願いしにくい。また、「ささえ愛会」
を始める時に「支える側・支えられる側に分けたくない」
ということを話し合い、謝金としてもらったお金を活動者
への謝礼と、残りを運営費に回すことにした。そのことで
そのボランティアグループが地域に存続していき、その次
の誰かのためになる。だから利用されている方も支え合い
の一員として参加できることが有償ボランティアの一番の
魅力ではないかと思うと述べた。鈴木さんは、無償だった
時はお礼がエスカレートしていったので、有償ボランティ
アのほうが頼みやすい。また、ボランティアも自分で稼い
だお金で何かできる喜びもあるので、みんなのためにも良
かったと述べた。加藤さんは、有償ボランティアは人を育
てると思っている。また、利用する方がいきいきと気兼ね
なく頼める気持ちになっていると述べた。中村さんは、人
生100年時代の世の中になり、私たち女性３人はもうすぐ
80歳。有償ボランティアが私たちをここまで連れてきたの
かもしれない。全国の皆さんに、頑張ればできること、そ
して、このように継続に非常に大きな力として、有償ボラ
ンティアが寄与していると伝えたいと締めくくった。

助け合い活動と介護保険サービスの違うところ

program学ぼう編

机上
データ

・高齢化率が40％に達した

・生活支援サポーターを作った！

・移動支援のニーズが高いぞ！

・社会参加したい人が一定数いる

地域住民の
リアルな情報

・高齢化率？70％以上だよ！どこみても
高齢者ばかり！数年後には大変なことに…

・サポーターさんにお願いできないことが…

・免許返納して、買い物に行けない。
病院や銀行などどうしよう。。。

・地域の為にボランティアを始めたいけど
なにから始めればいいのか分からない…

地域住民
の視点

行政・SC
の視点

地域住民との信頼関係が、秘めた「想い」を引き出す

支え合いの創出に必要な視点・ニーズ
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　進行役の高橋良太さんから冒頭能
登半島地震犠牲者の方々へのお悔や
みと被害に遭われた方々へのお見舞
いの言葉が述べられた。続いて今回
の大地震などからも、発災直後の救
命 救助の時点から支援は始まり、
その時何より大事なのが隣近所によ
る支援である。住民同士の支え合い

助け合いが日頃からできていることが災害時にも重要だ
ということがわかった。さらに８月の宮崎県の日向灘地震
では初めて南海トラフ地震臨時情報が発表され、防災意識
が高まったと思う。様々な人が暮らす地域で、住民同士が
何をきっかけに活動を始められたのか、また、どのように
課題や困難を乗り越えてきたのか、実践者の取り組みから
考えていきたいと説明し、各登壇者の発表に移った。

　最初に、埼玉県西部、川越市の玄
関口から南東に広がる高台エリアで
「域
いきい

活き新
あらじゅく

宿町五丁目」を合言葉に
地域づくりを進める新宿町五丁目自
治会（以下、あら５）会長の荒木浩
子さんが日頃の取り組みを紹介した。
　2020年、ブランド総合研究所が全
国の政令指定都市、中核市、県庁所
在地で行った幸福度や定住意欲度などに関する地域の持続
性を明らかにする市版ＳＤＧｓ調査で川越市は１位になっ
た。新宿町五丁目は整然と区割りされた街路に住宅地、商
業地、事業所がちりばめられたアクセスが良く住みよい地
域で、自治会は60年前にでき、会員1117世帯（住民・事業
所）、 加入率86％と高い支持を得ている。住民を中心にし
た自治運営の親睦団体として、住みよい地域社会の維持・
形成、住民相互の連絡、環境整備等を目的に組織されてい
る。主な活動は親睦と福祉、生活環境の改善及び向上、文
化、教養、体育に関すること、防犯・防災、交通安全の取
り組み、集会所の維持管理、募金等の寄付集め、回覧等に
よる情報提供である。そして、住み慣れた地域で、誰もが
安心して活き活きと自立した暮らしを続けていく、「ふれ

あい・安心・たすけあい」がある地域を目指している。
　コロナ禍が地域にもたらしたものはマイナス面もあった
が、危機的状況において大切なもの、必要なことを明確に
示したと思う。緊急事態宣言下以外は知恵と工夫で活動を
止めず、むしろ新たな事業を立ち上げる原動力にした。
「ふれあい」は交流。つながりを大切に様々な世帯が関心
を持ち、安心して参加できるような活動を心がけている。
「安心」は防犯パトロール、登下校見守り、交通安全、町
内美化活動等で、関連団体や町内関係者の協力を仰ぎなが
ら進めている。「たすけあい」は募金協力ほか、つながり
づくりからの助け合いで、誠実に思いやりの心で務めてい
る。このように自治会は地域の万能選手、オールラウンダ
ーであり、地域力が活動の土台・プラットフォームになり、
まさに地域共生社会をつくっていくと考えている。

　自治会長として日々活動する積み重ねから「あら５流の
地域共生社会」推進の10のポイントを紹介したい。①地域
に根ざす世代の集まりを支える。組織がしっかりすること
で、情報の通り道もでき地域活動の支え手になる。会長就
任後、最初に手がけた「中学連絡会」の設立では「地域で
輝く中学生」と名付け、地域の行事の担い手となることで
地域の一員として認め、伸ばす試みを続けている。長年の
取り組みが奏功し、現在中学校にボランティア部ができ、
校区全体に広がっている。老人クラブは75歳以上の自治会
員の会費を自治会が負担し加入を促進。自治会と老人クラ
ブが協働し、シニアのつながり活動と銘打ち、シニアの交
流や社会参加を図るよう集会所の花の植え替え、掃除等の
軽作業とお茶会、夏と年末にはシニア宅への訪問等を実施。

荒木 浩子氏

近隣助け合いの広げ方学ぼう
編

高橋 良太氏

「あら5流の地域共生社会」推進の10のポイント ふふれれああいい
ああんんししんん

たたすすけけああいい

      盆盆踊踊りり大大会会
      川川越越ままつつりり
    芋芋ほほりり大大会会

ももちちつつきき大大会会、、敬敬老老会会、、ｼｼﾆﾆｱｱﾊﾊﾟ゚ｰーﾃﾃｨｨ
ゴゴゴゴささろろんん AAGGOORRAA((アアゴゴララ))
ああららけけんん ララジジオオ体体操操会会
五五月月会会 域域活活きき文文化化祭祭

ウウォォーーキキンンググララリリーー
地地域域デデジジタタルル化化

ななどど

街街路路灯灯、、登登下下校校見見守守りり
防防犯犯パパトトロローールル
ごごみみゼゼロロ、、町町内内美美化化
集集会会所所維維持持管管理理
交交通通安安全全
自自主主防防災災 ななどど

募募金金
老老人人会会支支援援 シシニニアア繋繋ががりり活活動動
青青少少年年活活動動支支援援 地地域域会会議議参参画画
町町内内見見守守りり活活動動 福福祉祉情情報報交交換換会会
思思いいややりり助助けけ合合いいのの会会ごごよよううかかいい
よよろろずず相相談談 ななどど

新新宿宿町町五五丁丁目目がが創創るる
「「地地域域共共生生社社会会」」

自自治治会会はは
地地域域のの
万万能能選選手手

地地域域力力がが
活活動動のの土土台台

【進 行 役】
【登 壇 者】

高橋  良太氏 （社福）全国社会福祉協議会地域福祉部長、全国ボランティア・市民活動振興センター長

荒木  浩子氏 川越市第11地区社会福祉協議会会長、川越市新宿町五丁目自治会会長

安田  順子氏 いいね　大羽根地域まごころサポート代表

岩﨑  正朔氏 川西地区自主防災会会長
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　②自主防災組織網を活用し、日々の見守り活動を展開す
ることで平時からつながる。自治会で専用携帯電話を持ち、
近所で気になることがあれば直接自治会長に連絡できる体
制の構築。毎朝の町内ゴミ拾いパトロールは当初自分一人
だったが散歩する中で協力者が増え、町内美化と見守りが
兼ねられ、声を掛けてくれる方が増えている。③個人情報
保護の遵守を表明し、名簿をデータベース化して保持。住
民の把握は地域活動の基本と考えている。④身近に集まる
場の創出。自治会は大きな行事を行うことが良しとされて
いたが、普段から集まれる場を持つことが必要で、５丁目
で午後の文化的な集いの場として「ゴゴさろん」、 新

あらじゅく
宿町

の健康づくりの場「あらけん」、 通いの場「アゴラ」、 盆
踊り大会や芋掘り大会、もちつき大会等を運営。⑤見守り
活動でもたらされた近所で気になる情報等を地域福祉の関
係者で話し合う包括ケア会議「福祉情報交換会」の月例開
催。⑥思いやり助け合いの会「ごようかい」を22年に設立。
これは５丁目の太陽のような会と「何か御用かい？」を掛
け合わせたもので、お互い様の気持ちで登録会員がお茶菓
子程度の謝礼で行う有償活動である。自治会が運営するの
で活動費の心配がなく、対象は全世代。現在会員は89人で、
町内在住外国人や中学生も参加し、最高齢の会員は夏休み
のラジオ体操の模範体操をしてくれる94歳の男性。２年間
の活動累計は134件、延べ188人になる。誰にも身近で便
利な支援になるようキャンペーンや参加型イベント、回覧
板での周知、町内事業所に会員協力してもらう等の工夫を
している。最近は地域包括支援センターとの連携で介護保
険サービス枠外の依頼も来るようになっている。⑦情報開
示と共有では15年間活動報告を毎月回覧し、半年ごとに写
真付き広報紙を12年以上全戸配布している。また地域デジ
タル化を目指し、ＳＮＳを活用した情報提供にも取り組ん
でおり、22年度からはデジタル化特別委員会を設け、あら
５役員にもなっている情報学科の大学生が担当となり、複
数年かけて身近に必要なことから改革に取り組んでいる。
⑧産官学民の境なく協力し合って活動。集会所を町内公民
館に登録し、バリアフリー認証を取ってシニアの居場所を
運営し水道光熱費の助成を得たり、市と協働で事業を進め
て助成金を得る等、自治会費以外で運営することで開かれ
た交流を可能にしている。⑨多彩な人の参加により新しい
知恵と工夫が生まれるが、先人の積み上げてきたことも大
切に活かす。⑩できることを持ち寄り、無理なく続ける。
少子高齢化により地域の生き残りが始まるが、これからの
自治会は福祉の取り組みができなければいけない。外国人

不登校児の対応、起業者や介護事業者との協働等、これ
からも真に開かれた自治会を目指していきたい。あら５の
活動はYouTubeチャンネル、ＳＮＳ等で発信しているので
ご覧くださいと結んだ。
　たくさんの活動をしていて驚いたが、60年前から行って
いるのかとの高橋さんの質問に、以前から活発だったが、
自分の代になって、そしてコロナになってさらに活発にな
ったと荒木さんが答えた。

　続いて岩﨑正朔さんが、香川県丸
亀市川西地区自主防災会会長として、
向こう三軒両隣という連携キーワー
ドがある中、自主防災活動を通じて
地域づくりを進めてきたポイントを
披露した。
　讃岐富士が美しく見える川西地区
は、人口6700人余り、世帯数2800余

りで高齢化率25％の地域で、 1995年に市が地区コミュニテ
ィ組織に移行した。これは自主的・自発的に自分たちの地
域の課題解決をしていくための組織だが、６年経っても一
向に良いところが出てこなかった。いろいろな部会があっ
たが、地域を引っ張っていく機関車が必要ではないかと当
時の会長 副会長に提言し、まず防災をやりたいと提案し、
防災活動からまちづくりを行ってきた。当時コミュニティ
組織の活動メンバーは約200人いたが、防災に関心があっ
たのは自分ともう１人の２人しかいなかった。２人では何
もできないので、まず共鳴者をつくるために「いい人知ら
ない？」と情報収集し、自宅や職場へ個別訪問を重ねたが、
香川県は災害の少ない場所なのですぐには共感を得られず
繰り返し足を運んで訴えて回った。そして、何人か賛同者
ができると知見を求めて神戸等、先進地への研修を企画し、
５、６年で10回の視察を実施したが、移動のバスの中、食
事中にもコミュニケーションづくりに努め、防災意識を積
み重ねていった。また、県や大学主催のシンポジウムにも
多くの参加者を募り、帰りに会食を開いては地域の話、防
災の話をしながら人づくりを行うなどしていった結果、30
人規模の自主防災会ができあがった。
　今では、取り組みの１つとして、地域の企業・商店と連
携し、新しいまちづくりとして「地域パスポート」を展開
している。協賛してくれる33の企業やお店にパスポートを
提示すると割引きをしてもらえたり、１品サービスしても
らえるというように、仲間づくりから防災への取り組みを
していくことを心がけている。連携による災害対応力の向
上として、企業の倉庫に備蓄品を置かせてもらっているが、
さらに学校の倉庫に災害用の12リットルある重たい水を運
ぶ際には、企業から若手職員が10人ほど来て手伝ってくれ
る等、地域と企業が一緒になって防災活動を進めている。
　65歳以上を対象にした移動支援サービスは今年５年目で、
病院への送迎・買い物支援等を片道100円で行っている。

program学ぼう編

岩﨑 正朔氏

災害の少ない地域における防災意識の広げ方
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重たい荷物は希望があれば運転手が自宅の冷蔵庫まで運ん
でいる。現在利用者70人、月・水・金の週３回の運行で、
月に平均60回ほど利用されているが、いずれは毎日運行を
目指している。そして、街中を明るく元気にするというテ
ーマで、まず小学生の通学路、それが終わって今度は中学
生の通学路を重点的に点検し、３年かけて1 5 0 灯の街路灯
を整備、さらに困り事を抱える家庭へ社会福祉協議会を通
じて見舞金を渡す制度の創設など、大きな意味での安心・
安全 防災に通じる活動も行っている旨紹介した。
　香川県は災害が少ないが、なぜ防災から入ったのか、ま
た移動支援の運転手は誰が担っているのかとの高橋さんの
問いに、岩㟢さんは防災の取り組みが何もされていなかっ
たから、逆にうまくやれば目立つし、目立てばまちが元気
になるのではないかと考えた。そのおかげで内閣総理大臣
表彰も２度受けることができたと紹介。また、運転はほと
んど自主防災会の会員で行っているとの岩﨑さんの話に、
地方になればなるほど移動支援の問題は出てくるので、自
主防災会のメンバーたちを組織化したところが強みで、各
地で考えていく必要があると高橋さんが述べた。

　三重県菰野町の大羽根園地区在住
の安田順子さんからは、代表を務め
る助け合い活動の内容が紹介された。
　菰野町は自然豊かな農業と観光の
町で人口約４万人。大羽根園は約60
年前に山の麓に開発された団地で、
四日市コンビナートに通勤していた
方々が多く、高齢化率33％、町内で

も急速に高齢化が進んでいる。菰野町の一人暮らし高齢者
は約530人、大羽根園は約60人で親戚縁者はほとんどおら
ず、子どもは町外に住んでいる方が大半。何とかしなきゃ
いけないという熱い思いのメンバーが自治会とも話し合い
を行い、07年に団塊の世代を対象に調査を実施。その結果、
近所の人たちとの交流について「たまに立ち話をする程度」
のお付き合いが50％だった。そこで、四日市大学、四日市
看護大学の協力を得て、①高齢者支援、②防災活動、③子
育て支援、④世代間交流をテーマに関係者から話題提供を
してもらった。②は今、自治会で住民が担ってくれており、
③は高齢者世帯ばかりなので潰れてしまった。自分たちは
①を選んで勉強を続けてきた。町は交通の便が悪く、電車
は無人駅で１時間に２～３本の運行、コミュニティバスは
１日２～３本走っているが利用者がほとんどいない。町内
の総合病院やスーパーの買い物、役場へ行くのにも自家用
車がなければタクシー利用になるような不便な状況である。
　社協に勤めていた当時、いきいきサロンをつくっていた
が、このやり方でいいのかなという思いがあった。そこで
06年に開催された「全国ボランティアフェスティバルぐん
ま」に参加したところ、新潟市で常設型の居場所「うちの
実家」を開設していた河田珪子さん（Ｐ28参照）と宿泊先
で同室になり、その人柄に惹かれてすぐに「うちの実家」

へ足を運ばせてもらい、やり方を学んだ。大羽根園でもや
りたいと決心して仲間にその話をすると、みんなも賛成し
てくれて10年４月に気軽に集える「地域の茶の間」をスタ
ートさせた。場所は公会所を利用し、毎週火曜日の10～15
時まで、出入り自由でお茶菓子付きで2 0 0 円、お昼は別途
3 0 0 円で豚汁と具沢山のお味噌汁を交互に提供している。
足の不自由な方には送迎を行い、地域の様々な世代が楽し
くおしゃべりできる仲間づくりの場とした。
　当時、夫が脳梗塞と認知症で介護が必要になり、仕事と
介護と茶の間の運営という多忙な日々を送っていた。そん
な時、茶の間で一人暮らしの方から、「身体を壊した時に
１人では買い物に行けず不安だ」「電球交換ができない」
「大きな家具の処分に困っている」「助けてと言いたい時
がある」といった声が聞こえてきた。自分も「助けて」と
言いたい時があるという話をし、何かいい方法はないかと
茶の間に協力してくれている仲間で相談した。そこでも河
田さんからアドバイスやノウハウをいただき、介護しつつ
自分の人生を大切にしたい、介護される側の人生も大切に
したい。それを助け合えるシステムをつくりたいと勉強会
を重ね、11年11月に有償の助け合い活動「いいね 大羽根
地域まごころサポート」を立ち上げた。金額は１時間まで
800円で100円は事務費、提供会員が700円受け取る仕組
みで、２時間目以降は１時間700円としている。高齢者、
障がいのある方等日常生活でちょっと困り事がある方とち
ょっと手助けできる人、応援したい人が会員となり、困り
事はコーディネーターが訪問してお聞きしている。主な内
容は掃除、洗濯、買い物、話し相手、留守番など。
　活動を始めるにあたり、地域の皆さんに知ってもらい協
力してもらうことが必要だったため、自治会、社協、施設
長ほか多くの方の協力を得て設立説明会を開き、趣意書を
作成した。提供会員は社協が主催する地域サポーター養成
講座修了者に呼びかけて募集し、現在利用会員16人、提供
会員24人で活動している。例えば、買い物支援の場合、行
きつけの店や希望のメーカーを伺う、概算分のお金とポイ
ントカードを預かり、戻ったら買った物を見てもらい、領
収証とお釣りを渡して終了となる。地域の茶の間でお互い
の困り事を話し合う、仲間がいて、地域まごころサポート
という助け合い活動があるというのはすごく嬉しいことで、
さらに１年後には町全体に「まごころサポートの活動を」
という声が上がった。そこで町全体に広げてみたが、活動
範囲が広すぎたために地域性でやりづらい所も出てきてし
まった。そこで社協に要望して５つの小学校区で活動でき
る体制をつくることにし、現在はＳＣも伴走しながら５地

仲間で相談しながら助け合いの仕組みづくりを拡大

安田 順子氏

地域の茶の間オープン

2010年4月、大羽根園公会所で地域

の茶の間をスタートしました。

参加費は1日200円、毎週火曜日の10

時から15時までオープンしています。

大羽根園という団地の中で、気軽に

人と話せる場所、交流する場所と

なっています。
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区のうち３地区に生活支援団体ができている。
　お宅にお邪魔して掃除機をかけていると、後をついてく
る方がいる。それはおしゃべりがしたいから。買い物も行
ってもらうのではなくやっぱり自分で直接見て選びたい、
自分の着る物もあれこれ選びたい、病院に連れて行ってほ
しいという要望が出てきて５年前から実験的に移動支援の
活動も始めている。病院への同行は耳が遠くなり医師の話
が聞きづらく、広い院内を歩くのは大変なので車イスを利
用して移動する等、日に３か所ほどを一緒に回ることもあ
る。高齢者が増え、提供会員の中には１人で自宅に入るの
が少し不安という方もいるため、今は２人体制で自宅へ伺
うようにしている。最近は若い人たちが仲間に入ってくれ
るようになり、さらに団塊の世代層も地域に巻き込み、他
人事ではなく自分事として関わってもらえるよう、仲間を
増やし地域で楽しくお互い様の助け合い活動を広げていき
たいとまとめた。
　安田さんの地域でも活動が広がっている様子がわかった
が、利用会員より提供会員が多いのがとても良いと思うと
高橋さんが感想を述べた。

　３人の発表に共通していたのが、仲間づくり、熱い思い
のメンバーみたいな話だったと思うが、仲間を広げるため
のポイント・秘訣について教えてほしいと高橋さんから３
人に尋ねた。
　まず荒木さんが、自身はあら５の会長であると同時に一
～六丁目まである新宿町地区社協の会長もしている。今年
の４月から「ふれあいプチサポート新宿町」という地区の
支え合い活動を始めた。あら５で行っている「ごようかい」
は、毎日数人の方が尋ねてくるのだが、助け合いの内容が
実はちょっとした、本当に誰でもできるような些細な依頼、
30分以内でできるようなたわいもない内容が多いことに気
づいた。これくらいのことなら地域の皆でできるのではな
いかと１年間の検討を重ね、地区社協が地区の全域の方を
対象に支え合い活動を始めましょうと募ったところ120人
が名乗りを挙げてくれ、そのうち71人が実際にこの夏休み
には挨拶キャンペーンを始めている。ＬＩＮＥを使って毎
朝の挨拶をする。まさに、挨拶は助け合いの入り口という
ことで、これまで接点がなかった方同士が挨拶を交わすこ
とにより親しくなり、交流を広げていくという試みを行っ
たところ、家で倒れている方を発見した、こんなことを助
けてもらえたら有難いという声が上がってくる等、いろい
ろな活動につながり始めている。声を出すということ、そ
して情報をしっかり伝えることが一番のポイントだったと
答えた。
　岩﨑さんは、今取り組んでいるのは高校生を地域のボラ
ンティア活動に巻き込んでいこうと思っており、学校にも
どんどん声を掛けている。小学校の時にお祭りでいろいろ
な役割を担ってくれていた子が今は高校生になり、熱心に
地域に目を向けてくれているので、来年２月にバスを借り
切って彼らを他県で行われる勉強会へ連れて行き、その中

の何人かに地域活動に入ってもらいたいと考えていると紹
介した。高校生が入るとみんなが元気になりいい動きだと
高橋さんが感想を述べた。
　安田さんは仲間づくりはやはり居場所だと思っている。
人の出入りが多くて、「こんなことがあったよ、あんなこ
とがあったよ」「こんなことができたよ」といったように、
人からいろいろな情報を得て、「こんなお手伝いができる
ならお手伝いしたい」等という声がますます多くなってき
ている。社協でも地域サポーター養成講座が開かれ、若い
人たちも声を上げてくれており、今が広げていくチャンス
だと思っていると紹介した。
　もう１点、今日は３人の素晴らしいリーダーにお話を聞
かせてもらったが、次のリーダーは育っているのかと高橋
さんから３人に質問した。
　荒木さんは、今自分はプロの自治会長と言われ、「荒木
さんに頼めば大丈夫」というところまで安定して運営がで
きるようになっていて、次の世代が育つのにはもう少し時
間が必要かと思う。ただ、確実に今の自分のバトンは、今
のチームの仲間に伝わっているので、それを信じて日々全
力で取り組んでいこうと思っていると答えた。
　岩﨑さんは、現に４人ほど意中の人がいて、それぞれの
組織で事務局長や副会長になってもらっていて、４人に競
ってもらうような形を取っている。企業訪問する際も４人
に交代で同行してもらい、企業の方と顔見知りになっても
らう等、着々と準備を進めていると答えた。
　安田さんは、メンバーみんながどちらかというとリーダ
ーで、提供会員が利用会員１人に対して３～４人でグルー
プをつくっている。この中でもリーダーができていて、実
はリーダーとはどちらかというと見守り役なのかなとも感
じている。そして若い方にもそのリーダーになってもらえ
るよう、今のリーダーたちに育てていってもらいたいと思
っていると述べた。
　最後に一言ずつ今後の抱負、参加者へのメッセージなど
を尋ねた。荒木さんは、これからも全力で頑張っていきた
い。あら５はとても活き活きした地域なので、ぜひ見に来
てほしいと述べた。岩﨑さんは、これまで30年近くボラン
ティア活動をしてきたが、これからは有償ボランティアも
織り込みながら活動を展開していかないと長続きしないの
ではないかと感じている。財源確保をどうするか検討して
いるところであると答えた。安田さんは、今日の話を聞い
て、高校生にも、高齢者から子どもまでいろいろな人に関
わってもらいたいと思った。だから、長期休み等に地域の
茶の間に参加してもらいたいと学校に働きかけてみようと
思ったと語った。
　３人のメッセージを聞いた高橋さんが、元気な３人が仲
間づくりをし、活動を広げてきた様子、そしていろいろな
方に「助けて」と言うのが大事なことがよくわかった。地
域にはいろいろな技術を持った方、たくさんの知識・知恵
を持った方がいるので、そういう方々の協力も得ながら、
全国で近隣でのつながり、助け合い活動を進め、広げてい
ければよいとまとめた。

仲間を広げていくポイントと次のリーダーについて

program学ぼう編
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　今年１月１日に「共生社会の実現
を推進するための認知症基本法」が
施行され、第一条で「認知症の人を
含めた国民一人一人がその個性と能
力を十分に発揮し、相互に人格と個
性を尊重しつつ支え合いながら共生
する活力ある社会の実現を推進す
る」と謳っている。認知症の方だけ

でなく、誰もが「ここにいていい」と思える地域、安心し
て認知症になれる地域に向けて、登壇者の皆さん、そして
参加者の皆さんと一緒に考えていきたいと進行役の堀田聰
子さんが冒頭趣旨を説明した。

　静岡県富士宮市にある創業11年の
認知症の方の仕事場「木工房 いつで
もゆめを」（以下、木工房）の代表

店長の稲葉修さん、そこで働く伊
東憲男さんが日々の様子、やりがい
等を紹介した。木工房は若年性認知
症の方を含めた認知症の方の事業所
で、多い時には総勢14人いたが現在
は10人、売り上げだけで経営している。従業員は週２回、
１日３時間勤務で60代前半が多い。主力商品は「ケアスケ
ールふじこちゃん」。 これは車イスの方がそのまま乗れる
体重計で、全国650台超の販売実績。他には動物パズル、
流しソ－メン台、魚釣りゲーム、富士山テーブル等を製作
している。木工房の設立経緯は、ある若年性認知症の方の
仕事・収入・居場所に対する思いを聞き、自身が考案した
車椅子体重計の製品化を考えていたこと、そして木工とい
う作る仕事をしたいというパートナーに巡り会えたことで
ある。この方は糸のこ盤を使ってタバコの合間にモクモク
と仕事をし、始めたら休憩中も休まないが、止まったら始
めない。デイサービスも利用していたがとても嫌がり、木
工にはまって技術も向上。72歳で退職するまで10年一緒に
活動し、デイでは孤立したが仕事場で共生を強く感じさせ
てくれた。

　未経験の方でも切った部分を磨く等、すぐに仕事を覚え
ることができる。また、例えばロープワークの南京結びを
「初めてだ」と言うが、実際ロープを持つとささっとやっ
てくれる。経験があって身体で覚えていることは試してみ
ないとわからない。空間認知障がいがある方でも苦手なこ
とへの支援があれば、ちゃんとやれる。一緒に働くには少
しの配慮と見極めが不可欠だと感じている。日々の仕事は
朝礼で、「今日の仕事はこれがあります。あなたは何をや
りますか」といろいろな作業、バリエーションの中から自
分で選んでもらう。「わかりませーん」と言われた時は、
「こんな仕事やってみますか」と少し誘導はするが、基本
的には本人の意思の尊重で、大事な一時になっている。

　稲葉さんから伊東さんの日頃の取
り組みの様子が紹介された後、伊東
さんから木工房に来たきっかけや思
いが紹介された。脳梗塞になった後、
医者に診てもらっていたが、そこの
相談員が自宅を訪ねて来て、「家で
ブラブラしていたのでは治る病気も
治らない。木工房という場所がある
からそこへ行ってみないか」と誘ってきた。「ずいぶん余
計なことを言う人だ」と思ったが、嫌々ながら木工房へ伺
い店長らに会い仕事の様子を見せてもらったら、生まれて
初めて見た電動ジグソー（糸のこ盤）を扱っていた。トゲ
トゲの付いた鋸

のこぎり

が高速で上下にボンボン動く恐ろしい機械
で、そこに原図が描かれた木片を置き、それを動かしなが
ら切っていく。高速の糸のこに素手で材料を持っていき、
回転させたりずらしたりしながら形成していく。それを年
配の従業員の方がやっていた。そして、「伊東さん、やっ
てみない？」と簡単に言ってくれたが、やさしそうに見え
てすごく怖い。「いやーちょっと」と言っても、「まぁ、
とにかくやってごらんなさい」と言われ、やってみたら緊
張はしたが意外と面白かった。自分の思い通りに切れるか
というと、必ずしもそうはいかず、だいぶズレた形になっ
てしまったが、何度かやっているうちにそのスリルと面白

今のあなたのままで良い共生の空間 リラックスして楽しめる

稲葉 修氏 伊東 憲男氏
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さが相まって、ちょっと通ってみてもいいかなと思って以
来３年。一時期、嫌だとごねて休んだ日もあったが、そう
なると寂しくてやはり行ってみると達成感を味わえ、楽し
く今も通っていると答えた。

　伊東さんへ稲葉さんが芸術的なセンスとデザインがとて
も上手だが、そういう仕事をされてきたのかと質問。もと
もとその道に進みたいと思ったこともあり、学生時代は写
真に興味を持って写真部に入り、関連するアルバイトも経
験したことがある。電動ジグソーについて初めは指を切り
そうで本当に怖かったが、そのうち少しずつ押してやるだ
けであとは機械が自分で切ってくれるから、あえて自分か
ら切ろうとせずにリラックスしたら綺麗に切れるようにな
り、今では絵筆を持っている感じがすると紹介した。
　さらに、ＲＵＮ伴（全国たすきリレー）、 全国認知症ソ
フトボール大会、認知症啓発活動、認知症カフェ、家族会、
キャラバンメイトとの協働等も行っていると稲葉さんが続
けた。富士宮市地域包括支援センターの活動的な２人の職
員に、どんどん木工房従業員もセミナー等に引っ張り出さ
れるが、皆さん堂々と話をされる。活動を通じて、認知症
の方もそのままで、共に過ごす環境は人と人との関係がつ
くり出すものであり、システムや物理的なものではないこ
とが見えてきた。認知症であろうが、障がいがあろうがそ
んなことは問わない。今のあなたそのままで良いという受
容が大切。共生空間は習うより慣れることでデザインされ
ていく。失敗を積み重ねてきた中で、怒ることがないので
不思議な行動も非難せず、本人の意思を無視せず、忘れる

ことなど気にせず、仕事仲間と笑いがある。そんなことが
とても人にとって大事なことだと気づける。体調不良の時
には３分の２は休んでいる人がいるが、いつでもさぼれる
ことも大事。忘れるだけでなく覚えることもたくさんあり、
それが自信につながっている。夢中になれる仕事があるこ
とで、人生後ろ向きから前向きになれ、出会ってふれあっ
て共にいることで日々発見があり、元気になる。笑って話
して勇気が出て、身体の芯から湧き出すような嬉しさを感
じている。課題もあるが、働きたい人のためにぜひこうい
う職場をつくっていってほしいとまとめた。

　岩手県滝沢市で認知症の取り組み
を始めて20年近くなる医師の紺野敏
昭さんが、これまでの活動・実践を
紹介した。最初に手がけたのは「医
療モデルの推進」で、早期診断・早
期治療、そして必要な方には早期か
ら介護の支援を行っていく。同時に
「社会モデル」として認知症に対す

る無理解・偏見をどうやってなくしていくか、そのために
講演会や行政との合同研修会等を多職種対象に展開してき
た。数年経過し、見えてきたのが、「認知症は生活の障害
である。だから生活モデルに視点を当てた援助が必要だ」
ということで、それは地域全体の共生社会づくりにつなが
ってくる。そのためには本人、家族、地域住民、行政、専
門職、企業、すべてその地域の資源が協力し合う視点が大
事であり、そのことによって認知症と共に安心して暮らす
社会づくりができるのではないかと思うようになった。
　普段の診療で感じていたのが、認知症になると買い物に
行かなくなる方が結構いることで、理解のない家族だと買
い物を禁じてしまう。理解のある家族でも主導権は家族で、
商品の選択や会計も全部やってしまい、本人はただ側に付
いているだけ。そして孤独・孤立になっている方が多いこ
とがわかってきた。これは薬では治せない。「もう一度買
い物したくないか」と尋ねると、家族に遠慮するような素
振りを見せながらも、「してみたい」と答える方が多い。
それまで普通にしていた買い物行動を止めた理由を聞いて
みると、「レジでまごついて、冷たい視線を浴びた」「商
品が多すぎて探せない、うまく選べない」「棚にある物を
壊したらどうしようかと心配になる」等で、生活モデルの
実践をスーパーマーケット（以下、スーパー）でやってみ
たいと数年考えていた。当初目指したのは、活動の場を見
いだせないでいる全国の認知症サポーターたちの実践活動
の場を広げていきたいということだった。買い物を止める
ことで「自分は何もできない人間になった」と思い込んで
しまう。あるいは「自分から行動すると叱られる、家族の
中に役割や居場所がなくなった」と感じている。本当は家
族の役に立ちたいと思っている方が大部分なのに、こうし
た状況が続くと病気の進行は早まり悪化する。これを解決
すれば孤独・孤立の解消、自信・自立の回復、自己決定の

紺野 敏昭氏
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喜び、尊厳の回復、そして家族の中での存在意義が回復で
きるのではないかと考えた。それで企画したのがスローシ
ョッピングである。
　実際に活動を始めたきっかけは、19年に地元スーパーの
会長とアポが取れ、滝沢市包括と市社会福祉協議会の職員
に同席してもらった。「買い物行動を支援して本人の自信
や尊厳の回復、そして地域とつながる場をつくっていきた
い。負担はかけないので場所と時間だけ貸してほしい」と
提案すると、その場で賛同をいただけた。相談から１か月
でプロジェクトを立ち上げ、本人と家族には初めから参加
してもらい、①自分で決められることは自分で決める、②
欲しいものは自分で選ぶ、③手に取って確かめたり、お金
を払う、④人と社会とつながるという４つの目標を設定し
た。認知症サポーターには、パートナーとして協力しても
らう。寄り添いの基本は、本人が持っているメモは取り上
げない、メモに書いてある順番で買い物する。効率が悪く
てもお店の中を行ったり来たりするのも楽しみの１つであ
り、メモ以外の物を買おうとしても否定しない。予定外の
物を買うのも楽しみだし気が変わるのも楽しみだから自身
のペースでゆっくりお店を回ってもらい、サロンでのおし
ゃべりもルールにした。準備の中でスーパーに、買い物だ
けでなくつながりの場としての相談の場、交流の場、地域
資源を紹介できる場が欲しいと提案したら、イートインス
ペースの利用を許可してくれた。これは貸し切りではなく
一般の方と一緒に使う。それが市民への啓発にもなると思
った。サロンと呼んでいるが、参加される方も「買い物の
楽しみが半分、残りの楽しみはサロンでいつもの顔に会え
て話ができること」と言われ、サロンの果たす役割が大き
いことがわかる。
　本人に意欲が出て、笑顔や言葉数が増え、財布を取り戻
せたことが喜びだという。家族からも「あんなにおしゃべ
りで楽しそうな姿を何年かぶりで見た」「認知症に対する
考え方が変わった」等の声がある。スーパー側もいろいろ
な工夫や体験から今後も増えていく高齢の来店客に対する
準備期間になり、従業員にとっても理解が深まり、対応の
仕方を学ぶ機会になったという感想が寄せられている。た
だ、参加したくても交通の便が悪くて参加できない方がか
なりいた。そこで自動車メーカーに相談したら無償で車を
貸与してもらえることになり、パートナーの運転で送迎を
行い、買った物を自宅まで運び、冷蔵庫の中を整理したり、

片付ける等の生活支援ができるようになった。
　週１回開催のこの取り組みから派生した活動を紹介する。
男性介護者が苦労していることが日々の調理だとわかり、
パートナーたちに相談し、毎月１回手軽にできるレシピを
覚える男の料理教室を開催したところ、非常に好評で参加
希望者がとても増えている。さらに男性介護者が困ってい
ることが妻等女性用の衣類や肌着の購入だが、この支援も
行っている。また、「お散歩の会」は思い出の散歩と言っ
て自分の得意なこと、あるいは思い出等を披露してもらう
もので、当事者の発表の場になっている。そして、自分が
仮に倒れてもこの取り組みが永続するよう23年11月に「Ｎ
ＰＯ法人やまぼうしネットワーク」を立ち上げ、市民主体
の活動となっていると紹介した。

　21年４月から福岡県の委託を受け、
県内認知症施策の多数を担っている
福岡県若年性認知症サポートセンタ
ーの代表を務める阿部かおりさんか
らは、大きな活動の柱が紹介された。
認知症ピアサポート活動支援事業は
ピアスタッフが支える中で一緒に行
うもので、当事者同士が出会い元気

になれる場であり、24年度は県内60市町村を４ブロックに
分け、そこにピアスタッフを置き、各市町村でピアサポー
ターを募りどんどん増えている。ピアサポートと言っても
知らない方も多いので丹野智文さん（Ｐ12参照）に来ても
らい経験を話してもらったり、また監修のもとで冊子を２
種作成している。入門編では「認知症になった人は経験者
だよ」と紹介し、実際活動したい方のために活動編を作成
している（ＮＰＯ法人たすけ愛京築ＨＰからダウンロード
可）。 オンラインで話をしていた時、「ピアサポーターを
してみたい」という方が現れたが、何度も電車の乗り換え
があり、家族やケアマネジャーから「車内でパニックにな
ったらどうするのか」等心配の声が上がったのだが、「本
人がやりたいことはまずやってみよう」とコーディネータ
ーが伴走することになった。最初は最寄り駅で待ち合わせ
をしていたが、ある時、乗り継ぎがうまくできずに困って
ヘルプカードを駅員に見せると親切に教えてもらえ、それ
が本人の自信となった。ヘルプカードを持つことで一歩前
へ進むことができる。さらに本人が講演するためにはどう
すれば話しやすいかを皆で考え、インタビュー形式で進め
ることにしたら、家族が聞きに来ていたのを知らずに、
「いつも家族に支えてもらっている。だから今日の謝金で
家族にご馳走したい」という言葉が出た。自信を持って話
す本人を見て、家族は「もっとこの人を自由にしてあげよ
うと」と思い、さらに自信をつけていったケースがある。
　当事者がデザインした認知症カフェについて。全国の認
知症カフェの調査をしているコスガ聡一さんに来てもらい
セミナーを開いた。様々なカフェの種類を知った一人の当
事者が、「自分も洋楽をかけ、ゆっくり話ができるカフェ

阿部 かおり氏
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をやりたい」と声を上げた。自身もずっと喫茶店で社会参
加ができないかと考えていたため、ある店長に提案をして
みたところ快諾を得られた。そこで月に１回、その方がポ
スターも作成し、カフェを開催している。
　それから、市町村と学び合うことにより認知症に対する
取り組みが当事者目線に変わっていくため、21年５月から
寄り添う市町村伴走支援事業を行っている。進めるに当た
ってはモデルを１つつくることを考えたが、「まず認知症
のことがわからない。でも周囲の市町村にそれが知られる
のは嫌だ」という反応で、最初はクローズドで５市町村か
ら始めていき、それを周囲の市町村に巻き込めないかと考
えた。大半が「自分の市の認知症施策をどう進めていけば
いいかわからない」という状況の中、当センターアドバイ
ザーの丹野智文さんに当事者としていろいろな話をしても
らった。すると認知症を特別なことだと考えていた行政職、
認知症地域支援推進員たちが、失敗しながらも少しずつ進
めていく中で、「私たちは当事者がやりたいことを一緒に
考えることが大事ですよね」という視点に変化し、彼らも
元気になっていった。24年度については、15市町村が参加
して進めている。

　そして今、力を入れているのが、先ほども紹介のあった
スローショッピング、スローレジから出てきた「未払い行
動」という言葉で、楽しく買い物ができることが大事だと
提案している。実際、スローレジを行っている店はまだ珍
しいので、マスコミが取材に来ることがあるが、話をする
中で気づいたことがある。認知症の方は自分で精算を済ま
せたかどうかがわからなくなり、つい持ち帰ってしまいそ
うになる。世間では万引き行為であり、協力を快諾してく
れたスーパーでも毎月３、４件発生していたが、スローレ
ジを設置し、「もしかしてお金を払うのを忘れていません
か。ゆっくりお金を払えますよ」と声かけをするようにな
ってからは年間レベルに抑えられている。よく非効率にな
り儲けが減るのではという声が聞かれるが、それ以前にそ
ういう取り組みをしている店だと認知され、客が来てくれ
ることが大事だと店側も言ってくれている。実際、買い物
途中で買い物かごと間違えて商品をエコバッグに詰めてし
まい、家族から「支払いが済んでない」と言われたことで、
以来エコバッグの持参は止めたという話も聞いたことがあ
る。本人ばかりか家族もその店に出入り禁止になることも
あるので、今後は「未払い行動」という言葉を広げ、みん
ながやさしく買い物ができる環境が必要だと思っている。

そのために買い物コンシェルジュを置いたらどうか等、い
ろいろなアイデアを温めている。なお、「未払い行動」は
福岡県の第10次福岡県高齢者保健福祉計画の中でも進めて
いくことになっている。
　他にも当センターＨＰで会報「わたぼうし」や動画を紹
介しているので勉強会等で自由に活用いただきたい。これ
から目指す社会は認知症になっても安心して暮らせるまち
ではなく、誰もが安心して認知症になれる地域をつくって
いくことで、そのためには「認知症」という言葉が特別な
ものでなく、「自分は認知症だよ」と語れるようなまちづ
くりが必要である。そのためには皆が出会える居場所が大
事で、ＳＣや認知症地域支援推進員、包括職員らには改め
て地域を見直し、地域の中の社会資源を考えてもらいたい。
「安心して」と言うと「そんなことできるのか」と聞かれ、
「自分は認知症になりたくない。自分のことを知らない人
が自分に関わるのは嫌だ」と言う。そこで「自分の取扱説
明書を皆で相談して作ってみませんか」と提案している。
出生地や育った場所を知れば、その地域の方言ならわかる
かもしれないし、好きな食べ物、嫌いな食べ物等それぞれ
に嗜好がある。喋れなくなり、「要らない」という意思を
ボディランゲージで示した時にＢＰＳＤで片付けられ、人
としての尊厳が踏みにじられないためにも普及させたい。
当センターへは県外からも相談が寄せられているが、いろ
いろな所に相談し情報を得ることで支え合い・助け合える
地域になってくれたら嬉しいとまとめた。

　後半はそれぞれの発言をさらに深掘りしつつ、楽しさの
紹介が中心だったが大変なことは何かと堀田さんが尋ねた。
稲葉さんは行方不明になったり怒ったりをみんなでカバー
しているが、大切に思っているのが家庭で長く暮らしても
らいたいということ。認知症の方が暴力を振るったり怒る
理由は周囲に原因があると言われている。だから月に１回
家族懇談会を開いて情報交換し、孤立せず、普段から協力
し合えるようにしていると述べた。伊東さんは一度、嫌だ
とごねて行かなくなった時もあったと聞いたが、また行き
たくなった理由は何かと堀田さんが質問すると、家にいて
もテレビ、読書、散歩くらい。そうなると寂しくなり、行
って作業をするとのめり込み、仲間と一緒の充実感だと答
えた。紺野さんへは買い物の楽しさが持つ力について尋ね
たところ、笑顔が増えることが一番大きく、自分から話す
ようになり行動するようになる。家族も介護が楽になり、
相乗的に進んでいき、現在は４店舗に広がっていると紹介。
阿部さんにピアサポートで皆が力づけられる肝は何かと問
うと、対等な関係性とポジティブスイッチを入れるような
心がけだと答えた。
　最後に堀田さんが認知症の方の「こんなことがあったら
いいな、やりたいな」を一緒にやって楽しんでみる。そこ
から仲間の輪が広がり、気がついたら安心して認知症にな
れる地域になっていくのではないか、その一歩を皆さんと
進めていきたいと結んだ。

program学ぼう編

寄り添う伴走支援を通して市町村が変わる瞬間

•各市町村で何に取り組んだら良いかがわかってきたこと
•大事にすることは、行政で決めることではなく、当事者の言葉に耳を傾けること
•自分たちで考え動いてやってみる、スモールステップで進めていく
•寄り添う伴走支援をしている市町村は横のつながりが出来る
•認知症を特別なことと捉えなくなったこと
•行っている行政職、認知症地域支援推進員が元気になってきた
今年度は１５市町村参加で行ってます

福岡県若年性認知症サポートセンターアドバイザー 丹野智文さんの当事者として
「特別な会話」から「対話」に変わった時から

市町村の視点が当事者目線で考えていく方向に

安心して認知症になれる地域
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　これまで３回のサミット、そして2023年のオンラインフ
ェスタでも企業ＯＢに焦点を当て、助け合いによる生活支
援活動を含む社会参加の広げ方と実践について事例や考え
方を発信してきた。しかし、退職後の地域デビューは多く
の方面で期待されているところであるが、なかなか進んで
いない現状にある。いきがいを持って地域活動を行うこと
で介護予防にもつながることはわかっているが、では、ど
のような切り口や働きかけで参加につながるのか、そのヒ
ントやコツを探っていく。

　不登校の子どもたち、引きこもり
の若者たちの居場所づくりに38年前
から関わっている西野博之さんから、
まずその実践について紹介された。
1991年に「フリースペースたまりば」
（03年ＮＰＯ法人化、18年認定ＮＰ
Ｏ法人化）を開設し、98年から「（神
奈川県）川崎市子どもの権利に関す

る条例」の調査研究委員会世話人として、全国初の子ども
の権利に関する総合的な条例の策定に関わり、条例は01年
４月に施行された。そして条例の具現化を目指し03年に
「川崎市子ども夢パーク」（以下、夢パーク）をオープン
させ、06年から15年間所長、現在は総合アドバイザーを務
めている。この「夢パーク」の様子はドキュメンタリー映
画「ゆめパの時間」として全国で公開中で、イギリスや台
湾でも上映された。また、ＮＨＫの「ドキュメント72時間」
の22年度の視聴者がもう一度見たいリクエスト・トップ10
の年間ベスト１にも選ばれ、22年９月２日に放送して以来、
何回も再放送されていて、日本人の延べ1000万人以上が見
ていると聞いている。
　夢パークの中には、プレーパーク、スポーツ広場、スタ
ジオ、乳幼児親子の部屋をはじめ、日本で初めて公設民営
でつくられた不登校、引きこもりの子どもたちが通ってく
る「フリースペースえん」が入っていて、毎日40食ほど子
どもたちと一緒に昼食を作って食べている。手作りの囲炉
裏があり、横のちゃぶ台で学習している子がいるかと思う

と、隣で楽器を演奏している子がいる。ゲームをする子、
絵を描く子、読書にパソコン、そして相談スペースとカオ
スのような生活空間で、障がいのある子、非行などの背景
を持つ子、どんな子ども・若者でも無料で利用できる。プ
レーパーク、フリースペースにまたがる子どもの育ちの３
要素として、遊んで育つ、学んで育つ、ケアされて育つと
いう３つの輪を大切にし、市にも提案している。

　この場所は、とにかくやってみたいことに挑戦できる、
「禁止」の看板のない環境である。ただし、責任は自分で
取る、誰のせいにもしない。火・水・土・工具も自由に使
うことができる。人間は火と道具を使って成長・発達して
きたのに、それが使えない社会、危ないから使わせない社
会になってしまった。ここでは災害時もちゃんと炊き出し
ができる若者を育てている。
　私は、さわやか福祉財団作成の「ともあそび」の冊子に
協力している。地域のシニアが子どもたちとどんなふうに
遊ぶことができるのか？　私が寄せたメッセージは、「夢
パークは子どもの居場所であると同時に、大人たちのつな
がりの場でもある。高齢者と子どもが当たり前に一緒にい
る社会はとても豊かで、大人は子どもたちからエネルギー
をもらうことで元気になる。子どもは地域の宝。『ともあ
そび』は社会全体を豊かにしてくれるプロジェクトである」。
子どもは遊びを通して様々なことを学び、いろいろな人と
の遊びを通じて共感力が育まれていく。子どもを楽しませ

子どもの好奇心とシニアの知識やスキルを合致させよう

西野 博之氏

シニアの地域参加の広げ方

【進 行 役】
【登 壇 者】

目﨑  智恵子 （公財）さわやか福祉財団共生社会推進リーダー、高崎市第1層生活支援コーディネーター

西野  博之氏 （認定特非）フリースペースたまりば理事長、
川崎市子ども夢パーク・フリースペースえん他、各事業総合アドバイザー

勝部  麗子氏 （社福）豊中市社会福祉協議会事務局長

玉置  英明 （公財）さわやか福祉財団社会参加推進事業担当リーダー

学ぼう
編

play learn care
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なくてはいけないと身構える必要はなく、自分が子どもだ
った頃を思い出してワクワクする瞬間を共有してほしい。
木工が得意で20年近く週に４、５日ボランティアに来てく
れている方、藍の生薬でたたき染めを教えてくれる方、も
のづくりや実験を教えてくれる90歳でも愛称で呼ばれてい
る方など、みんなが餅つき大会、木工、ベーゴマ、科学実
験、読みきかせ、茶道に畑での野菜づくり、乳幼児親子の
子育て支援等、得意なことで活躍している。フリースペー
スえんでも料理作り、学習支援、楽器やパソコン、動画作
りを教える等、シニアが活躍できる場面がたくさんある。
「これをやってもらえないですか」とお役目をつくること
も必要だが、自分の好きなことを活かして子どもと出会う、
遊ぶ、エネルギーをもらう。そして「おいしい・うれしい

たのしい」で子どもたちとつながることが大事である。
指導しなくてはという義務感や上から目線は子どもたちか
ら「支援臭がする」と煙たがれるから、まずは自分が面白
がっている姿を子どもたちに見せてほしい。子どもも大人
も誰かの役に立ちたいと思っている。子どもの好奇心と、
シニアの知識とスキルが合致したら面白いことが起きると
思うと報告した。
　経験を地域の中で活かせる仕掛けを紹介してもらったが、
何がきっかけで、誰がどのように始めているのかと、進行
役の目﨑智恵子が尋ねると、西野さんは、ＳＮＳ等も利用
しながら、自分たちから働きかけて足を運んでもらえるよ
うに、子どもの居場所だと思って遠慮するのでなく、皆さ
んどんどん来てくださいと発信し、出会いのきっかけづく
りをしていると答えた。

　大阪府豊中市の第１層ＳＣも務め
る勝部麗子さんからは、同市におけ
るシニア男性を地域に誘い込む様々
なヒントが紹介された。最初に、団
塊世代の方々が定年退職を迎えた頃
に団塊塾というものを開いてみたり、
男性のための料理教室を実施したり
と参加してもらうことを構えて行っ

ていたために、講座が終わったらその後にやることがなく
なりそれで終わりとなっていた頃の話を披露して、まさに
ＳＣはみんな支援臭がすると西野さんの話を聞いて思
ったと切り出した。
　いつ行ってもいい、誰もが必要とされる場所がつく
れないかと思っていた16年、自分の講演会を聞いてく
れた高校の大先輩が、住宅街の真ん中にある土地を貸
与してくれることになった。ここを男性の居場所、支
え合う共同空間にできないかと考えた時、定年後の男
性がやりたいことの一番が野菜作りだった。豊中はマ
ンション居住者が約７割の地域なので、ベランダでプ
ランター菜園をするか一坪農園を借りるかという中、
一坪農園は毎日自分で世話をしなくてはいけないし、
何年かすると返さなくてはいけない。その間にたくさ

ん道具を買って、肥料を買ってとやっていると、「高いき
ゅうりになったわね」と奥さんに嫌味を言われたりする。
そこで考えたのが都市型農園「豊中あぐり」の取り組みで、
一人ひとりが地域の中に居場所と役割が持てるような場所
にしていこうと思った。そしてつい先日、なんとバナナが
できてしまった。昔の少年たちが目をキラキラさせて、ど
うやったらうまくできるか相談しながら６年越しで実現さ
せた。これって福祉と関係あるのかなと思うのだが、こう
いう工夫をしたり知恵を出し合うことが大切で、私たちは
この活動をやってください、これはやってはいけませんと
ついつい枠に当てはめがちである。工夫がない活動はオリ
ジナリティがないから、誰がやってもよくなり、だから、
自分がやらなくてもよいではないかとなってしまう。女性
は集まること自体を目的にすることができるのだが、男性
は何のために集まるのか、そこで何をするのかのプロセス
がないと集まれない。そこで、最初は農家の方に支援して
もらうことも考えたが、市内に専業農家が12軒しかない中
で協力依頼も難しく、自分たちの力でスタートした。採れ
た野菜は朝市、移動販売や子ども食堂へ提供。そしてレン
ガを敷いて車イスの方も移動しやすく工夫する等、子ども
たちや外国人、認知症の方、介護中の方、誰でも参加でき
る地域共生ファームとなっている。いろいろな取り組みを
する中で住民主体の実行委員会もでき、地元の方々に協力
してもらいながら販促、加工の方法等の知恵を集めている。
　個人の宅地、農地、有料老人ホームの屋上など、現在９
か所を無償貸与していただき、栽培品目60種類に広がって
いる。それぞれの農園に店長がいて、シークワーサーでビ
ールを作ったり、ふるさと納税返礼品のカレー用にジャガ
イモ、タマネギを提供したり、コロッケやジャム、芋焼酎
も作っている。月に１回業務報告会を開いて、来月は何を
やるか、この日に何人の人が必要か等をエクセルで資料に
まとめ、みんなで協議しながら進めていく、会社っぽい農
園でもある。
　認知症の奥さんがいる方もいることがわかり認知症カフ
ェを始め、お互いに介護相談もしている。大臣をはじめ多
くの方が視察に訪れ、だからさらにみんなのスイッチが入
る。ＣＡＤで３Ｄの設計図を書いて案山子を作る、みんな
で作って凧を揚げる、春はレンゲ祭り、夏はひまわり迷路、
秋には子どもたちも交えた稲刈り。終わった後には一緒に
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人の数ほど役割はある

勝部 麗子氏
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ビールを飲む。つながりができ、やりがいになり、皆が楽
しむことができる。
　最近外国人が増えているので、あぐりのメンバーに何か
支援ができないかと話したら様々な言語を話せるメンバー
がいた。これまではゴミ出しや電球交換等の生活支援で協
力をしてもらっていたが、さらに多文化共生ボランティア
としても協力してもらえることがわかり、今では1 0 0 人を
超えている。ボランティアがいないなんて嘘で、人の数ほ
ど役割はある。そこに着目できていないだけではないかと
思うとまとめた。
　勝部さんは地域の中で「助けてよ」「困ったよ」とつぶ
やいているが、農園でみんなで情報交換し、同じ目的で活
動しようとしているのはまさに協議体の役目も果たしてお
り、第１層ＳＣとして勝部さんが大切にされているのでは
ないかと目﨑が問うと、勝部さんは自分たちはいろいろな
人を助けることが目的にされているが、本当は助けたいと
思う人をたくさん増やすことこそが仕事であり、「こんな
ことをやりたいんだけれどできる方法はないかしら」と声
を上げ、一緒に楽しい場をつくっていくことがＳＣの役割
であると思う。だから自分も一緒に楽しむことが大事であ
ると答えた。

　企業を退職後、さわやか福祉財団
の社会参加推進事業に携わる玉置英
明は、企業ＯＢの目線から感じてい
ることを発表した。17年11月、人事
部との面接で翌年３月で60歳定年を
迎えるにあたり、延長雇用の意向を
聞かれ、年内までにはどうしたいか
の結論を出してほしいと言われた。

　その際、一番は名刺を失うことへの不安であり、現職以
外に自身がどうあるべきかに悩んだ。また、この頃、母の
余命問題と父の介護の問題を抱えていた時期だった。９割
の社員が延長雇用を選ぶ中、一度しかない自分の人生の残
り半分をどう過ごすのか、人生の転機をどう捉え、大切な
モノから大切なコトへ、何をすることが自身にとって一番
幸せかを考えた。その時、学生時代にベトナム難民の子ど
もたちの支援活動にボランティアとして没頭していたこと、
現在21年目を迎える自閉症、発達障がいのある子どもたち
のサッカークラブでの活動のこと、そして何より最後に背
中を押してくれたことは、尊厳を持って旅立った両親を支
えてくれた地域社会で活動する方々との出会いだった。恥
ずかしい話だが、それまで地域包括ケアシステムという言
葉も知らなければ、地域包括支援センターやＳＣの存在も
知らなかった。関係する取り扱い製品は様々な所で活躍し
ていたが、ひたすら利益とシェアを追いかけ、家と会社の
往復を繰り返す生活を送っていた。だから、シニアがいき
いきと活躍している地域社会を知った時、残された10万時
間をいきがいを持って自身を輝かせることができる場所を

見つけた思いがした。
　健康といきがいにつながる社会参加という意味では、
「令和５年度版高齢社会白書」（内閣府）によると、日頃
から心がけている健康への配慮の第１位が「地域活動に参
加すること」だった。なぜ地域活動に参加することが健康
につながるかというと、生活が充実した、新しい友ができ
た、健康・体力に自信がついた、地域社会に貢献できた、お
互いに助け合うことができた、自分の技術・経験を活かす
ことができた、社会の見方が広がったとある。これがまさ
に還暦を過ぎた人々の感想であり、地域での社会参加には
定年がない、いきがい社会であるということになるのでは
ないだろうか。また、社会参加・ボランティアへの参加は
本人のフレイル予防と介護予防に一番効果があることも認
められている。　　　
　21年に改正高齢者雇用安定法が施行され、70歳までの延
長雇用が導入された。その中で70歳まで継続的に事業主が
自ら実施する社会貢献事業、あるいは事業主が資金提供等
する団体が行う社会貢献事業に従事できるような制度の導
入に努めることが明記された。まだ実施状況は１％ほどだ
がこれから広がっていくであろう。
　キーワードとして、生活支援、社会貢献、ボランティア、
助け合い、地域参加等で検索した4 6 0 社の企業活動を調べ
た結果、企業における社員のボランティア推奨風土は、Ｓ
ＤＧｓ、企業理念とつながり、特に社員の人材育成として
確実に広がりつつある。企業の基本方針との一致を前提に、
ＮＰＯとの連携は確実に拡大している。生活支援では、日
本郵政、生保、損保、金融、電気、ガスなどの業種が多い。
また、行政と包括連携協定を締結して、地域参加による生
活支援活動を推進する企業が増えていることなどがわかっ
た。
　課題は、企業の社会貢献活動の進化が協議体やＳＣとの
つながりが薄く、地域活動と連携していないことだと思う。
企業側も地域とつながる術を模索しているが、地域の居場
所や子ども食堂を知らない人が圧倒的に多く、生活支援の
助け合いは専門的知識や資格が必要ではないかなど、ハー
ドルが高いと感じている。担い手として企業や現役勤労者、
ＯＢに何をしてもらいたいのか、どんなＮＰＯや助け合い
団体があるのか、対象者は高齢者なのか障がい者なのか、
高齢女性のお宅に伺う時にはどんな点に気をつければよい
のか等、現場研修や視察も取り入れながら普及・啓発して
いくことでハードルが下がるのではないかと思うし、受け
入れ側の体制整備も必要になるだろう。移動支援、見守り
など、それくらいのことならいくらでもお手伝いできるよ、
という活動がたくさんあることを理解してもらう工夫が大
切だと思う。いずれにしても企業の社会参加、ボランティ
ア参加の風土は根付きつつある。受け手としての地域の組
織や関係者が担い手としての企業や企業ＯＢ、シニアと共
に社会風土を醸成してほしい。
　一方で、企業の人事部の最大の課題は、現在50歳前後の
団塊ジュニア世代が最大のボリューム層であるが、この年
代のパラレルキャリアの推進である。そのためには、定年

玉置 英明

定年退職前から地域につながることの
意味や効果を考えよう
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退職前から地域につながることの意味や効果を知る機会の
創出、研修への支援や企業セミナー等における地域活動の
情報提供など、企業としても地域とつながることが大切だ
と思う。なお、すでに地域とつながる資質を持ち合わせて
いるシニアという意味では、小中学校のスポーツクラブ関
係者やＰＴＡ活動者、シニアスポーツ関係者、祭りや神輿
保存会等へ地域活動参加を呼びかけるなどが有効だと考え
る。
　締めくくりとしてシニアと地域の間にある「意識の壁」
「時間の壁」「組織の壁」「情報の壁」を取り除くために、
地域への働きかけとして気軽に体験できる場づくり、企業
への働きかけとして定年退職前セミナー、新入社員研修、
幹部研修、年金セミナー、キャリア研修、介護・障がい者
対応研修など様々な場での情報提供などの支援を積極的に
推進すべきであろうと報告した。　

　目﨑から、先ほどの勝部さんの話と重なるが、地域には
まだまだたくさんの協力者がいるわけで、自分たちＳＣも
それを知っていることが大事であるとし、社会福祉協議会
所属の勝部さんにボランティアをする上でのマナーやルー
ルは社協でも研修等はあるのか尋ねた。平日昼間に開催し
ているため参加したくてもできないという話も聞くが、あ
ぐりの場合は「ワンデイあぐり」として土曜日１回参加で
きるというように、最初は敷居を低くしておき、参加して
みたら面白くなるというような仕掛けもしていると勝部さ
んが紹介した。

　後半のフリートークでは、まず目﨑から、例えば朝の通
勤前や帰宅時にできることがないかを考えてみるというの
も１つのきっかけになるのではないかと投げかけた。それ
に対し西野さんが、「なんだ、そんなことか」というよう
な本当にちょっとしたきっかけ、それなら行ってみようか
なと思ってもらうということが大切で、ボランティアをや
られている方たち自身が活動を難しくしていたり、これを
やるべきだという「べき論」でやり過ぎてしまうと、人が
足りなくて困っていてもそういう所には行きたくないと思
われてしまう。先日ある地区でＬＩＮＥのＱＲコードでそ
の日にできるボランティアというのを出し始めたら学生も
来るし、「子ども食堂の机運びのお手伝い」的な内容には、

たまたま有給休暇を取っていた人が、ちょっと時間がある
から行ってみようと参加してくれる。講座でしっかり勉強
してから活動に入ってほしいというのはハードルが高いの
で、ＬＩＮＥでつながるその日のボランティアというのも
広がっているという話をコーディネーターから聞いたと紹
介した。
　目﨑から、隙間時間でアルバイトする感覚が高齢者たち
の隙間ボランティアのきっかけになってくれたらいいと思
うが、勝部さんが先ほどご自身も楽しいと発言されたよう
な場に企業ＯＢは集まってくるのではないかと尋ねた。ま
ず西野さんが、先ほどお役目があったほうがいいと紹介し
たが、勝部さんの話にあったように、工夫の余地がいきが
いにつながるのではないかと思ったと語った。続いて勝部
さんが、支援臭が強いとみんな逃げちゃう。まずは楽しむ
ことが大事で、その結果として誰かを助けられ、つながり

助け合い・支え合いを生んでいこう、そういう気持ちがあ
る人たちを巻き込んでいこうと考えている方々に対して一
言ずつメッセージをと目﨑が投げかけた。玉置からは皆さ
んがそれぞれの立場で壁をつくらないこと。シニアも企業
側もいつでも助け合いに寄っていくタイミングがあると思
う。今はオンラインで何でもできる時代なので、地域とつ
ながるための研修等を提案すれば、一気に開かれていくこ
ともある。ぜひ一緒に頑張りましょうとまとめた。勝部さ
んは、行政からは成果を求められ、どんな活動をいくつつ
くらないとダメだ、何人参加しないとダメだとなりがちだ
が、ボランティアをやりたいという人だけがボランティア
ではない。何らか相談に来た方も特技を持っている。だか
ら、そういう方ともよく話をしていくと、足下から世の中
が変わっていくような気がすると述べた。西野さんは困っ
た時につぶやきが出せる、「助けて」と言えて、「それく
らいなら私ができるよ」とつながる社会、一人ひとりの特

技をリストアップできるようになる
とよいのではないかと提案した。
　最後に目﨑がＳＣや仕掛ける側も
地域に出ていろいろな場面でいろい
ろな方とつながってほしい。それが
シニアが参加できるまちづくりにつ
ながっていくのではないかとまとめ
た。

ができていくことが本来のいきがいであり、支え
合いのはず。ところがどうしてもこの事業をやっ
てほしいと言いがちになる。支える人も支えられ
る人も、みんなに役割と出番があることが大事だ
と述べた。最後に玉置が人生100年時代、企業も
そこで働く従業員も、企業ＯＢもどう地域に入っ
ていけばいいかわからないだけなので、地域はい
つでもウェルカムなんだということをもっと発信
してもらうことが必要で、決して難しいことでは
なく、そんなことならいつでもお手伝いできると
いうことを知ってほしいと述べた。
　今日の参加者は支援する側の方が多いと思うが、

地域のいろいろな場面でいろいろな方とつながろう

目﨑 智恵子

program学ぼう編
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「意識の壁」・「時間の壁」・「組織の壁」・「情報の壁」 を取り除くために
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　2023年のオンラインフェスタでは、
子どもたちもそれを見守る大人もみ
んなが効率重視の現代にあってもち
ょっとした無駄やゆとりのあるつな
がりが大事で、そんなつながりを日
本各地で見られるようにしたいねと
いう議論を行った。今年の６月に改
正子ども・子育て支援法が成立し、

10月１日からすべての子ども・子育て世帯を対象とする支
援の拡充等がスタートしたが、制度だけではなく地域のつ
ながりが重要であることを、本日改めて各地で実践してい
る登壇者から学び、一緒に考えていきたいと進行役の奥山
千鶴子さんが投げかけ、各登壇者の発表に移った。

　９年間特別支援学校の教師として
働いていたが出産を機に退職、現在
はイベント企画等をフリーで行う大
阪府茨木市在住の佐藤恵さんが、子
育てアラサークルたまふら（以下、
たまふら）の実践を報告した。
　コロナ禍の緊急事態宣言が出され
た時に息子を出産し、その後もまん
延防止等重点措置が続いて行き場がなく、このまま子育て
どうしたらいいのかと考えた時、行き場がないなら自分で
つくってみようと思った。当時開いていたのが、地域の拠
点となるコミュニティセンターだった。息子とちょっと距
離を置き、息子にのびのびと遊んでほしいとおもちゃを置
いて他の人と遊べる空間をつくり、自分自身もリフレッシ
ュしたいという気持ちがあり、音楽イベントもない時だっ
たため音楽好きな方に来てもらってピアノを弾いてもらっ
た。また、来られた保護者の方々と少人数で「子育て大変
？楽しい？」などと話ができる機会を積極的につくるよう
にした。そして、帰宅して食事を作るのは大変だから、お
昼を食べて帰れたらいいなとの思いで、おにぎりを作って
食べられるようにした。現在たまふらは、「遊び場のチー
ム」、保護者の声を聞いて市政に届ける「市政提言チーム」

「親子食堂チーム」と、今は独立している「音楽隊」が動
いている。
　民間施設はたくさんあるが、やはり地域の公共施設に活
気があってほしいという願いがあり、当初からブレずに公
共施設を利用している。これまでは公共施設を利用する機
会が全くなく、こんなに便利だったんだということがわか
ったので移動式で市内各地で開催している。移動式にした
理由は多くの地域の方と出会いたいということと、場所が
固定してしまうとグループができあがってしまい、行きづ
らくなってしまうので、フラリと参加しやすく、この方と
以前にお会いしたことがあるなというくらいの関わりがで
きればいいと思っている。今は17か所ほどを巡回式で車や
自転車で回っている。
　地域との関わり方は子育て世代だけにフォーカスしてい
るわけではなく、特に昨年からは高齢者の参加も働きかけ
ている。地域といっても世代は様々なので三者三様のつな
がり方を大事にし、各世代に合うアプローチ方法をメンバ
ー全員で行っている。例えば20～40代の子育て世代はホー
ムページを見るよりＳＮＳから情報を得る機会が多いので、
インスタグラム等を活用して周知する。高齢者にはネット
より直接「あそこ何だか良かったよ」と感じてもらい、口
コミで広げてもらう。そのために、行政の福祉担当部署に
行き、高齢者宅への戸別訪問サービスの時などに合わせて、
「こういう場所がありますよ」と声を掛けてもらえないか
と相談している。地域の担い手については、各地にリーダ
ーシップを取って活躍されている方がいる。最初は新参者
なので、「あんた、どこのどいつや」みたいなことを言わ

みんなでつくる、自分のまち

奥山 千鶴子氏

◇地域とどのようにつながってきたのか
子育て世代 お年寄り 地域の担い手

チラシ
SNS/口コミ

行政との連携
口コミ

根気強く
対話

子どもの育ちを地域で応援しよう

【進 行 役】
【登 壇 者】

奥山  千鶴子氏 （特非）子育てひろば全国連絡協議会理事長、（認定特非）びーのびーの理事長

藤原  佳典氏 （地独）東京都健康長寿医療センター研究所副所長、
日本世代間交流学会副会長、（特非）日本世代間交流協会副会長

佐藤  恵氏 子育てアラサークルたまふら代表、音楽隊代表

宇野  圴惠氏 （認定特非）ハーモニーネット未来理事長

学ぼう
編

佐藤 恵氏
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れることもあったが、何度も何度も季節に応じて電話をし、
「またよろしくお願いします」と対話を続けていく。ある
いは、「地域のことを聞かせてください」とリアルに話を
聞かせてもらうことで、どんどん信頼関係を深めていくと
いうようなやり方でつながってきた。
　その結果、３年目の団体ではあるが、音楽隊によるコン
サートを行った時など、やはり団体としては子育て世代の
参加が多くはなるが、少しずつ高齢者も参加してくれるよ
うになってきた。社会福祉協議会、各小学校区の子育て支
援機関、つどいの広場等ともチラシを置いてもらう、ボラ
ンティアをお願いする等、普段から連絡を取り合い連携し
ている。企業にも、コミュニティセンターに駐車場がなか
ったりするので、駐車場を貸してもらえないかとお願いす
ると、「ええよ！使って」というふうに応援してもらって
いる。個人のボランティアも来てくれるし、高校生・大学
生と連携し、一緒に授業をさせてもらったこともある。行
政は福祉担当部署以外にも、特に広報面などで様々な部署
と連携させてもらっている。
　活動をしていく上で大変なこととやりがいについて。大
変なことは、４歳の息子の子育てをしながらいろいろな事
業を進めていくためのスケジュール管理。そして様々な人
と事業をしていくと、どうしても活動の目的を忘れてしま
うことがあるから、自分は何のためにこれをしているのか
について、常々考えるようにしている。そして資金の確保。
どこの団体でも出てくる問題だと思うが、ボランティアの
仲間が無償でやってくれることを当たり前にしてはいけな
いと思っている。だから1000円でも2000円でも渡して「美
味しいご飯でも食べて帰ってください」と言えるように、
助成金、参加費の徴収、寄付のお願い、委託事業等、資金
確保に努めている。
　やりがいは、たまふらがやってきた実践が他の団体、地
域で採用された時で、その時は「やって良かった」と思う。
たまふらでしかできないことはなく、どんどん広がったら
「便利だな」と思う方が増えていくと思うので、自分たち
はそのきっかけであればいいと思っている。また、「自分
たちがこうなったらいいな」と感じていることが実現した
時は、声を上げることは無駄じゃないという実感につなが
るし、やりがいになる。そして、「楽しんでなんぼ」で、
仲間や参加者が笑っている、楽しんでいることが何よりの
パワーになる。世代を分断せず、どの世代もみんなで一緒
にまちをつくっていけたらいい。そのためにまずはできる
方法を考える。できない方法、できない理由を考えるのは
簡単だから、できる方法を常に考える。理想で終わらせず、
口で言って終わりにならないために、すぐに動く。目的を
忘れずこれからもチームで、そしてみんなで思いを大切に
頑張っていきたいとまとめた。
　お子さんが生まれて間もなかったコロナ禍に、ピンチを
チャンスにして、ないならつくろうというバイタリティが
すごいと奥山さんが感想を伝え、世代ごとに一番ヒットす
るのはどういう周知方法なのかを考える、地域の担い手の
方と根気強く対話をして巻き込んでいく等、すごく努力し

ていると思うが、世代を超えた仲間もいるのかとの質問に、
佐藤さんが運営チームは30～50代で、子どもがいなくてバ
リバリ働いている方もいると答えた。

　岡山県笠岡市で活動している宇野
圴惠さんは、ふれあい、助け合いの
ある地域共生社会を目指して、地域
の中で子どもから高齢者まで安心し
て自分らしく暮らしていける様子を
紹介した。安心して子育てをする、
安心して年老いていく等「安心」は
キーワードで、生活している中で何

かあった時に、行政やＮＰＯが連携して助けてくれるんだ
という安心感を自分たちも提供していきたいと日々活動し
ている。活動を始めたのは1987年で「子どもたちに夢を！
たくましい豊かな創造性を！」を合言葉に笠岡子ども劇場
としてスタート。当時、４人のお子さんのうち下の双子の
発達が遅く、毎日リハビリに通っているお母さんとの出会
いがあり、何か手助けができないかと考え、子どもの送迎

預かり支援システム（98年から子育てネットたすけ愛事
業）を始めた。その後、子どもにとってのより良い環境は、
今を生きるすべての人が安心して自分らしく生活できる地
域社会に違いないと気づき、16年に調和のある未来を目指
すということで、ハーモニーネット未来へ名称変更した。
　その目的を達成するために、舞台芸術鑑賞、絵画教室、
文章教室等の文化・自然・生活体験活動を行っている。ま
た、子どもたちの心豊かな成長・発達のためには親に安心
して子育てしてもらいたいので、親支援から家族支援、家
族支援から地域まるごとの子育て支援というように活動が
広がっている。つどい・ふれあい・たすけあい事業として、
子育てひろば、児童館の指定管理、障がい児（者）の日中
一時支援、ふれあいひろば、子育て 子育ちセーフティネ
ット事業、小規模多機能型居宅介護、居住支援等を展開し
ている。「ふれあいひろば」は地域の多様な方が集える居
場所で、高齢者や中高年のいきがいや社会参加の創出、若
者の自己実現の場づくり、子どもと親の社会性の向上や自
立支援、不登校や引きこもりへの支援、虐待防止、認知症
予防等の効果を生み出している。
　今、地域のつながりが希薄になったと言われているが、
コロナ禍で血縁まで希薄になっているのではないかと感じ
ている。子どもから高齢者まで安心して自分らしくいられ
る居場所をたくさんつくっていきたい。居場所は、人がふ
れあい、なじみの関係になって信頼関係ができる場所。そ
こで「こんなことに困ってる」と社会課題が出てきて、聞
くことにより解決できることはたくさんあり、解決できな
ければ行政や専門職と連携することで解決できるようにし
ている。
　09年にはちょっとした困り事を助け合う、ふれあい・た
すけ愛サービスを開始した。これは制度の対象にならない
生活支援を有償ボランティアで行うもので、謝礼はふれあ

他者の困り事を我が事と考え、まるごと引き受ける

宇野 圴惠氏

program学ぼう編
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い切符（時間通貨）としている。協力会員、利用会員に分
けずに全員がふれあい会員で、「困った時はおたがいさま」
をキーワードに、大きな家族のような気持ちで助け合う。
外出の同行、買い物代行、家事支援、話し相手等、助けて
もらうことで生活が豊かになり、人の役に立つことで自分
も豊かになるという互助システムに育ってきている。
　日本のひとり親家庭の約半数が貧困という結果があり、
さらに現在の物価高騰の中、困っている人が増えている。
そこで、16年からひとり親 生活困窮家庭のための「いの
ちまるごとプロジェクト」を始めた。「食べる」「学ぶ」
「暮らす」という生きる上で大切な３つの柱を中心に、「食
べる」は共生型こども食堂、フードバンクを活用した食料
や日用品の配布及び宅配。これで貧困問題が解決すること
はないが、「応援しているよ」というメッセージと共に信
頼できる関係性を結び、真の課題解決を目指している。次
に「学ぶ」。 やりたい勉強ができる機会の提供として、タ
ブレットや Wi-Fi を無料貸与したオンライン学習や相談の
実施。「暮らす」は女性や母子のための共同住宅の運営で、
親子・若者への相談も3 6 5日 24時間行っている。
　また、笠岡市の屋根貸し事業と協働して児童館の屋根に
太陽光発電を設置し、売電した収益と市民からの寄付によ
り「おひさま基金」を設立・運営し、環境教育や子ども・
障がい児（者）、 ひとり親家庭をはじめ、様々な支援を行
っている。他者の困り事を我が事と考え、まるごと引き受
ける支え合いの文化が、自分たちが目指すふれあい・たす
け愛（地域共生）社会につながると考えていると紹介した。
　奥山さんが、多彩な活動を紹介いただきＮＰＯの進化形
を見せてもらった気がするが、子どもから始めた活動が広
がったのには転換点があったのかと質問した。宇野さんは、
高齢者や障がい者から入っていたら子どもが落ちていたか
もしれないが、子どもの成長発達から始めたので子どもを
まんなかに据えることができている。子育ては親だけでは
なくみんなの力を借りないといけないと思って進めていく
うちに、自然と事業がつながっていったと答えた。

　藤原佳典さんは、所属する東京都健康長寿医療センター
のルーツは、150年前に渋沢栄一が立ち上げた養育院で、
そのハートを少しでも受け継ぎたいと研究所のメンバーが

多世代交流、高齢者による次世代支
援の研究・実践を行っているとして、
自身の取り組みを紹介した。
　さわやか福祉財団がシニア世代が
遊びを通じて子どもたちを応援する
具体的な方策を検討し、３冊のマニ
ュアルにまとめた「ともあそび」プ
ロジェクトにも関わったが、そもそ
もなぜ多世代交流・世代間交流が重要なのか。心理学の理
論にジェネラティビティというものがあり、人には成熟し
て壮年期、熟年期、老年期になるにしたがって次の世代に
何かを残したい、あるいは何かを伝えたいという本能があ
る。例えば、知恵や思い、技、経験、文化、自然環境等で、
そういう思いがある高齢者ほど様々な健康調査をしても生
活機能の低下リスクが抑えられていることがわかっている。
とはいえ、実際に多世代交流の場が自然発生的に生まれる
のは難しい。そこで重要になってくるのがすべての人、関
わる地域の方々みんなにとっての三方良しの場であり、つ
なぐ人であり、プログラムや仕掛けであると考えている。
その具体的な仕掛け、人ということで、シニアにボランテ
ィアで絵本の読み聞かせに関わってもらう「ＲＥＰＲＩＮ
ＴＳプロジェクト」が今年20年を迎え、ＮＰＯ法人りぷり
んと・ネットワークが10周年という節目の年になる。現在、
約20の自治体で一般介護予防事業等としても取り入れられ、
5 0 0 人のボランティアが主に小学校や保育園等の施設約
3 0 0 か所で毎日読み聞かせをしている。

　活動をしているとボランティアの目が地域に向いてくる。
川崎市のある地域では地元のいろいろな関係機関とネット
ワークをつくり、地域で多世代交流ができる仕掛けをつく
ろうと挨拶キャンペーン、イベント開催、交流の場などの
モデル事業を３年間実施。関わったボランティアや子ども
たちに効果が出るのはわかるが、端で見ている住民への波
及効果も重視しているので、モデル事業の後にもう一度そ
の活動の評価をした。すると活動に関わっていない20歳以
上の方を含めた調査の結果、社会的信頼、互恵性の規範が
有意に向上しており、多世代交流の拠点ができることによ
って活動自体に拍車がかかると同時に、地域全体へも波及
効果を及ぼすという認識に至った。

「ともあそび」が生まれる「場」のチカラ

藤原 佳典氏

人と人がつながり 新しい何かが生まれる

認定NPO法人ハーモニーネット未来

「「ととももああそそびび」」のの始始めめ方方・・進進めめ方方

「「場場
」」がが
重重
要要
！！

P22
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　こうした地域の拠点づくりは高齢者福祉の領域では、通
いの場として地域で様々なサロンや居場所づくりが展開さ
れている。全国で体操をする、茶話会をする等の取り組み
が行われているが、様々なニーズがあるので厚生労働省で
も体操に限らず高齢者が子ども食堂を応援するのも介護予
防だとする等、多様な場づくりが推進されている。そのた
めには子どもの領域、教育関係、まちづくり、民間店舗等
多様なステークホルダーとの連携が必要になる。
　また、地域共生社会づくりの流れの中で、今、多くの自
治体で重層的支援体制整備事業の取り組みが進められてい
る。それには誰でも何でもありの場づくりが重要ではない
かと思っていて、常設の場として空き家や空き店舗の活用
に注目している。30年には全国の３割が空き家になるとし
て大きな社会問題になっているから、これを活用する取り
組みが重要で、さわやか福祉財団でも活用を推進している
が、自分自身にも切実な問題になった。京都市内の実家が
空き家になり放置しておくわけにはいかず、地元での活用
を働きかけたところ、地域の社会福祉法人の有志やシニア
の方、大学の先生らによりＮＰＯが結成された。この一軒
家を使って高齢者による就労的活動や楽しみながらできる
共同作業を行ったり、芸大系の学生が看板やチラシを作成
してカフェを開催している。その奥のスペースでおもちゃ
の病院を開き、地域のシニアがおもちゃの修理を行う等、
元気な方から要支援の方まで老若男女が集まり、ここを利
用して様々なコラボが展開されている。地域共生は何でも
ありのごったに感で、多世代交流が必要だとまとめた。
　奥山さんが子どもたちにとっての多世代交流の効果につ
いて投げかけると、藤原さんが都会では、おじいさん、お
ばあさんと生活した経験のある子どもが少ないので継続性
が重要で、ある地域では幼稚園で読み聞かせをしているボ
ランティアが、隣接の小学校で６年間ボランティアをして
９年間の付き合いになり、高齢者は優しい、温かい、元気
といった情操教育に役立っている。また、読み聞かせして
もらった本をもう一度図書室で借りる等、多面的な効果が
生まれているし、保護者にとっても長年関わってくれるこ
とにより信頼や感謝の念が高まっていると答えた。核家族
で高齢者とふれあう機会がない子どもたちにとって、幼稚
園や学校で出会うことで、まちで会っても挨拶できる関係
性が生まれる。親以外に関わってくれる地域の方々への信
頼はとても大切だと思うと奥山さんが感想を述べた。

　前半はそれぞれから成功体験を紹介してもらったが、活
動を地域で広げるにあたって、やりにくいこと、もう少し
こんなものがあったらいいなということがあれば教えてほ
しいと奥山さんから各登壇者へ質問した。
　佐藤さんは移動式で開催しているためおもちゃ等を自家
用車に積んでいるので燃費が悪く、荷物を運ぶ労力が大変
で、家にテントも置いている状況だが、活動を知ってもら
うことにより事業所の一室を貸してもらうこともできてい
る。行政や企業等が我々のような団体に共有の場所を貸し

出してくれるともっと動ける団体が増えるのではないかと
答えた。それに対し、奥山さんが公園遊びをしている団体
が公園管理者の理解により、おもちゃ等を小屋に入れても
らえるようになったという話があると紹介。宇野さんは物
と場所と財源が必要で、志があっても財源がなければ活動
できない。助成金を申請するにもエネルギーを要し、採択
されても１年、最長で３年くらいと期限が設けられている。
本当に社会の困り事を解決するには行政、企業、ＮＰＯ、
各種団体等が得意分野を出し合いながら力を寄せ集め、解
決に向けて動かなければいけないと感じていると答えた。
　佐藤さんが活動していく中で無償を当たり前にしないと
言われたが、助成金の獲得等で工夫点はあるかと奥山さん
が佐藤さんに尋ねたところ、本気で活動している自分たち
の思いを正直に全部書く。それが読む方にわかってもらえ
ると思っていると答えた。
　藤原さんから居場所の重要性を教えてもらったが、活動
場所を探している方への助言はないかと奥山さんが尋ねる
と、藤原さんが絵本の読み聞かせも、図書館で借りること
もあるが在庫自体がかなりの量になるため、分散して持っ
たりしている。あるいは地域のカフェや居場所づくりをし
ているサークル等と連携し、そこに絵本を置かせてもらい
お互いがWin-Winの関係でやれることもあるので、倉庫に
入れておく必要はなく有効活用できるパートナーを見つけ
ようという流れになっている。また、空き家の活用につい
て、ほとんどの自治体のホームページには空き家の相談コ
ーナーがあるが、福祉的な利用や公共的な利用に補助金を
出すような情報の周知が少なかったり、条件が厳しかった
りする。だから、民間が寄付やリビングラボ的なことをし
ても良いと思う。行政はまだまだ縦割りだが、地域に出れ
ば出るほどその垣根は低いので、企業が様々な領域で応援
できる文化が広がっていくと嬉しいと語った。
　最後に参加者へのメッセージを順次お願いした。佐藤さ
んからは多世代が集える場所をつくることを最優先にして
しまうと集まりにくい面もあるかもしれない。まずは同じ
建物、大きな空間に様々な世代がいるというところから始
めてみてもいいのかなと思う。70代、80代のボランティア
も来てくれているが、ボランティアの方も持続可能な活動
を続けていくことが大事だとまとめた。宇野さんは自分を
大切にして自分らしく生きていくことと、困った時に助け
てと言い合える社会をこれからもつくっていきたいと述べ
た。藤原さんは全国の好事例を見ていても地元の大学や学
術機関等と上手に連携している。住民ネットワークは縦割
りではないので、支援する場合もコラボする場合も多様な
ステークホルダーと連携しながら多世代交流を進めてほし
いと述べた。
　奥山さんがいろいろな人・団体とコラボすることにより
相乗効果が生まれることがわかったし、国も乳幼児期の子
どもの育ちとして「はじめの1 0 0 か月の育ちビジョン」を
提案している。今日紹介されたような活動が全国に広がる
ことが、その後のその子の人生に非常に重要であるとまと
めた。

program学ぼう編

活動していく中で望むこと
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　冒頭、進行役の鶴山芳子が趣旨を述べた。生活支援体制
整備事業が始まって今年で10年目となり、全国各地でＳＣ
と協議体による住民主体の地域づくりが進められている。
その中で人口減少の影響は大きく、地域は変わり、またこ
の８月５日には地域支援事業の実施要綱・総合事業のガイ
ドラインも改正されるなど制度も変わってきている。前半
は、地域づくりに取り組んでいる市の取り組み、市町の取
り組みを支援している県の取り組み、さらに総合事業のガ
イドラインの見直しの重要ポイントについて３人の登壇者
からの情報提供、後半は、事前アンケートを基に、これか
らどんな働きかけをしていけばいいのか、参加者の皆さん
と一緒に考えていきたいと説明した。

　秋田県大館市で第１層ＳＣ７年目
の戸澤真澄さんが「チームおおだ
て」で取り組む地域づくりについて
紹介した。
　県北部に位置する大館市は人口約
６万6000人、高齢化率は40.1％だが、
山間部においては50％から70％、町
内によっては100％という所もある。

人口は年々減少のスピードが加速し、昨年度から特にデイ
サービス、ショートステイなどの「介護事業所の閉鎖」が
相次いでいる。また、「町内会の解散」が見られ始め、地
域における活動の担い手不足が深刻化。2021年度から重層
的支援体制整備事業（以下、重層事業）にも取り組み、複
雑・複合化した課題を関係者で情報共有し、連携により状
況の悪化を防ぐことから取り組んでいる。
　協議体（支え合い推進会議）は、17年から生活圏域ごと
に７つの第２層が立ち上がり、社会福祉法人が運営する地
域包括支援センター７か所の各法人にＳＣを配置し、協議
体の運営を行っている。18年に実施した勉強会のワークシ
ョップで「目指す地域像」を話し合い、幅広く様々な団体
から構成された約30人で第１層協議体を立ち上げた。18年
から「さわやかサポーター養成研修会」をはじめ、町内ご
との助け合い活動を支援しているほか、町内会長たちを集

めた情報交換会・意見交換会、第２層ごとに活動者の交流
会や活動実践報告会などに取り組んでいる。
　様々な事業連携や多くの理解者を広げるために「目指す
地域像」をイメージ図にし、わかりやすく伝えることを心
がけている。地域福祉活動計画でも「目指す地域像」や目
標を共有し、みんなで同じ方向を目指せるよう効率的・効
果的に取り組める仕組みを考えている。重層事業とも連携
し、個別ケースの支援にＳＣも関わることで地域づくりに
つなげようと取り組んでおり、住民も含めた重層的支援会
議を開催し、引きこもり状態にあった方が地域のお料理サ
ロンに参加し手伝うなど、様々な効果や成果が生まれてい
る。少しずつではあるが、着実につながりが広がり、応援
してくれる方も増えてきている。

　第１層協議体では、暮らしの単位である町内会の相次ぐ
解散を受け、昨年度の目標を「町内や地域ごとの助け合い
活動の創出」「若い人を巻き込んだ町内会の体制づくり」
「災害時の避難が安全にできる体制づくり」と決めた。さ
らに目標達成のためには町内会と行政、多機関の連携体制
の構築が必要であり、町内会の存続支援にも取り組んでい
る。
　そのような時に厚生労働省の「地域づくり加速化事業」
伴走的支援（以下、加速化事業）の話があった。困り事を
抱える方が増えているため、生活支援の助け合い活動をも
っと増やし、これまで関わっていない方にもぜひ関わって

生活支援コーディネーターと協議体は
どう働きかけたらよいか
やらされ感を払拭していきいきと活動する
地域づくりのコツや方策とは

【進 行 役】
【登 壇 者】

鶴山  芳子 （公財）さわやか福祉財団常務理事　共生社会推進リーダー

岩名  礼介氏 三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング（株）社会政策部　主席研究員

戸澤  真澄氏 大館市第１層生活支援コーディネーター

西村  武士氏 長崎県福祉保健部長寿社会課地域包括ケア推進班課長補佐

「チームおおだて」で取り組む地域づくり

戸澤 真澄氏
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もらう必要がある。また、行政、社協、包括、ＳＣ、住民、
みんなで助け合い活動をしたいと思える仕掛けを考え、い
ろいろな機関がつながって一緒に活動し、成功体験にした
いという思いで、加速化事業に手を挙げた。
　１回目の支援は、昨年12月１日に行われ、現状と課題を
共有した後、住民主体の助け合い活動の実践者３人が活動
の状況等を発表し、みんなで活動の様子や住民の思いを共
有し、住民の力を実感する機会となった。その後、グルー
プワークで、これまでの取り組みを活かしさらに広げてい
くためには何ができるかを話し合った結果、第２層ＳＣか
らは「みんなで戦略を具体的に立てて取り組む必要がある
と改めて感じた」「こういう会を定期的に開催したい」、
行政からは「住民主体の考え方やイメージが違っていた。
住民に任せっぱなしではなく、相談しながら応援できるよ
うな仕組みを考えていきたい」など、気づきが生まれ、重
要な課題等を整理できた。
　２回目の支援は、今年２月13日に「大館の課題解決プロ
ジェクト立ち上げに向けたワークショップ」を実施した。
事前準備のミーティングでは、「これまで関わりのなかっ
た世代や分野の人たちにも声をかけよう」と、たくさんの
組織や人々にみんなで声をかけ、当日は市内の大学生や子
育て支援グループ、町内会関係者や商工会、ＮＰＯなど、
様々な世代と分野の方々が50人以上参加した。目的や課題
を共有した上で、第１層協議体の昨年度の３つの目標（Ｐ
50参照）ごとに分かれて、課題解決に向けたワークショッ
プを行った結果、「他の町内会での好事例を皆で共有し、
好事例を取り込んでみたい」「世代に応じて、紙ベース、
ＳＮＳ等のツールを活用する」「町内の支え合いチームの
準備が必要」「若い方の企画を町内会で応援するといい」、
学生からは「高齢者に悩みを聞いてもらったり、話を聞く
ことができる場があればいい」など、改めて現状と課題を
自分事として捉え、様々なアイデアが多く出され、みんな
で共有できた。まとめとして長寿課課長が「大館市を良く
したいという思いを感じた。今後の取り組みにも皆さんの
力が必要。『チームおおだて』として引き続きご参加いた
だきたい」と挨拶し、みんなで活動を進めていこうと盛り
上がった。
　今年度は６月、８月に第１層協議体で引き続きワークシ
ョップの内容を協議し、「ひとりぼっちにさせない大館市」
の実現に向けて、昨年度のワークショップの結果を整理し
プロジェクト化した。そして、「みんなで何ができるかプ
ロジェクト」として９つのプロジェクトを立ち上げ、チラ
シも作成した。また、実行に向け新たな委員も加わった。
学校、企業、社会福祉法人と取り組むものなどを第２期地
域福祉計画・地域福祉活動計画とも合わせるほか、重層事
業でも地域の人や企業との連携強化を今年度の目標とし、
あちらこちらとつなげながら実践することになっている。
　住民主体の地域づくりで実感していることは、限られた
人的資源でこれからの支え合いの体制を維持していくには、
みんなで楽しく無理なく続けること。みんなで地域・町内
の課題を共有し、正しい危機感を共有することが大事で、

それにはデータや状況の共有が必要。また地域に愛着を持
っている人は必ずいて、熱い思いや温かい心が伝わること
で心が動き、活動につながると思う。これまでもさわやか
福祉財団や新潟の河田珪子さん（Ｐ28参照）の講演を聞い
て居場所を立ち上げた方や、近くに困り事を抱えた方がい
ることに気づいて活動を始めた方も多くいた。彼らには
「やらされ感」は全くなく、他の方々に「一緒にやろう」
と呼びかけてくれている。
　ＳＣの役割は、住民の皆さんの思いや困り事を聞き、そ
れをみんなに伝えることで、心が伝わることで動いてくれ
る方がいると信じ、伝え続けたい。「明るい未来」の話が
さらに住民の心を動かすと感じている。数か月前に町内会
の有志の集まりで、将来についてどうあればいいかという
話し合いをし、多世代の方が交流して大変盛り上がり、み
んなで何かやっていこうという話も出た。また、若い人に
参加してもらうには若い人の話を聞き、若い人の悩みも解
決できる助け合い活動にすることが理想で、そのためにＳ
Ｃがまず若い人とつながることで、他の人につなぐことが
できるのではないかと考えている。世代を超えて住民同士
が互いに理解し合える仕掛け（行事）が有効という成功例
がたくさんあるので、共有していきたい。活動してみたい
方には好事例を紹介し、一緒に取り組み、常に応援を続け
ることが重要。そして、頑張っている方が認められ、ほめ
られる機会を意識してつくりたい。「表彰式をしたらどう
だろう」と第２層協議体の委員からアイデアが出されたの
で、早く実現したいと考えている。
　自分の地域に助け合い活動があると安心して暮らし続け
られることを、これからも他のＳＣと協力して伝え続け、
活動する方々を応援していきたい。常に活動の成果を説明
できるようにし、他のＳＣや行政と連携し、温かい心を伝
え、理解者を着実に増やしながら一緒に取り組んでいきた
いと締めくくった。

　県による市町支援の取り組みの１つ「地域包括ケアシス
テムの充実に向けた評価」、 生活支援体制整備を行う市町
への後方支援の取り組み等について長崎県の西村武士さん
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が紹介した。
　県の面積は約4000㎢で、約半分は
島が占めている。人口は約126万人
で、約半分は中核市である長崎市と
佐世保市が占め、島には１割弱。高
齢化率は34.3％。県内21市町、日常
生活圏域数は121。各地域ともに人
口減少が進んでいる。

　第９期長崎県老人福祉計画・介護保険事業支援計画「な
がさき長寿いきいきプラン」の基本理念は「地域のみんな
が支えあい、高齢者がいきいきと輝く長崎県づくり」で、
３つの基本目標「みんなで支え合う地域づくり」「いきい
きした高齢期の実現」「介護保険制度の安定運営」を置き、
10の重点項目①生きがいづくり、②介護予防・生活支援、
③持続可能な介護サービスの提供、④在宅医療の充実と医
療・介護連携の推進、⑤認知症高齢者等に対する支援の充
実、⑥高齢者の権利擁護、⑦ケアラーへの支援、⑧高齢者
に安全・安心な地域づくり、⑨介護人材の確保・定着、⑩
地域包括ケアシステムの深化、を設けている。特徴的なこ
とは、⑦ケアラーへの支援で、22年度に「長崎県ケアラー
支援条例」を全国で４番目に制定、全庁的に推進している。
　特に力を入れて取り組んでいることは、「介護の現場に
介護ロボットなどのテクノロジーを導入して、職員の負担
を減らす」「若い人に介護のしごとの魅力を伝えるほか、
外国人材を確保する」「誰一人取り残さない『地域共生社
会』に向けた対応力強化」「住み慣れた場所で人生の最後
を迎えられるような市町の体制づくり」としている。
　地域包括ケアシステムの構築に向けて、県による市町支
援の取り組みの１つに「地域包括ケアシステムの充実に向
けた評価」（地域包括ケアシステム加速化支援事業）があ
る。１点目に、「客観的な評価・課題等の明確化の取組」。
16年度から「長崎県版地域包括ケアシステム評価指標」
（８分野78項目）を作成。まず市町による自主評価。その
後、県が第三者（有識者）と一緒に全市町に出向きヒアリ
ングを行い、他の自治体の状況や有識者の専門的な意見等
も踏まえて、ヒアリング結果に基づく再評価をし、最終的
にその年度の評価を確定させる。
　評価の確定後、それぞれの分野が大体どれぐらい構築で
きているかをレーダーチャートにして示し、自分の市・町
の強み・弱みを把握しながら次の展開に進めている。
　２点目に、「各市町の課題解決に向けた取組を見える化」。
17年度から地域包括ケアシステムロードマップを作成し、
目指すべき姿を数年にわたって明確化し、毎年度の評価に
合わせて更新している。
　３点目に、「更なる充実に向けた取組」。22年度までの
構築状況評価で、概ねすべての圏域が「構築」という評価
だったので、今後は構築期から充実期への取り組みとし、
新たにその指標を策定し直して、今年度から本格運用をし
ている。新たな分野設定ということで従前の78項目を57項
目に設定し直し、新たな評価指標では「アウトカム重視」
を意識し、特に「住民の実感が得られるような評価」「地

域包括ケアシステムの充実度が伝わるような取組」が評価
指標の中に反映されるようにしている。また、できるだけ
行政だけではなく、多職種連携を図っていくために、いろ
いろな関係者との間で評価することに務めている。
　08年３月の65歳以上の要介護認定者数を１とした時の九
州各県の各年度の要介護認定者の推移では、その伸び率は
九州内で最も低くなっており、この取り組みが一定の寄与
をしていると評価している。
　次に、生活支援体制整備を行う市町支援（助け合い活動
強化事業）では、介護保険保険者努力支援交付金を使って
取り組んでいる。まず、情報交換会を年に２回、県主催で
県庁にて集合型で実施。各市町の行政担当者、ＳＣ、協議
体の方も参加し、広く基礎的な研修と、県内の横のつなが
り、連携を図っている。県内の市町からの事例報告の他に、
１回目は特に市町職員もＳＣも異動などで代わっているこ
とが多いので、最初に事業の意義や目的、ＳＣ、協議体の
役割など基本をしっかり押さえ、その後、グループワーク
で情報交換 共有しながら横のつながりを深めている。
　また、各市町の課題・要望に応じた後方支援として、市
町が開催する勉強会等にアドバイザーを派遣。この６年間
で、毎年８～11の市町が年２～３回ぐらい活用している。
例えば西海市は３年続けて活用し、圏域ごとに開催するフ
ォーラムへ講師を派遣。その後もフォーラムでやる気のあ

西村 武士氏
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る人を手挙げ方式で集めて、助け合いの具体的な取り組み
を検討する勉強会を続け、アドバイザーの力を借りて助け
合い活動創出を進めている。
　その他、県のアドバイザー派遣を活用して開催している
フォーラムなどへの視察研修として、「住民主体の助け合
いを進めるための『しかけ』（勉強会やフォーラム等）の
実際を知るテーマ別実地視察研修会」などを実施。
　さらに、これらの支援も含めた各市町の頑張りにより創
出された助け合い活動を共有する「助け合い活動事例集」
の作成にも取り組んでいる。
　有償ボランティア等の助け合いの団体も年々立ち上げが
進んでいて、こうした取り組みは続けていくのが大事だと
思っている。引き続き県内市町の支援をしていきたいと締
めくくった。
　西村さんの発表を受け、岩名礼介さんがロードマップや
指標化は自己点検することで気づきのきっかけにすること
が基本で、こういう気づきのレベルでツール提供している
ことはとてもいいと述べ、どういうところに着眼して指標
をつくっているのかと尋ねた。
　西村さんは、ヒアリングの時に詳細を把握し、周知状況
等を確認していくことで、具体的にどういうことでクリア
したかについても判断の目安を設けている。例えば、生活
支援を行う事業主体や事業の実態について定期的に把握す
る機会を設けているか。把握した情報について定期的に情
報をアップデートしているか。アップデートした情報をホ
ームページやリーフレット等で見える化し、行政だけでな
く生活支援に係る多くの関係者と共有する機会を設けてい
るか。これらの取り組みを通じて関係者が生活支援に係る
情報を住民に周知するなどの活動につなげているか。これ
らをここまで達成したら「○」という形で評価をしている
と答えた。
　さらに岩名さんは、評価によって行動を縛るのではなく、
気づいて次の展開を自分たちで考えることにつながるのが
重要だと述べた。

　全国各地の自治体に支援に入る岩
名礼介さんは、８月５日の地域支援
事業の実施要綱・総合事業のガイド
ラインの見直しと、地域づくりに大
きな影響を与える20年の社会福祉法
改正の２点について説明した。
　今回の実施要綱では、総合事業の
充実に向けて「高齢者自身が適切に
選択できる」ことが改めて強調された。地域には多様な方
がいるので、その多様性に対応していくためには選択肢を
増やす必要がある。その背景には深刻なヘルパーの人手不
足があり、支援に入っている地域でヘルパー事業所がゼロ
になったという町が実際にある。そうなってくると、生活
が成り立たないので、要介護１でも町外、市外に出ていく

ことが現実味を帯びて起こってきている。地域づくりは自
発的なものだから、住民活動の自発性を尊重しつつも、一
方でなくなっていくフォーマルサービスに対する代替性も
意識せざるを得ないという現実がある。
　次に、各種の規制がものすごく緩和され、自由度が飛躍
的に向上した。例えば、事業対象者・要支援者が利用者の
半数以上を占めていないと満額補助できないというルール
もなくなった。按分はより自由に、そして固定費に関して
お金を出していいと例示されている。この考え方はＡ型に
も適用され、企業・団体等が行うサービスにも補助、委託
がしやすくなった。地方都市では高齢化がどんどん進んで、
住民だけの力ではちょっと難しくなっている地域も出てき
ている。そこで企業やお店に手伝ってもらいながら住民の
活動も進めていくというオプションが出てきたことはいい
ことだと思っている。ただ、かなり自由度が高まったので、
自治体のマネジメント能力の高さを問われることになり、
自治体は大変重い責務を担うことになる。
　今回良かったと思うのは、ケアプラン主義からアセスメ
ントの強調にシフトしていること。今まではケアプランを
作らないとお金が入ってこないので、どうしても従前相当
やフォーマルなサービスのほうに傾きがちだったが、今回
は、例えばアセスメントしている体制に対してお金を払う
とか、自由な加算の設定などを自治体がかなり柔軟にでき
るようになった。
　もう１つ良かったことは弾力化。要支援から使っている
場合は要介護になっても使い続けられることは、今までは
住民主体のサービスには適用されていたが、Ａ型にも適用
可になった。つまり、軽度の時から多様なサービスを使っ
ているほうが、要介護状態になった時により選択肢が多く
なる。従前相当や指定相当のサービスはこれから減ってい
かざるを得ない状況なので、多様な選択肢を地域に増やし
ていくことがやはり必要である。
　具体的な見直しのポイントをさらにいくつか挙げると、
今までＡ型は基準緩和型、Ｂ型は住民主体型と言われてき
たが、今回、Ａ型とＢ型の違いは金銭的支援の仕方のモデ
ルの違いで、Ａ型は指定、委託、そしてＢ型は補助・助成
と分かれた。また、訪問介護サービスの提供内容の縛りで、
今までＡ型については介護保険の給付サービスをベースと
する考え方から「老計10号」に準拠と言われたが、この縛
りも外された。つまり、企業・団体等が実施する柔軟性の
高い活動に対して委託によって財政的な支援が可能になり、
大変大きな変化だと思う。
　さらに、ＳＣ・協議体が行う「住民参画・官民連携推進
事業」の創設で、市町村単位で4 0 0 万円の予算が付いたこ
と。ワークショップの実施や多様なサービス 活動の実現
に向けたプロジェクト化、モデル事業の実施など、新しい
ことを何かする時の経費をカバーできるので、とても大き
な進展ではないかと思う。
　そして「多様なサービスの利用がしやすいケアマネジメ
ント体制へ」。ケアマネジメントに、孤独・孤立の状況に
ある者に対する地域の多様な活動への参加支援のためのア

総合事業見直しと包括的な支援体制の構築で変わる
これからの地域づくり環境

岩名 礼介氏
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ウトリーチ等とあり、これはキーワードだと思う。重層事
業と平仄を合わせたような形で、包括的支援体制のほうに
寄せていくという動きだと見ている。「インテークとフォ
ローアップの充実」でインフォーマルなものの利用も含め
て、いろいろな相談機能、アレンジ、マネジメントをする
ならば、１件１件のケアプランに対してお金を払うのでは
なく、体制確保に対して包括的に払えるようになった。
　次に、社会福祉法改正によって、包括的な支援体制の構
築が自治体の努力義務になった。つまり、包括的な支援体
制の構築が目的である重層事業（任意事業）が動き出す自
治体もあり、分野を越えた地域の人のつながりがより重視
される方向になった。
　包括的な支援体制についてはいろいろな事業があるが、
基本的にはソーシャルワークの復興と思っている。制度・
事業中心で考えるのではなく、本人・世帯中心で考える。
今までの福祉行政の仕事は、この制度は当てはまるかどう
かの判断をし、必要な方にはそのサービス・制度を適用し
ていくことだった。しかし、それでは生活が成り立たない
方がたくさんいる。そこで、制度以外の部分も含めて、本
人・世帯をどうサポートするか、必要なものは何かという
観点から、利用者に制度、あるいは環境を合わせていく。
そういう余裕がなくなってきていることは百も承知だが、
だからこそ重層事業をやれば、ある程度の人件費も確保で
きるようになっている。
　また、本人だけではなくヤングケアラー問題も含め、複
雑・複合化した課題の背景には必ず家族等の別の問題があ
る。
　さらに、分野を越える。まず「複雑・複合化した生活課
題　分野を越えた生活課題」を包括的に見て、そして、対
応していく資源もまたフォーマル制度以外のあらゆる資源

関係性を包括的にする。つまり、包摂性や「丸ごと」の
意味合いが強くなったと思う。

　制度と制度の隙間はどんな仕組みをつくってもできてし
まう。今まではその隙間を家族や地域、あるいは企業の福
祉で埋めていた。また、地域の中には、「血縁ではないけ
れど、やけに優しくしてくれる人」「本を買わなくても話
し相手をしてくれる本屋さん」など、かつては曖昧な領域

場所 人がたくさんあったが、今は目的と手段が完全一

致していて、こういう余白がなくなっている。この下の絵
は、瓶はニーズで、このニーズを何とか埋めようと、制度
という積み木を詰め込んでいく様を表している。最初は大
きな積み木が入るが、限界があって瓶の中に硬い積み木が
入らなくなる。どうしても隙間が残り、隙間の部分は砂と
か水のように柔らかいものでないと入らない。それはサー
ビスではなく、もう少し柔軟な何だかよくわからない場
所・人で、それで埋まる隙間がきっとあるだろう。これは、
この瓶を隙間なく埋めるという話ではなくて、「絶対隙間
は残る」という感覚が非常に重要だろうと思っている。地
域で、行政も含めて、この隙間をイメージしながら、これ
と向き合うスタンスを持つことで適切な取り組みにつなが
っていくのではないかと思うと締めくくった。

　全体テーマである「やらされ感を払拭していきいきと活
動する地域づくりのコツや方策」について、全国のＳＣや
行政担当者等から悩みや具体的な方法などが事前アンケー
トにたくさん寄せられた。後半はそのアンケートに基づき
テーマを５つに分け、９人の参加者に鶴山が声をかけなが
ら３人の登壇者も加わって議論を進めた。

　住民主体の取り組みを進める上で、どこでも大きな課題
になっていて、悩んでいるＳＣが本当に多いとアンケート
でも感じたとまず鶴山が述べ、戸澤さんと参加者の山梨県
南アルプス市第１層ＳＣの斉藤さん（Ｐ18参照）に「地域
に入って住民と向き合う大切さ、一緒に考えることが必要

テーマ１　やらされ感を払拭するには？

５つのテーマについて議論を進める

13UFJ

9人の参加者の方々11
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だと思うが、どんな方法があるか。住民の思いを引き出す
方法があれば教えてほしい」という質問について聞いた。
　戸澤さんは、日頃の活動から住民の皆さんと接する機会
はいろいろあり、会話から思いのある人や困り事を持って
いる人が見えてきた。何ができるかを協議体で話し合う中
で、ＳＣも頑張っていると応援してくれる人や、自ら協力
してくれる人が現れた。そういう環境が自然にできてきた
ように思う。思いのある人からつなげていって、それを住
民同士でまた伝えていくことが１つの重要な流れだと感じ
ていると述べた。
　斉藤さんは、この地域で自分らしく暮らしていきたいと
いう気持ちにまずみんなが気がつき、そのために自分は何
ができるかをみんなで話し合った。話していく中で「やっ
てみよう」と思ったことを「失敗してもいいから」と実際
にやってみた。やっていく中で、例えば居場所の場合、「必
要な人がいた」「今まで行ける所がなかった人が来てくれ
るようになった」ことに気づき、やりがいを感じたり、自
分たちも楽しいと実感した。つまり、自分たちの地域を自
分たちのために、そして自分のためにという気持ちで、皆
さんと一緒にやってきたと述べた。
　気づきから始まり、一緒に話し合って、実際にやってみ
て、取り組みを共有しながら、だんだん意識が醸成されて
いくことが大事だと改めて思ったと鶴山がまとめた。

「協議体をどうつくっていけばいいか」「どんなテーマで
話し合いをしたらいいか」「進め方はどうすればいいか」
「継続の方法は？」「会議をすることが目的になってしま
っている」などの課題が多く、意義あるものにするための
ヒントが欲しいという声がたくさんあったと鶴山が述べ、
参加者の南アルプス市の第３層協議体メンバーの中川さん
（79歳）、 山梨県市川三郷町の第１層・第２層ＳＣの佐野
さん、長崎県佐世保市鹿町の第２層ＳＣの田中さんに取り
組みを聞いた。
　中川さんは、８年前に市のほうから第３層協議体を設立
してほしいという話があり頭を抱えた。その時、自治会長
をしていたので、最初は自治会役員で協議体を立ち上げよ
うと思ったが、役員はそれぞれいろいろな仕事を抱えてい
るので押しつけになると思って止めた。地域の支え合いに
関することなので、地域をよく知っている方、また住民に
対する情報を持っている方、そして地域に愛着を持ってい
る方たちに集まってもらったらいいのではないかと考え、
元自治会長、元副会長、元民生委員らに話をすると理解し
てくれ、協議体を立ち上げ現在に至っている。やらされ感
をなくして、協議体を立ち上げるための私なりの１つの考
え方だったと紹介した。
　佐野さんは、昨年度、町民を対象に「支えあいのフォー
ラム」を開催、予想を上回る80人以上が参加。その方たち
に「これからの時代は地域の皆さん同士が助け合って支え
合って生活していくことが大事。一緒に考えませんか」と
呼びかけたところ、20人ほどの方が興味・関心があると手

を挙げてくれた。その方たちを中心に、今年度３地区に分
かれて、３回「支えあいを考える会」（第２層協議体）を
実施。「支え合いをみんなで考えるというテーマに興味が
ある」という人たちが集まり、外国籍の方や高校生など初
めての皆さんたちと出会うことができて、とても新鮮だっ
た。まずはそれぞれの地域で１回目「助け合いって何だろ
うか」、 ２回目「地域を知ろう」というテーマで、地域の
特徴や、あったらいいなという活動を考えた。３回目は３
地区が集まり合同で開催、「支え合いを広める」というテ
ーマで、あったらいいなという活動を具体化するために活
動シートにそれぞれの思いを書き込んだ。「みんなで集ま
ることが何よりも楽しい」「テーマを決めて、みんなで話
し合うこと自体が地域づくりにつながるから、熱が冷めな
いうちに継続的にやっていこう」という声も聞かれ、それ
ぞれの地区で第２層協議体の母体ができ、これからの展開
が楽しみだと述べた。
　田中さんは、６年前から協議体で地域課題の情報共有を
し、課題解決に必要なアンケートを住民に行い、合意形成
を図りながら地域に必要なサービスの創出を進めている。
アンケートの意見を反映して、21年12月には住民主体の有
償ボランティア団体が立ち上がり、23年には初めて子ども
から高齢者までの居場所づくりを開催し、地域共生社会の
実現に向けた活動を協議体と共に実施している。１つのこ
とを実行するにあたり、いろいろな方の意見を聞いて、住
民が求めているものを実施できるので、協議体はかなり重
要性が高く、なくてはならない存在になっていると述べた。

「担い手が高齢化して若い世代の参加が見られない」「共
働きが増え、また70歳ぐらいまで働くようになったので、
担い手が減少している」などの悩みが寄せられ、担い手を
増やすための取り組みを紹介してほしいという声が多かっ
たと鶴山が述べ、参加者の三重県紀北町の第１層ＳＣの山
口さん、香川県多度津町の第１層ＳＣの尾崎さんに取り組
みを聞いた。
　山口さんは、23年度に「支え合い講座」の講師をさわや
か福祉財団に依頼して実施した。講座の後、その気持ちを
切らしてはいけないと交流会を２回実施。参加者の方々か
ら「支え合いについての話し合いをもっと続けていきたい」
という声が挙がり、今年度、気軽に支え合いについて話を
する場として「未来塾」（参加者で名前を考えた）を３回
実施、友達を誘って来てもらうようにして仲間が増えてき
ている。今年度の「支え合い講座」は、活動につなげてい
けるように実践者からの話を聞き、身近にできることを考
えてもらい、やってみたい気持ちを応援する講座にしたい
と思っていると述べた。
　尾崎さんは、移動支援が３年前から始まり、当初はチラ
シ等で担い手募集をしたが、一番集まったのは第１層協議
体の方（住民）の直接の声かけだった。集まった方々が他
の方にも声かけをしてくれ、人と人とのつながりの中で担
い手が集まっていると紹介した。

テーマ２　協議体について

テーマ３　担い手を増やすには？

program語ろう編
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　参加者の神奈川県高齢福祉課の加藤さんは市町村ＳＣへ
の支援や介護予防事業などへの市町村支援を担当している
と鶴山が紹介した。
　加藤さんは、神奈川県でもＳＣへの支援は重要であり、
地域での支え合いが必要であるということで県社協に委託
して研修を実施したり、さわやか福祉財団と連携してアド
バイザー派遣などをしている。長崎県の取り組みについて
非常に丁寧に取り組まれていると感心して聞いていた。評
価指標を自主評価していくことによって、だんだん活発に
なってきたのかと西村さんに尋ねた。
　西村さんは、活発になってきたと思う。何年かローリン
グしていくうちに、少しずつ意味や目指すべきところがわ
かってきて、次の展開に気づく。この気づきがすごく大事
で、次の展開に持っていくモチベーションにもつながるの
で、一定の効果はあると見ている。８年続けられてきたの
はそういう意味合いがすごくあると思うと答えた。
　岩名さんは、長崎県は指標に伴って軸を持ったヒアリン
グをしているので、それは戸澤さんの「目指す地域像」と
同じで、目指すゴールイメージみたいなものをふんわりと
示すのが、本来は指標の役割だと思う。たくさん会話を繰
り返すことによって目指す方向が温まっていくツールとし
て、指標が活用されているのかと西村さんに聞いた。
　西村さんは、その通りで、さらに市町へのヒアリングで
の有識者のアドバイスによって広い視点を入れられるのが
大きいと答えた。

　参加者の大阪府四條畷市の第１層ＳＣの橋本さんは、地
域共生社会の実現について、支え合いの中で大事なことは、
我が事・自分事としていろいろなことを捉えることで、そ
れで地域の方も参加すると思う。みんなで地域福祉を考え
る時、一人ひとり感性が違うので、1938年生まれの母親が
困った時にいつも言う「ケ・セラ・セラ、何とかなる」の
気持ちを大事にして活動していけたらいいと思う。自分が
楽しんでいたら、たぶん周りの人も楽しいと思ってくれる
だろうし、周りの人が楽しいと思うことを自分も楽しむこ
とで、何か１つできあがるかなと思って活動をしていると
述べた。
　次に、地域は高齢者だけで暮らしているわけではないの
に、行政も予算も縦割りなので、ごちゃまぜにつながるこ
との難しさはどうかと鶴山が戸澤さん、西村さん、岩名さ
んに聞いた。
　戸澤さんは、高齢者の問題を高齢者だけでは解決できな
いことがわかり、全世代にアプローチすることが必要であ
り、結果的にごちゃまぜになることが大切だと感じながら、
それを意識してアプローチしていると答えた。
　西村さんは、縦割りという弊害はありながらも、例えば
重点項目の１つ「ケアラーへの支援」について言えば、い
ろいろな分野にわたる複合的な課題を持っている家庭への

支援は１つの施策だけでは当然やれない。「包括」という
言葉を使ったポジションができたことで、長寿社会課地域
包括ケア推進班が担当し、産業労働分野の雇用労働政策と
連携した施策を打ち出すためにワーキングチームをつくっ
て一緒に取り組んでいると述べた。
　岩名さんは、人間の社会は混ざる時もあれば、混ざって
いない時もあるのが自然状態であり、「ごちゃまぜになっ
ていないといけない」という何か強迫観念みたいなものが
ないかと点検したほうがいい。つまり、高齢者だけで集ま
っている所はそれでいいし、そこに高齢者以外の人が入っ
てきた時に排除する必要はない。まさに「あるがまま」と
いうことが「ごちゃまぜ」の本質なのだと思う。だから
「ごちゃまぜである」というほうが正しく、「ごちゃまぜ
にする」という感覚は必要ないと思うと述べた。
　最後に、参加者の宮崎県都農町のＮＰＯ法人代表の青木
さんに感想を聞いた。青木さんは、皆さんの活動をいろい
ろ聞いて、やはり住民からの意見で活動を広げていくこと
がとても自然だし、そうであるから広がるんだとすごく思
ったと述べた。
　登壇者に参加者へのメッセージを聞いた。
　岩名さんは、以前支援に入った自治体に10年ぶりに入っ
たが、人口が６割くらいに減っていた。過疎地での減少は
本当にすさまじく、いろいろなことができなくなっている。
住民もとても不安になるだろう。しかし、そういう時に、
つながるとか話し合う場などが生まれてくる。そういう機
会を捉えて、地域での話し合いを増やすことが今後大事だ
と述べた。
　西村さんは、単身の高齢者がすごく増えており、住み慣
れた自宅で過ごしたいという希望があり、訪問看護の方が
看取りまで行うという動きも出てきている。生活支援もし
っかりと成り立たせる必要があるので、住民主体の支え合
いが非常に大事になってくる。今後も引き続き市町の現場
のニーズを聞きながら、県として後方支援していけること
を考えていきたいと述べた。
　戸澤さんは、「助けてほしい」という声をもっと上げら
れるような地域にすることが一番大きな課題になっている。
助け合いが当たり前にならないと、頼みにくいだろうと感
じている。他の市町村や他県の取り組みを今後も参考にし
て進めていきたいと述べた。
　最後に鶴山は、岩名さんが示した隙間（Ｐ54参照）はと
ても大切だと思った。住民は百人百様であり誰もが困るこ
とがありできることもある。皆の持っている力を活かして
いけるのが、あの隙間でもあるのではないか。人口が減っ

ていき、家族機能が低下し、ご近所
の関係の希薄化が進む中、助け合い
をもっと広げていくことが必要であ
り、さらに世代を超えて人と人との
つながり、地域での人と人との関係
性を広げていくことがＳＣにとって
も大事な役割ではないかと改めて実
感したと締めくくった。鶴山 芳子

テーマ４　都道府県の支援について

テーマ５　地域共生社会に向けて
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　冒頭、進行役の鶴山芳子が居場所と有償ボランティアに
よる生活支援、移動支援という大変ニーズの高い住民主体
の３つの活動について、どうしたらいろいろな課題を解決
して助け合い活動を広げていくことができるか、改めて助
け合いの基本を共有しながら、様々なノウハウや制度の最
新情報を学んでいきたいと趣旨を述べた。前半は、３人の
登壇者に事例を通して住民の思いや住民だからできる助け
合い、そして移動支援の制度についての最新情報を紹介し
てもらい、後半は、事前アンケートを基にした設問を参加
者の皆さんに投票してもらいながら、課題解決のヒントを
皆さんと考えていきたいと説明した。

　無償ボランティアから始まり、有
償ボランティア、時間通貨を活用し
た無償の助け合いと柔軟に活動を進
化させながら、継続して共生型常設
型居場所づくりを実践し、静岡県袋
井市の協議体のメンバーとしても活
躍している、助け合い活動歴30年の
稲葉ゆり子さんが、自身の体験を基

に助け合いの基本や思いを、「人がつながると助け合いが
広がる」ことを実感として語った。
　きっかけは、「その人がいたから」「その子を見たから」
「その声を聞いたから」「助ける」が始まり、たまたま借
りることになった「その家」に出合ったから、「いつ来て
もいい、いつ帰ってもいい」を合い言葉に毎日開ける居場
所を始め、そこで「困った」が見えたり聞こえたりしたこ
とだった。そして、様々な変化を楽しみながら信頼関係も
でき、さらに、いつも「助ける」側にいる人が「助けて」
となり、仲間に支えてもらった感動と合わせて「助けられ
る」側の気持ちを話し、支える仕組みが「助けられる人」
の気持ちに沿う活動に近づいた。また、無償の助け合いは
身近なちょっとしたことを自然に自由にできることが多く、
甘えても大丈夫みたいなこと。有償ボランティアは頼みや
すく、必要なことを必要なだけしてもらえることで感謝と
信頼につながる。

　一番「つながる」を実感できるのが居場所で、いつでも
誰でも同じように受け入れて20年。途中、場所も変わった
が、家が広くても狭くても、田んぼの中でも駅前でも世代
を超えた人たちが自由に出入りした。毎日来る人、週に２
～３回、時々来る人、ちょっと寄ってお茶だけ飲む人、昼
ご飯を食べに来る人。昼ご飯は家賃に合わせて3 0 0 円の時
と5 0 0 円の時があったが、いつも盛況。賑やかに話す人も
いれば、寝ている赤ちゃんを見守ってくれる認知症の女性、
子どもたちに話しかけるおじいちゃんやおばあちゃん、縫
い物をしてくれる人とそれを見ている若い女性。引きこも
っていた30代の女性はこの居場所がきっかけで就労につな
がった。２時間も３時間も黙って座っていた若い男性は何
回目かにようやく天文学を学んでいたと話し、いい顔でみ
んなとの付き合いが始まった。大声で入ってきた70代と思
しき男性はお酒を飲んでいるようで、「お茶をくれ」とボ
トルを出すので、少し温めのお茶を入れて渡すと、その後
も時々寄るようになり、ある時、出ていく彼を何気なしに
見ていたら、両手を合わせてこの居場所を拝むようにして
いた。「お汁粉ある？」って寄ってくれるのはブラジルか
ら来ている女性。中国からの留学生は大学とバイトの合間
に来て、気持ちのいいお手伝いをしてくれた。ベトナムか
ら来たお嫁さんは昼ご飯の調理を手伝い、ベトナム料理も
作ってくれ、おばあちゃんたちに日本語を教わった。20数
年前、最初に出会った認知症の方はもうお亡くなりになっ
ているが、曾孫にあたる方まで４代の付き合い。10年間、
お茶を出してくれた95歳の女性は、会うと「楽しかった。
居場所があったから人と話ができた」と今も喜んでくれて
いる。
　テレビのニュースで知った子どもの貧困に驚いて、高校
生までと80歳以上は無料の「土曜日はカレーの日」を始め
た。ジャガイモを箱で送ってくれる仲間や大袋のタマネギ
をくれた近所の人など、みんなが協力してくれた。あまり
広報はしなかったが、市内の子どもたちや高齢者、市外か
らも家族で足を運んでくれるなど、多くの人と出会える機
会になった。そして、７年経ったところでコロナになり、
今は形を変えた出会いの機会をつくっている。居場所は人
をつなぎ、助け合いを創出し、人の成長をも見せてくれる。
これが居場所の効能・効用であり、それが継続して「地域

稲葉 ゆり子氏

居場所と有償ボランティアをどう広げたらよいか
誰もが助けてと言える場づくりと
助け合い活動の進め方とは

【進 行 役】
【登 壇 者】

鶴山  芳子 （公財）さわやか福祉財団常務理事　共生社会推進リーダー

河崎  民子氏 （特非）全国移動サービスネットワーク副理事長

稲葉  ゆり子氏 たすけあい遠州代表

渡邊  典子氏 （特非）ほっとあい副理事長

つながって はじまる
一つ一つの助け合い
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の居場所」になる。
　ＳＣの皆さんへ。課題は人口減少や高齢化だが、地域の
ことに無関心な人が多く、「どういうこと？」となる。課
題が伝わってはじめて「これからどうする？」になる。Ｓ
Ｃさんたちには、誰が参加してもいい機会を小刻みに何回
もつくり、「これからどうしたい？」を投げかけてほしい。
また、活動の現場を見学し、そこでいいものを見つけたら
必ず行動に移す人がいると思うので、対象者を決めないで、
伝えること、話し合うこと、実際に見学することを進めて
ほしい。そして、新しい制度や市町村の取り組みなども地
域全体に流してほしい。全体の意識が高まることがやりや
すい状況をつくる。皆さんの熱意が言葉になって届いたら、
地域の人たちの取り組みにつながると思う。
　すでに近所の人に買い物やゴミ出しを手伝ってもらって
いたり、いつも集まって話しているなど、始まっているこ
とを見たり聞いたりした時に「いいね」を伝えることが最
初の一歩。小さな助け合いを生み出している人たちを大切
にしてほしい。そして、「これが足りない」「ここが心配」
「何かしたほうがいい」を複数の人が共有できたら組織化
を考える。ちょっとだけ覚悟ができそうな人に中心になっ
てもらって、誰もが必ず何かできるから、ちょっとずつ分
担すれば大丈夫。地域のこれからを思う人たちで立ち上げ
た活動は継続する。社会の状況は常に変化しているので、
理念を全く同じにすることは考えにくいから、後継者につ
いては考えなくていいと思う。

　最後に、「心の躍る時は、助け合いのイメージが生まれ
た時、『ありがとう』が届いた時、助けたり助けられたり
が『楽しい』になった時。つながる人たちがいて、助け合
える仲間がいる。『ありがとう』を交わす日々がある。そ
こにいきがいが生まれると思う」と助け合いの気持ちを述
べ、「どのまちでも小さな助け合いの芽が育ってくること

を期待して、一緒に進めましょう」とエールを送った。
「ずっと活動してきて今でも楽しいですか」と鶴山が尋ね
ると、稲葉さんは、楽しいから30年続いた。やはり人と人
との出会いが楽しいし、心からの「ありがとう」をもらう
と本当に嬉しい。自分がちょっと弱って、「ありがとう」
を言う立場になって初めて「ありがとう」の重みに気づい
た。「ありがとう」を交わすことは本当に楽しいと述べた。
　誰でも受け入れる居場所のコツを鶴山が聞くと、稲葉さ
んは、認知症や障がいの方が見えても特別扱いはしない。
やれることをやってもらうし、普通の会話をする。そこが
基本で、とにかく「普通でいいのよ」という中でみんなが
付き合うことだと答えた。

　介護保険が始まる前から有償ボラ
ンティア、生活支援の活動をし、そ
の中で移動支援も含めて様々なニー
ズに応えて活動を広げ、また、生活
支援体制整備事業を推進する宮城県
のメンバーとしても活躍している助
け合い活動歴約30年の渡邊典子さん
は、具体的な立ち上げ・活動などを
紹介すると共に、助け合いの基本や思いを語った。
「住民参加型在宅福祉サービスほっとあい」は、「困った
時はお互い様」の助け合いの気持ちで始め、目的は「高齢
の方も障がいのある方も子どもたちも誰もが、人間として
の尊厳と生きる意欲を持ち続けて、自分らしく安心して暮
らしていくことのできるような地域づくりと、いきがいの
ある長寿社会を私たち住民が参加し協力してつくっていく」
ことである。地域の現状と課題を自分事として考えて共有
し、できることから困ったに対応するように活動し、今も
その目的は変わらない。
　立ち上げの経緯は、1997年９月に大河原町社会福祉協議
会主催で「在宅福祉を考える学習会」があり、参加者は40
代から最高齢78歳、60代が中心で46人。10月で研修会が終
わったが、11月にまずお茶飲み会を始め「地域に必要なこ
とで、自分たちに何かできることはないか」と話す中でお
互いに親しくなり、実現のために一緒に考えてくれる人に
声をかけたりした。12月に事前調査と事前学習として、先
進グループの見学やさわやか福祉財団との出会いがあった。
町の福祉課、社協への説明・協力依頼などをし、98年２月
に目的 理念・活動の内容を決め、「助け合う」「温かい」
「愛」を託してグループ名を「ほっとあい」に決めた。対
象者は助けを必要とする地域の方で、生活支援と軽介助に
し、助けてほしいこととできることをマッチング。自発性、
先駆性、柔軟性を持って進めていこうと決めた。
　民生委員や社協、近所の在宅介護者から「支援してほし
い」という声がどんどん来たため、試行的な活動（無償）
を開始した。視覚障がい者の家族支援、身体に障がいのあ
る高齢夫婦の生活支援、父子家庭の登園支援、一人暮らし
の93歳の支援、入学式の親代わり、歩行困難者の散歩支援

助け合い活動の進め方　誰もが助けてと言える場づくり

立場だからできる支援
地域の今が地域の人に伝わっていますか

地域のこれからを地域の人と話しあう機会はありますか

新しい取り組みを地域の人と見学することはありますか

新しい制度をより多くの地域の人に伝達されていますか

地域に届く言葉がきっかけになります

渡邊  典子氏
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などで、公的支援では不足、あるいは対象外で、日常的な
隣近所の支え合いでは継続的な支援ができにくい、若干専
門性が必要な内容だった。約半年間の試行期間中に、この
活動が継続の必要がある地域福祉貢献活動であると参加者
が実感し、また、「無償ではお願いしにくい」「お金を取
ってもらいたい」という声が挙がり、有償ボランティアで
行うことに決定し、98年10月に設立した。運営資金は助成
金、発起人からの立ち上げ基金、有志の寄付、不用品の持
ち寄りだった。そして、広報は支援者の獲得、地域住民へ
の呼びかけ、パンフレットの作成、新聞や町・社協の広報
紙にも掲載してもらった。
　有償ボランティアにした理由は、助ける側と助けられる
側の対等性。助けを受ける側は、感謝の気持ちを表したい、
無償では気が引けるという強い気持ちがある。一方、支援
する側は、活動を継続していく上で交通費やお弁当代程度
の謝礼があれば助かるし、やる気と責任を持つことにつな
がる。そして活動意欲があれば誰でも広く参加の機会が得
られる。また、認知症予防・介護予防にもなり、我が事と
して感じる感性が育まれる。最も大切なことは、心の交流
があって、信頼関係の上に成り立ち、お互いのいきがいに
つながること。
「ファミリーサポートほっとあい」（有償ボランティア）
は会員登録制で、利用会員、協力会員にそれぞれアセスメ
ントをし、事務局のコーディネーターが仲介する。調整役、
コーディネーターの役割がとても大きく、傾聴することと、
支援のつながり状況を見ることが大切で、有償ボランティ
アが入ることで、これまでの必要なつながりが途絶えない
ようにしている。問題の解決が複雑な時や重複する問題が
ある時は複数で調整の支援をしたり、関連機関に相談した
り、ケアマネジャーや地域包括支援センター、社協との連
携などもして進めている。
　利用会員の方には、「困った時はお互い様」の助け合い
活動であり、家政婦の活動ではないこと、支援の内容や困
り事は遠慮なく話してほしいと言っている。協力会員の方
には、設立の目的・理念・活動について説明し、賛同して
もらった上で、自分ができることをできる時間でと伝えて
いる。また、定例会に参加してもらい、研修や情報共有を
している。活動内容は支援を必要とする人の要望によって

広がった。
　移動支援も生活支援と結び付き、信頼関係があって初め
て成り立つ。つまり、「感謝」「信頼」「交流」がなくて
はならない活動である。例えば、認知症の方への服薬やゴ
ミ処理などの支援をする時、大切なのは地域の人たちの役
割、家族の役割、本人の役割で、これまでの関係を切らな
いで、地域の人にはできないことを支援している。そうい
った中で地域、家族、本人との信頼関係ができ、認知症は
緩やかに進んでいるが、今も支援が続いている。

　01年３月から、「支え合い助け合いの心」で、集いの場
「ほっとあいの家」を開始、その思いは稲葉さんが話した
ことと同じ。大切にしていることは役割で、役割があると、
そこに自分の居場所を見つけることができ、尊厳につなが
ると実感している。何もできないと言う方には「あなたの
存在感、それも大切な役割」と伝えている。
　集いの場はベンチからも始まるし、ご近所、仲間の集い、
ラジオ体操、地域の行事、防災の取り組みからと多様で、
そこから自然に気にかけ合い、見守り合い、人と人とのつ
ながり、仲間としての共感が生まれ、困った時はお互い様
というふれあいの絆が始まる。「手伝って」「手伝わせて」
と、支援してほしいことをできる人ができる時にして、自
然なつながりになっていく。無償か有償かは内容によって
柔軟に考えればいいと思う。
　身近な地域の生活の中で自然にしていることや、様々な
取り組みが支え合いにつながっていることをまず認め合い、
大切にし合い、必要だが、足りないことは何か、どうする
かと、我が事として一緒に考えて支援することだと思う。
住民が自ら取り組む気持ちを見逃さないで、仲間づくり、
担い手づくりを支援する。自分たちの活動に合う仕組みを
柔軟に取り入れて助け合い活動を広げてほしい。
　私たちの願いは、歩いていくことができる、あるいは、
ついでに車に乗せてもらえる範囲に気軽に集まる場所があ
り、日常的に支え合い・助け合いがご近所で自然に行われ
ていること。ご近所ではやれないような家事援助や移動支
援、配食などをＮＰＯ等が行い、地区の助け合いやＮＰＯ
等がネットワークを組んで、必要な支援を行っていること。
医療・介護など専門的なサービスを提供する公的サービス

1

家家のの中中にに入入っってて生生活活援援助助ををすするる際際にに大大切切ななこことと・・・・
信信頼頼関関係係

信信頼頼関関係係をを築築くくににはは・・・・・・・・・・
①①公公私私のの区区別別をを明明確確にに
②②原原則則的的ににはは計計画画さされれたた内内容容にに
③③時時間間をを守守るる
④④利利用用者者のの暮暮ららしし方方やや価価値値観観をを大大切切にに
⑤⑤安安全全へへのの配配慮慮
⑥⑥チチーームムケケアア（（報報・・連連・・相相））
⑦⑦利利用用者者のの立立場場にに立立つつてて考考ええててみみるる（（守守秘秘義義務務等等・・・・））
⑧⑧傾傾聴聴すするる
⑨⑨日日常常生生活活のの中中のの変変化化をを注注意意ししてて見見るる（（体体調調・・生生活活のの仕仕方方・・
心心情情・・物物品品購購入入状状況況等等・・虐虐待待状状況況等等））

⑩⑩政政治治・・宗宗教教をを支支援援にに持持ちち込込ままなないい
⑪⑪金金銭銭のの扱扱いいににはは、、本本人人とと調調整整役役とと話話しし合合っってて
⑫⑫歓歓迎迎さされれなないい人人はは、、ここんんなな人人。。自自分分をを振振りり返返っっててみみよようう
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や行政のサービスが必要な時には受けられ、上下関係なく
関わり合って連動して対応していること。これはさわやか
福祉財団が以前から目指している地域の姿で、地域を振り
返る時の視点にしていると締めくくった。
　助け合いとサービスの違いを鶴山が尋ねると、渡邊さん
は、地域の身近な支え合い・助け合いが一番ベースになり、
感謝・信頼・交流がサービスと違う基本的なところだと答
えた。

　全国各地で移動支援を推進してい
る河崎民子さんは、「つながる＆支
え合う地域づくり」というテーマで
「住民互助の移動支援活動」の事例、
有償ボランティアを促進する国土交
通省並びに厚生労働省の「制度改正」
を紹介した。
　移動・外出支援は、北海道から沖

縄まで広がってきていて、皆さん楽しみながら実践してい
る。厚労省が毎年発表している65歳以上の者がいる世帯の
世帯構造年次推移に関する23年の結果では、３世代同居は
７％で、親と未婚の子のみが20％ぐらい、夫婦のみ、独居
がそれぞれ32％ぐらい。つまり、３世代同居の時代にあっ
た家庭内の福祉的機能がもはや期待できなくなっている。
それを地域が果たしていけるかどうか、ここができる・で
きないの大きな壁になってくる。
　住んでいる神奈川県大和市では、高齢者がいる世帯の約
42％が独居（23年時点）で、「おひとりさま支援条例」が
あり、おひとりさまに対して行ったアンケート調査の結果、
「同居していない家族や友人たちとのコミュニケーション
頻度」で、「直接会って話す」「電話」とも「月１回未満」
と「全くない」が40％を占めていた。また、全世代対象の
幸福度調査（23年度）で、心を許せる人（家族・親族、友
人・知人など）が多様にいる人は幸福度が高いことがわか
った。
　孤立させてはいけないと、国では孤独・孤立対策推進法
などもつくったが、それは地域でやることなのではないか
と思っている。これからの地域社会のあり方は居場所づく
りも困り事支援も移動支援も、つながりや支え合いがある
地域をつくることが目的であって、移動・外出支援を「地
域交通の補完」として捉えると間違えると思っている。
　住民参加・社会参加を後押しする機能や資源は、まずＳ
Ｃ・協議体の配置、社会福祉法人の制度改革（公益的な取
組を実施する責務）、 自治体等による立ち上げ支援、通達
の全面改正（道路運送法における許可又は登録を要しない
運送に関するガイドライン）で、社会福祉法人の車両を活
用する事例もすごく増えている。自治体等による立ち上げ
支援では、静岡県では今97の地域で行われている。しかし、
行政自ら住民主体をつくるのは難しいところがあり、アド
バイザー派遣や相談窓口設置が功を奏している。

「乗り合って」サロンやスーパーへ行く事例と、通院や美
容室などへ行く場合の「個別に」生活支援と一体型に移動
支援をする事例が多い。神奈川県海老名市浜田町の「サロ
ン等の送迎を考える会」は、地域のマイカーの方たちがボ
ランティアでサロンまで送迎するもので、簡単に始めるこ
とができる。今年１月の市の「広報えびな」に「目指すは
“みんなで楽しく暮らせるまち”」 と大きく掲載された。
このように広報して、地域づくりの住民合意をつくってい
くことがとても大事である。
　神奈川県秦野市の「とちくぼ買い物クラブ」は買い物支
援で、事業の効果は「車の中で悩みを話す人ができてスト
レスが解消され、安心感が生まれたようだった」「地域の
コミュニケーションが活発化した」「ボランティアが特別
なことではない雰囲気が地域に生まれた」など。移動支援
は地域づくりにつながると、皆さん実感している。
　生活支援サービスなどとの一体型支援の事例として、長
野県須坂市の「旭ヶ丘地区生活たすけ合いの会」は、車を
使わない支援と車を使う支援があり、公用車もマイカーも
使えるようになっているのが特徴。東京都町田市の「成瀬
お助けたい」は賛助会員（賛同して賛助金を出している地
域の会社 店舗）という仕組みをつくり、会員になっても
らった店舗や病院・クリニックなどにポスターを張っても
らいメンバーを増やす助けにもなっているし、賛助金も集
まっている。
　神奈川県横浜市港北区の「菊名おでかけバス」は、ルー
ト運行の事例で、車は地域の葬儀屋さんが週に１回提供し
てくれる。こういう活用の仕方もある。
　許可・登録手続き不要の互助活動について、国交省の通
達が今年３月に大きく書き換えられた。大事なところは
「地域での互助活動・ボランティア活動による運送にも一
定の役割を持たせないと社会・経済活動の維持が困難にな
ることも現実である」というところで、前向きに互助活動
を捉えている。具体的には、「いかなる場合や形態におい
ても利用者から『実費』を収受できる」。 実費とは「ガソ
リン代等の燃料代」「道路通行料」「駐車場料金」「保険
料」「車両借料」など。また、「自治会等の地縁団体が
『会費』で運送を行う場合は、利用する人の『会費』を高
くすることができる」。「自治会等」は市町村社協、地区
社協、自治会・町内会、まちづくり協議会、マンション管
理組合、老人クラブ等で、そういう所が自ら運送サービス

国土交通省の許可・登録不要のガイドライン改正
総合事業の「サービス・活動Ｂ」＆「Ｄ」を活かしたい

河崎 民子氏

…

9

(1

9



61フェスタ2024

program語ろう編

を提供する時は、運転手に報酬を自分たちが持っているお
金の中から支払ってもいいし、利用する人のために車が必
要なら、その購入費・リース料・維持費も利用者からもら
っていいと改められた。それから「生活支援サービスなど
との一体運送において『実費』を収受できる」。 今まで車
を使う場合ガソリン代をもらってはいけなかったが、上乗
せしてもらっていいとなった。ただ、注意することは、病
院等での付き添いで長時間かかると利用者は利用料がかさ
むし、ボランティアも負担なので、利用規約やパンフレッ
ト等に「利用者の希望により、送り届けやお迎えを可能と
する」等の記載を入れる。また、「市町村等は運転行為の
有無にかかわらずボランティア人件費として補助金を拠出
できる」「団体は運転ボランティアに対して報酬を支払う
ことができる」となった。つまり、運転ボランティアを含
めて人件費を補助できるし、補助を受け取った団体は運転
行為をした人を含めて自由に配分していいとなった。
　厚労省の今年８月５日の通達は、「申請額の計算等に住
民コストが発生することを踏まえ、市町村が附随的な活動
であると判断する場合は、定額を補助・助成していい」と
なる等、総合事業の補助・助成の対象経費が様々に認めら
れた。例えば、ドライバー養成のための研修費なども対象
となり、とても取り組みやすくなったと締めくくった。
　地域交通の補完と考えると間違えるという点について鶴
山が尋ねると、河崎さんは、住民参加の仕掛け・仕組みを
盛り込んでいかないと、せっかく大きなお金を投じても、
あまり乗らないという状況が出てくる。住民の方がその気
になって、自分たちでできる移動支援をやりたいとなった
のに、行政のほうで考えていることがあるからと止めるこ
ともある。しかし、つながりをつくるために住民の方々は
移動支援を立ち上げるのであって、決して交通を補完する
ためではない。つながり・支え合いをつくるためにやると
いうことをもっと基本に据えてほしいと思うと答えた。

　後半は、事前アンケートを基に居場所、有償ボランティ
ア、移動支援について課題になっていることを設問にし、
投票機能を使って参加者の皆さんに投票してもらった。そ
の後、投票数が多かった課題について登壇者に解決策のヒ
ント等を鶴山が聞いた。

【居場所】
「あなたが行ってみたい居場所とはどんな居場所ですか」
を３つ選んでもらった。

　続いて、「最も悩んでいる、聞いてみたいことは何です
か」を１つ選んでもらった。

　Ａについて、稲葉さんは、しっかりできる人を中心にし
ようと皆さんは思うようだが、「そういうことならやって
みたい」「その時間なら空けることができる」など、ちょ
っと覚悟できる人に気軽にやってもらうようにしている。
20年以上の体験の中から思うことは、何もかもできる人を
中心に据えると、その他の人が後へ続く人になってしまい
がち。ちょっとずつお願いするほうが一人ひとりが育ち、
役割を見つけるようになると述べた。
　Ｂについて、稲葉さんは、自分で何でもしようとは思わ
ず、この人と思えば、年齢を問わず簡単なことをまず頼む。
例えば、初めて来た80歳の人に「おいしいお茶を出して」
と頼むと、そのうち「お茶は任せておいて」になり、「お
客さんにありがとうと言われ、本当に満たされている」と
言うようになった。若い人が来れば「パソコンできる？」
と振る。私自身を含め周りの人が上手に“助けられ上手”
になることが、それぞれに役割ができてくるといつも思っ
ている。「できない」と言われても、「大丈夫よ」と言う
と、例えば、「食事作りは苦手」と言っていた人が地域の
食事の作り手になっていくことがある。やはり、やってみ
てもらう体験が一番必要。ことに居場所はみんなが見える

居場所、有償ボランティア、
移動支援について課題になっていること

行きたい時にふらっと行けて、
帰りたい時に帰れる 32％
子どもから高齢者まで、認知症の人、
引きこもりの人、外国人など誰でも行ける 15％
おしゃべりができる 14％
おいしい食事が食べられる 11％
趣味活動ができる 11％
夜や土日に開いている 11％
体力づくりができる   6％

Ａ 中心となる人をどう見つけたらよいか 31％
Ｂ 老若男女あらゆる世代の担い手づくりの

具体的な手法を教えてほしい 31％
Ｃ メンバーが固定化されていて、

その中に入るとよそ者感が生まれてしまう 12％
Ｄ 担い手が足りない 11％
Ｅ 気軽に使える場所がなかったり、空き家の

活用など課題があり、なかなか進まない 11％
Ｆ 認知症の人の参加についてどう進めたらよいか 3％
Ｇ 軽食をつくってみたいという思いがあるが、

予算がない 1％

地域の移動・外出を支える 交通手段と 道路運送法

一般乗合許可
（４条）

・路線バス等
・デマンド(予約)乗合タクシー

一般乗用許可
（４条）

・一般タクシー
・福祉(車両)タクシー
・福祉限定タクシー

自家用有償旅客運送 
2006年創設 78条2号
呼称:公共ライドシェア

・交通空白地有償運送
・福祉有償運送

許
可

登
録

道路運送法

許可・登録の手続き不要の互助活動
道路運送法の枠外 (通達：2024年3月全面改訂）

互
助

16

（自治体ライドシェア）
78条2号活用

・訪問介護員による有償運送（４条ぶら下がり）
・日本版ライドシェア(自家用車活用事業) 2024年創設 78条3号活用

緑ナンバー二種免許

白ナンバー普通免許
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所でやるから、よけい元気が出ると述べた。
　Ｃについて、稲葉さんは、田んぼの中の大きな家の時は
大勢来たけれども、「最初は入りにくかった」という声を
聞いた。しかし、駅前でやった時には、みんなが自然に出
入りするから、誰が来ても当たり前だった。だから、固定
化というのは、居場所の位置もあるかもしれない。また、
どの世代も、男性も女性もいるほうが、人は自然に融和す
ると思う。頭で考えるより、やってみることが大事だと述
べた。河崎さんは、居場所は多様にあっていい。仲良しの
人たちの居場所もすごく大事だし、そこに入りにくいなら、
居場所を新たにつくったらいい。全市的、あるいは全地域
的に集まる居場所をつくって、送迎をつけているという事
例もあるので、多様なやり方があると述べた。鶴山は、こ
れからつくるのだったら、常に開かれてオープンにしてい
る居場所もいい。「“下駄履き”で入るのは気軽でいい」
という声もあるので、そんな工夫も必要かもしれないと述
べた。
　Ｄについて、渡邊さんは、担い手は足りている。定期的
にたくさんの方が参加し、皆さん、役割が自然にできてい
る。助けてもらわないと大変なので、「手伝って」と頼む
と、皆さんできることをやってくれる。見学に来たり試し
に来た方にも「手伝って」と頼み、そのうちやりがいを見
つけて自然にメンバーになるという流れになっている。私
の役割は役割探しだと述べた。

【有償ボランティア、生活支援】
「地域の人たちが有償ボランティアとして頼んでみたいこ
とはどんなことだと思いますか」を１つ選んでもらった。

　続いて、「有償ボランティアを創出していく上で最も悩
んでいることは何ですか」を１つ選んでもらった。

　Ａについて、渡邊さんは、住民の意識改革を促すような
研修は、町の福祉課、社協、地域包括支援センター、実際
に活動している団体、みんなで協働してつくり上げていく
ことがとても大事。住民が助け合いに参加することの意
味・大切さ・目的がわかるように、それぞれの立場から話
をすることも大切。そして、「自分事」と思ってもらえる
ように、いろいろなワークショップを組み合わせながら行
う。支援したいと思っている方はたくさん地域にいると思
うので、種を蒔きつつ、これまでの地域の状況をよく把握
しながら進めていくのがいいと思う。また、さわやか福祉
財団はじめ、いろいろな団体が意識改革するための方法を
考えて活動しているので、協力を得ながら研修を開催する
といいと思うと述べた。鶴山は、これから本当に住民の力
が必要であることを、行政が地域のデータも使って示しな
がら、例えば首長から住民へのメッセージを話してもらう
と住民に危機感が伝わったりする。また、神奈川県川崎市
の「地区カルテ」の取り組みなど、地域のデータを小さい
圏域で出すなど、いろいろな方法があると思うと述べた。
　Ｂについて、渡邊さんは、インスタグラムやホームペー
ジ、フェイスブック、チラシなど、いろいろな形で発信す
ることが大切だと思う。例えば、地域のフリーマーケット
に出店した結果、仲間意識ができたと同時に、いろいろな
人との出会いがあった。人材発掘のチャンスは、小学校の
ＰＴＡ、床屋さん、電気屋さん、いろいろな所にあると思
う。また、育成のヒントは、地域の様々な集いの場や、有
償ボランティア・無償ボランティアをしている団体等との
話し合いや見学で得られると述べた。河崎さんは、移動支
援だと、秦野市が６年ぐらい前から「地域支え合い型認定
ドライバー養成研修」を無料で受けられる機会をつくり、
それが広がり、今、神奈川県内15ぐらいの自治体が無料で
実施している。そこに来た人たちが、いろいろな地域の課
題や法制度、事例を知って、ボランティアになってくれる
ケースもあるので、行政側への働きかけもやっていく必要
があると思うと述べた。
　Ｃについて、稲葉さんは、有償ボランティアに限らず居
場所でも移動支援でも共通項かもしれないが、やはり今何
が必要かということをどれだけの人が情報として持つかと
いうことが大事。市の広報などで特集を組むと、「こんな
困ったことがあるんだ」「ちょっとならお手伝いできるか
もしれない」と思い、参加する人が増えるのではないかと
思う。だから、関係あるなしにかかわらず、時々広くきち
っと住民に知らせること。福祉関係は制度が変わるから、
それも知らせながら、まちの状況を知らせない限り、生活
支援の理解は届かないような気がする。「小さなことの参
加でもいい」と敷居を低くするようなことを、行政やＳＣ
さんたちが地道にやっていくことで、地域にすっと広がる
のではないかと思う。これまでの活動の中で「“私のもの”
にしないで“みんなのもの”にしよう」と、受け取った情
報をみんなに流すという姿勢を貫いてきたと述べた。鶴山
は、家族機能が弱くなってきているから、生活支援の仕組
みの必要性をぜひまちを挙げて発信し、全体に理解も推進

Ａ 住民の意識改革（自分事と思ってもらう）を
促すような研修の方法 34％

Ｂ 新しい人材を発掘、育成するヒント 19％
Ｃ 生活支援を理解してもらうにはハードルが高い。

どのように話をすればいいか 19％
Ｄ 受益者負担だけでの継続は難しいのではないか。

行政などの補助金が必要と思うが、お金の捻出を
どうしているのか 19％

Ｅ 有償ボランティアがなくても助け合っている地域
がある中で、有償ボランティアができると無償の
助け合いなどが衰退してしまわないか 9％

通院の支援（付き添い） 37％
買い物支援（付き添い） 33％
家の中（部屋、お風呂、トイレ等）の掃除 19％
子育て支援
（産前産後のお手伝い。保育園の送迎等） 6％
食事作りのお手伝い 5％
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していき、また、助け合いの現場視察で体験し、実感して
もらって進めていくなど、いろいろな進め方があると思う
と述べた。

【移動支援】
「最も移動支援を創出する上で悩んでいること、関心のあ
ることは何ですか」を１つ選んでもらった。

　Ａについて、河崎さんは、26年くらい前に移動支援活動
を始めた時、「事故があったらどうしよう」とあまり考え
ずに始めた。今はどこに行っても「事故があったらどうす
るか」ということが真っ先に来て、ちょっと戸惑う部分も
あるが、心配するのはもっともだと思う。住民互助の場合、
ちょっと擦ったとか、駐車場に置いておいたら当てられた
など、そういう事故は聞くが、人身に及ぶような大きな事
故はあまりない。行く所がスーパーや病院、診療所などに
限られており、何度も行き慣れているし、下見もするので
事故はそんなに多くない。また、始める前にしかるべき人
に乗ってもらって、自分の腕をきちんと見極めてもらって
いる。加えて、利用者を乗せて運転する時の注意事項や快
適性の座学などもしている。エリアを決めている地域もあ
るし、運行マニュアルをつくっている所もある。その上で
事故が起きてしまったら決して示談にはせずに保険会社に
任せる。マイカーを使う場合、東京海上日動や損保ジャパ
ンなどから保険が出ているが、車両までの補償だと高く、
車両なしだと安い。実施回数などによってどの保険がいい
か、よく検討するといい。一方、利用者の方には、事故の
説明や補償の内容に合意したので利用の登録をするという
確認書等を必ず書いてもらうようにしていると述べた。
　Ｂについて、河崎さんは、自治体や社協が行う無料で受
講できる運転ボランティア養成講座は登竜門で、１回の受
講で５人ぐらい確保できる効果がある。また、「運転ボラ
ンティア募集」のポスターをいろいろな所に掲示したり、
チラシを配ったりしている。１つの方向からの働きかけだ
けではなくて、いろいろな方向から働きかけるのがいいと
思うと述べた。
　Ｃについて、河崎さんは、地域には志高く無償でボラン

ティアを何年もやっている方がたくさんいて、そういう方
たちから「自分が利用したい立場になっているが、バトン
を受けてくれる人がいない」という話を聞く。もう無償ボ
ランティアは広がらないし、続かないとすごく思っている。
だから、市町村の補助金ももちろんだが、いろいろな形で
資金を集めて、運転ボランティアにも会にもお金がいくよ
うな工夫をしていかないと続かないし、モチベーションも
上がらないと思うと述べた。渡邊さんは、やはり体験して
もらうことが一番。例えば買い物支援などで、利用者の
「選んで買えて、良かった」という充実感は伝わってくる
から、「支援できて良かった」というのが一番のモチベー
ションになると述べた。
　Ｄについて、河崎さんは、東京海上日動、損保ジャパン
の他に、あいおい損保も地域の移動を支える保険を始めた。
もう１つ、全国社会福祉協議会がやっている送迎サービス
補償のＡプラン、Ｂプラン、行事保険など、自動車保険で
は対応できない部分を補償してくれるものもあるので、合
わせて掛けるといいとお願いしている。最近、マイカーの
場合、自身で掛けている保険を使う地域も増えていて、等
級がダウンして掛け金が上がった時は会が負担する、もし
くは社協や市町村が負担するという仕組みを検討する所が
増えてきている。また、渡邊さんの団体では、マイカーを
提供してくれている人には1000円ずつお手当てを付け、そ
の代わり擦ったりしたら自分で直すというやり方をしてい
て、すごくいいなと思ったと述べた。

＊　　　　　　＊　　　　　　＊
　最後に登壇者に参加者へのメッセージを聞いた。
　稲葉さんは、今大丈夫でも、長い人生の間には必ず困っ
たもつらい時もある。そういう時に誰かがさり気なくかけ
てくれる言葉がある地域に私は住みたいし、次の世代の人
たちにもそういう安心の中で日々を送ってもらいたいと、
この活動を通していつも思っていると述べた。
　渡邊さんは、「助け上手は助けられ上手」と言われてい
るが、それは本当に自分も年齢と共に感じている。皆さん、
一緒に楽しくやっていきましょうと述べた。
　河崎さんは、今日、お土産で持って帰りたいのは、稲葉
さんの「リーダーをやっていても助けられ上手になる」。
本当に肝に銘じて「助けられ上手なリーダーになりたい」
と思ったと述べた。
　鶴山は、百人百様という住民の暮らしを考えた時に、多
様なサービスの充実に加えて、地域の中でのふれあい・つ
ながり・助け合いが地域のベースにあることがとても大事
だと改めて実感した。これから家族機能が今より弱くなっ

ていくことを考えても、ますますこ
ういった仕組みづくりが大事になっ
てくると思う。住民の意識改革、意
識の醸成も一緒に働きかけながら、
ごちゃまぜのつながりも仕掛け、そ
して居場所、生活支援、移動支援、
みんなで一緒に広げていきたいと締
めくくった。鶴山 芳子

Ａ 住民は事故のことを考えてしまい、
なかなかスタートにつながらない 38％

Ｂ 運転ボランティアの確保 19％
Ｃ 住民主体の活動のモチベーションを上げる

にはどうしたらよいか 12％
Ｄ 保険についてもっと使いやすいものが出て

きてほしい 12％
Ｅ 車両の確保についてどうしたらよいか 9％
Ｆ 訪問Ｂで行いたいが進まない。

行政を説得するポイントは？ 5％
Ｇ 住民同士のつながりをつくっていくことが

重要ではないか 5％

Ｅ
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　冒頭、進行役の清水肇子が趣旨を述べた。地域共生社会
づくりに向けて「ごちゃまぜ」、 どのようにつながったら
いいのか、どのようにつなげたらいいのかと、皆さんすご
く悩んでいる、あるいは意欲的に取り組んでいるところだ
と思う。これまでのプログラムでもいろいろな事例の中で
「つながりが大事だよね」という話をたくさん伺った。前
半は、登壇者の皆さんから地域の中で多世代・多分野でつ
ながりながらいろいろなネットワークを組み、活動・取り
組みをどう広げているかの紹介、同時に参加者の皆さんか
ら登壇者への質問を募集し、後半は、その質問に登壇者の
皆さんが答える形でつながりづくりの進め方の議論を深め
たいと説明した。
　続けて、参加者に投票機能を使って質問をした。

　ＳＣさん、社協さん、包括さんほか、やはり一番主軸に
なって地域づくりに取り組んでいる皆さんが多い。住民の
皆さん、介護事業や医療・看護関係の方、企業・学校関係
の方も参加している。

「１年未満」「１～３年未満」のこれから勉強していこう
という方が約半数を占めた。また、「５～10年未満」が約３
割だが、「20年以上」という方も含め、長く関わっている
という方も多かった。

　やはり「新しい取り組みへの意識の醸成」が圧倒的に多
い回答となった。次に「場所・機会の共有」「硬直的な制
度・サービス」。「意識の壁」が直面している一番の課題
となった。

「地域の住民・市民同士、あるいは市民活動同士をつなげ
る」「地域の多様な主体をつなげる」が多く、「企業との
連携」もけっこう多く、関心が寄せられた。

　社協に入って20年、2020年まで大阪府太子町第１層ＳＣ
だった貝長誉之さんは、太子町の生活支援体制整備事業等
の取り組みと大阪府でのつながりづくりについて紹介した。
　太子町は半分が山で、端から端まで車で10分で行けると
いうコンパクトな町に約１万2700人が生活している。高齢

つながりづくりの進め方
地域共生社会づくりに向けた
ごちゃまぜの「つなげ方・つながり方」とは

【進 行 役】
【登 壇 者】

清水  肇子 （公財）さわやか福祉財団理事長

新田  國夫氏 （一社）日本在宅ケアアライアンス理事長

貝長  誉之氏 （社福）太子町社会福祉協議会事務局次長 兼 地域包括推進室長

中村  保佑氏 東灘こどもカフェ代表、労働者協同組合甲南げんき村代表理事

江田  佳子氏 佐々町多世代包括支援センター参事

ＳＣ 39％　協議体構成員 2％　行政 8％
社会福祉協議会 24％　地域包括支援センター 11％
地縁組織・ＮＰＯ・非営利団体 5％　介護事業 1％
医療・看護 1％　企業・学校 1％
その他地域づくり関係者 6％　一般市民 2％

立場・所属を教えてください。（２つまで選択可）Q1

１年未満         19％ １～３年未満    26％
３～５年未満  14％ ５～10年未満  29％
10～20年未満  6％　  20年以上           6％　

今の活動・仕事に関わっている年数を教えて
ください。Q2

地域の住民・市民同士をつなげる 22％
地域の住民・市民活動同士をつなげる 20％
地域の多様な主体をつなげる 21％
庁内連携（他の施策分野）の担当部門との連携 9％　

医療・看護との連携 3％
介護事業・施設との連携 4％
企業との連携 10％
学校との連携 6％
商業店舗（商店街）との連携 5％　

地域におけるつながりづくりについて、今取
り組んでいること、これからまず強化したい
ことは何ですか？（３つまで選択可）

Q4

新しい取り組みへの意識の醸成 66％　情報の共有 7％　

場所・機会の共有 12％　硬直的な制度・サービス 8％　

費用 6％　デジタルの環境 1％　

地域におけるつながりづくりについて、今
一番壁になっていると思うものは何ですか？
（１つ選択）

Q3

ごちゃまぜにつながろう
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化率は31.1％。17年から第１層ＳＣ
に就任し、20年に後任にバトンタッ
チした。今でも大阪府の「本音で語
ろう ! ! 情報交換会」には関わってお
り、府内のＳＣの横のつながり強化、
底上げを支援している。
「ごちゃまぜ」というテーマを聞い
た時に思い浮かんだのが「寄せ鍋」。
お出汁を入れた鍋に野菜、魚介類、肉類など様々な材料を
入れて煮込むことは、地域の実情に合わせた生活支援体制
整備事業で太子町がやってきたことかなと思う。「人とひ
と」がつながって地域全体が寄せ鍋のようになると面白い。
今までと違う視点やアプローチで地域を見渡してみると、
意外と素敵な人やモノに出会え、また、つくり出せる。私
たちＳＣは「人とひと」をつなぐ接続端子、コネクタであ
って、その存在自体が「歩く社会資源」なのかなと思って
いる。

　生活支援体制整備事業が始まったのは17年。15年に、国
から地域の支え合い・助け合い、これからの生活を支援す
る仕組みを考える市町村をつくるというガイドラインが出
て、16年にどう読み解くかと行政の職員とかなり話し合っ
た。結局、地域の実情は地域の住民に聞いてみようという
ことになった。その主な目的は、自分たちの住んでいる町
の10年後の姿を「知る」、 将来必要なものを「考える」、
たくさん出会った方の中から旬な人を「見つける」という
ことだった。社協マンとして地域の人をたくさん知ってい
るつもりだったが、同年に開催した「地域づくりからの支
え合い勉強会」には、知らない人が多く来た。若い方も現
役世代の方も子どもを連れたお母さん方も参加し、一緒に
さわやか福祉財団の「助け合い体験ゲーム」をし、いろい
ろな話をした。この時に気づいたことは、自分たち以上に
住民は10年先のことを考えているということだった。また、
見える関係づくり、つまり自分の顔、腹、胸の内を見せ、
年齢関係なしに一緒に考えることが大切だと思った。
　結果、最初に考えていたのとは真逆の、「意欲のある住
民」が主になる第１層協議体「ＳＡＳＡＥ愛太子」ができ
ていった。コアメンバー約30人のうち20人が「意欲のある
住民」で、他に交流サロン実施者、行政、社協はじめ社会
福祉法人、ボランティア団体、老人クラブ、ＰＴＡ、包括
等で、20～80代。大学生、観光協会職員、商工会議所職員
等も参加。行政も思い切ってくれたし、自分たち現場の職

員はこういう仕組みが一番いいだろうと合意形成が取れて
いた。担当が代わっても今でも参加している「意欲のある
職員」もいる。太子町に住んでいなくても町を良くしたい、
できることからやってみようという皆さんが集まっている
協議体になっている。
　実際にいろいろな方が混じると、今までと違う考え方で
物事が進んだり、スピード感があったりで、町の職員も自
分たちもついていくのに必死。人口減少・少子高齢化で、
これから何をするにしても人材不足が予測されるので、先
細っていく前にいろいろな方と出会う必要がある。近しい
人が困っているとか、その年齢にならなければわからない
ことはたくさんある。これから必要なモノを考えて、なけ
ればつくる。やらされ感がない仕組みを構築して、みんな
で住み心地のいい住民主体のまちづくりを考えたいと思っ
ている。
　太子町で考える「住民主体」とは「住民にしてもらう」
「住民だけがする」ということではなく、住民の考えが
「反映」する仕組みで、一緒に参加して、一緒につくり上
げるという意味で使っている。実際、いろいろな場面で住
民に参画してもらうし、総合事業の要綱づくりには住民に
も入ってもらい、やさしい要綱で使える制度づくりを心が
けている。困り事は、お年を召した方の知恵、若い方の行
動力と情報力、多様な主体の知識と支援で１つずつ解決し
ていきたい。

　大阪府ではＳＣの情報交換の場「本音で語ろう ! ! 情報交
換会」を開催し、今年で８年目を迎える。大体年２回のペ
ースで実施しており、「今さら聞けないこと」を「聞くこ
とができる」“場”をつくり上げている。この実行委員も
「ごちゃまぜ」になっている。ＳＣの課題としては、職員
の異動・離職で１～２年で新人になること。生活支援体制
整備事業の配属先の考え方とか委託元の理解がいろいろあ
ること。大阪府下では自治体、社協、包括、ＮＰＯ、人材
センター、医療法人、福祉事業団等が受けているので所属
がばらばらであり、年齢層も20～70代でばらばら。ただ、
この状態が混ざるのがまた面白い。大阪府もさわやか福祉
財団も根気よくバックアップしてくれて、ありがたいと思
っている。
　太子町では「地域共生社会実現に向けた包括的な支援体
制構築事業」として、19年から国のモデル事業を実施し、
22年には重層的支援体制整備事業（以下、重層事業）を実

貝長 誉之氏
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施。地域に必要な体制や仕組みを一緒に考えるという生活
支援体制整備事業で実践したベースが大変活きている。
　重層事業に関わることになった人向けのガイドブックに
ある「様々な支援を重ねて、つないでいく『重層化』のイ
メージ」のイラストを見ると、多様な分野における人のつ
ながりや、別々の行動、活動、コミュニティが重なり合っ
ている。無理につなげようとすると悪い化学反応が起こる
ので、つながりづくりはものすごく丁寧に進めていくこと
が大事だと思う。同じ目線で、一緒に考える。できれば圧
倒的に理解度が高い対面で、その時に一番いいと思ったこ
とを選択する。だめなら修正・変更し、また考える。そう
いう柔軟さと人間臭さでつながることが最も大事な部分だ
と思っていると締めくくった。
「意欲のある職員」たちとは、どのような形でつながって
いったのかと清水が尋ねた。貝長さんは、16年に「どうに
かしてやらなあかん」「今やっておかなあかん」と思った
職員が福祉部局と社協、包括にも集まり、良い意味で「規
範的統合をやろう」という考えがその時にでき、庁内連携
も含めてかなりいいように転がっていったのだと思う。だ
からずっと関わっていこうと職員自身が思っている。ほぼ
地元の人間ではないが、「太子町が好きや」というところ
が共通していると答えた。
「本音で語ろう ! ! 情報交換会」では府からＳＣ・元ＳＣに
依頼状を出しているが、その内容について清水が尋ねた。
貝長さんは、「依頼状があれば、ＳＣさん、ＳＣ経験者さ
んが動きやすくなるのであればいいですよ」と大阪府に快
諾していただき、一昨年ぐらいから毎年４月か５月にその
所属先の上長宛てに依頼状を出してくれている。ＳＣを卒
業してもＳＣに関わりたいという方がいるので、ぜひとも
つなぎ止めていきたいと思っていると答えた。

　長崎県佐々町で地域づくりを推進
している江田佳子さんは、いろいろ
な連携、つながりに焦点を置いて取
り組みを紹介した。
　佐々町は日本の最先端にあり、人
口は約１万3800人。15年ほど前から
介護予防を含めた高齢者福祉や子育
て支援に力を入れており、介護認定

率が15.1％と県内で一番低く、合計特殊出生率が1.94と県
内で一番高く、人口が微弱に増えている。
　子育て世代、健康づくり、高齢者、障がい者等と、窓口
が分かれていたが、地域共生に向けて取り組むにあたり、
多世代包括支援になろうという意気込みで、22年４月から
多世代包括支援センターを新設。高齢者分野の地域包括ケ
アのノウハウを活かして、地域共生に向けて多世代地域包
括ケア、地域丸ごとケアの推進を進めている。
　いろいろな方々を支える地域はひとつであり、より良い
地域づくりを進めていくにはビジョンは１つなので、介護
保険計画、健康増進計画、障害福祉計画などの行政の計画

を１つにまとめ、今春に「佐々町保健福祉総合計画」を作
成。目指す姿は「『したいこと』を続けながら自分らしく
暮らせる」こと。そこで、基本理念は「生涯現役の推進に
よる健康づくり」と「みんな活躍による地域コミュニティ
の活性化」。 一人ひとりに寄り添いながら、多様性を喜ん
で受け入れ、そして楽しみながら自然に健康になるまちづ
くりを進めている。計画を作成するにあたり住民アンケー
トを実施、「安否確認の声がけ」「話し相手」「ゴミ出し」
「ちょっとした家事」「自家用車での病院や商店などへの
送迎」「短時間の子どもの預かり」「保育園 幼稚園の送
迎」などにおいて、「手助けできる」「手助けしてほしい」
ことについて聞いた。すると、「手助けできる」が「手助
けしてほしい」よりかなり多かった。その結果を見て、手
助けできる方と、してほしい方をマッチングすること、そ
して手助けできると思う方々のきっかけづくりに力を入れ
ていこうと考えている。
　目指す姿の実現のためには、「したいことを選ぶ」こと
が自分らしさであり、より多くの選択肢を提供することが
大切。多様なニーズに応えていける地域づくりをしていこ
う。本人を取り巻く関係者が本人の思いをしっかり受け止
め、できることを応援していく。手伝ってほしい人がいる
から、活躍できる人がいる。みんなが声を出し合い求め合
ったら、地域は活性化し温かいものになっていくと思う。
　15年前から大切にしてきたことは、一人ひとりの「した
い」ことを聞くこと。介護保険制度につなぐ時に、「何を
してほしいか」から「何ができるようになりたいか」とい
う問いに変えた。そして関係職員、関係者が集まり、その
方の自立支援に向けてのいろいろな意見を出し合う。本人
の「したい」ことは、制度の中にではなく、地域の中にあ
る。そこで、受け入れることができる地域をつくるために、
11年から地域ネットワーク情報交換会を始めた。約30の自
治会ごとに、町内会長をはじめ民生委員や関係者と年に１
回、地域支援に関する情報交換会をし、日頃の支援体制の
強化を図っている。

　地域の中に入っていくと、たくさんの皆さんのやる気が
みなぎっていて、たくさんの声を聞くようになった。その
声が聞きやすいように13年から地区割り担当制の導入を始
めた。７人の職員で32か所を高齢者人口の同等規模で分け

地域共生を目指したつながりづくり

江田 佳子氏

地地域域ネネッットトワワーークク情情報報交交換換会会（（HH2233年年～～））

町内会長会・民生児童委員協議会や老人クラブ連合会・福祉協力
委員等と連携を図り、地域支援に関する情報交換会を定例（各地区
年1回） で行い、日頃の支援体制の強化を図る。

地地域域包包括括支支援援セセンンタターー・・社社会会福福祉祉協協議議会会ととのの協協働働事事業業ととななるる（（ＲＲ１１年年～～））

1

地地域域づづくくりりののききっっかかけけのの場場

個個のの支支援援 ⇒⇒ 地地域域づづくくりり

点点のの支支援援かからら、、

線線のの支支援援・・面面のの
支支援援へへ
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て受け持ち、地域の様々な情報を聞くことで初期段階での
問題解決につなげている。また、職員が地域住民のすごさ
や頼れることを実感し、尊敬の念が深まった。まさに地域
によって職員が育てられていると感じている。
　こうした活動から多様な居場所が始まった。町の真ん中
に福祉センターがあり、認知症の方を中心にした「認知症
カフェ」、 引きこもり支援の「フリースペースなずな」、
子育て支援の「子育てひろば」、 高齢者の「元気カフェ・
ぷらっと」、 そして「地域まるごとサロン」がある。それ
ぞれの分野がつながって大きな力になり、地域全体をサポ
ートしようと思っている。特に代表的なのが「元気カフェ

ぷらっと」で、誰でも来られる居場所として16年からス
タートし、参加者の声を受けて、支え合い活動、世代間交
流、関係機関につながる総合相談を行っている。
　各地区の集会所で、1995年から高齢者の居場所「地域デ
イサービス」（月１回、脳レクリエーションや会食会など）、
15年から「いきいき百歳体操」（毎週１～２回）の活動を
していたが、24年から世代・分野を超えた居場所「地域ま
るごとサロン」にした。「みんな食堂」をはじめ、多世代
が「つながり・支え合い・学び合い」をし、未来に向けて
大切なものを伝えていこうと取り組んでいる。赤ちゃんも
高齢者も障がいをお持ちの方も、いるだけで存在感がある
と、皆さん体感されている。
　これまで住民が頑張ることに対して専門職が関わること
で、地域づくりの展開がよりよくなってきた。04年からの
医療機関、薬局、介護事業所等による「地域支援会議」、
21年からの障がい関係の事業所等による「障がい支援会議」
では、地域で自分たちができることを検討。行政は黒子に
徹し、事業所の方々と地域の方々をつなげる役割として参
加した。そして、23年に共生社会に向けて、２つの会議は
「高齢・障がい地域支援会議」になり、２か月に１回、全
体会と５つの部会に分かれて意見交換や課題検討をしてい
る。全体会では、複雑・複合的な課題を抱えた世帯に対し
て、どういう連携やつながりで課題解決をしたかという成
功体験の共有を図っている。
　その中で生まれ、最近始まったのが「さざまる市場」で、
地域コミュニティの活性化と障がいの理解促進を目的にし、

団体や個人が「つながる・楽しむ・笑顔になれる場」「み
んなが活躍できる場」「したいことが実現できる場」とい
うコンセプトで進めている。「こういうつながりができた」
「あの出会いがあって、今つながっている」など、私たち
もびっくりするような出来事がたくさんある。
　スタート当初、住民のいろいろな悩み事を制度につない
でいくのが自分たち行政の役割だと勘違いしていた時があ
った。しかし、住民は制度やサービスの中ではなく、地域
の中に住んでいる。まずは地域の中から支援体制を考えて
いくことによって、住みよい地域になっていく。多様化・
複雑化する地域に誰もが安心して暮らせるために何が必要
なのか。住民や専門職や行政が社会的役割を十分に発揮し、
つながっていけば素晴らしい地域になっていくと思う。
「つながることによって起こる○○が、つながり続けるこ
との原動力に ! !」だと思うが、たくさんの思いが溢れ、言
葉がたくさん浮かんできて、「○○」を１つに決めきれな
かった。つながった時に起こる感動であったり奇跡だった
り、この体感をぜひ多くの方に広げていきたい。これが幸
せの成功体験の共有化だと思う。ぜひこれからもこのよう
な形で続けていきたいと締めくくった。
「助けてほしい」人たちの声をどう拾い、どうアプローチ
しているのかと清水が尋ねた。江田さんは、関係者がネッ
トワークづくりをしておくことが大事。例えば、地域ネッ
トワーク情報交換会で共有することによって、「助けてほ
しい」という声を拾い上げ、解決に結び付けられた。そう
いう仲間づくりや関係性づくりが大事になると答えた。

　シニアとして兵庫県神戸市東灘区
で地域デビューをし、地域につなが
り、多様な活動を展開している中村
保佑さんは、いずれも代表を務める
「東灘こどもカフェ」と、「甲南げ
んき村」の活動を紹介した。
　東灘区は人口約21万人、阪神・淡
路大震災から30年で新住民もずいぶ
ん増えたが、全世代で孤独やひとりぼっちという深刻な課
題が多い。
　単身赴任で東京で20年過ごし、65歳で神戸に帰ってきた。
帰る１週間前に家族が犬を飼ったが、その犬が「中村保佑
は俺の下にいる」と思っているらしく、私の部屋の真ん中
で粗相をし、いたたまれなくなった。20年ぶりに戻ってき
て浦島太郎状態で、自分の居場所が欲しいと思った。そこ
で、東灘区の50歳以上の男性対象の「マスターズゼミ」に
参加し、ゼミで知り合った友人と、「食育」をテーマに週
３日、６畳一間で居場所「東灘こどもカフェ」を11年に設
立した。１か月の家賃は１万5000円で銀座で１杯飲めばな
くなるぐらい。それが今は発展し、「東灘こどもカフェ」
は現在３つの拠点がある。１つ目は、年間365日、10時か
ら17時まで毎日オープンという多世代交流常設居場所「こ
もれど」。 家よりもこちらにいるほうが長く、自分の居場

楽しい多世代交流

中村 保佑氏
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所も確保できた。２つ目は、２軒隣にある「あたふたクッ
キング」で、月曜から金曜まで弁当の配食を70～80食、年
間では約１万5000食になる。３つ目は、コロナ禍で生活困
窮の子育て世帯に毎週、無償の食糧支援をする拠点「甲南
３」を４年前に近所につくった。
「こもれど」では、子ども食堂も含めて多くの方がいろい
ろな形で活動をし、年間200回以上、多彩な講座を開いて
いる。もともと「こどもカフェ」として開いたが、実態は
おじいさん、おばあさんと「昔の子ども」ばかりで、名前
倒れに。元気な子どもをたくさん集めたいので、子育てサ
ポーターやお母さん方に検討してもらったら、「子どもは
スタンプが好きだ」「お菓子もガチャも好き」というので、
20年３月から「こどもスタンプカード」の活動を導入した
ら大人気に。家のお手伝いや居場所の掃除、商店街のゴミ
拾いなど、ちょっとしたお手伝いをするとスタンプ１個と
お菓子がもらえる。10個になると景品と「よいこでしょ
う」という特製の表彰状がもらえる。子どもたちは４年半
で約1500人が登録、延べ２万人ぐらい集まった。

　会員も増え延べ1000人になった。年会費は1000円。女性
が７割くらいで、子育て世代、60代、70代。男性は60代、
70代。運営スタッフは90人ぐらいで男性が中心になって運
営している。利用者のアンケートを５年目と10年目に行っ
た結果、毎日やっているので、第１段階「まず話すところ、
ちょっと寄るところができた」。 もう少し来る人は、第２
段階「生活にリズムができ、外出が増えて毎日ハリがある」。
地域に友人ができてきて、第３段階「信頼できる地域の家
族が生まれ、相談できる」。 さらに、第４段階「地域に目
が向き、趣味や地域活動が広がる」。 自分だけが良い居場
所から、第５段階「社会貢献、社会活動」と、「居場所」
が「出場所」として変化することがわかってきた。
　今までの経験の中でのちょっとした運営ポイントは、①
毎日・すぐやる・何でもやる・何かやっている。②誰でも
参加可能・食がある・男運営・ホストクラブ。③誰でも主
役・経理情報公開、悩みも公開。④できる範囲の無理のな
い参加・活動。⑤肩書、かつての栄光・自慢話はご法度。
⑥嫌いは２度まで。⑦ヒューマンスケール。大きい居場所
ではなかなか難しく手づくり感が大事。⑧シニア男性対策。
お酒が飲める月１回の食事会や熟年ランチコンパが人気。

⑨ちょっとした報酬が得られる。
　運営は、家賃を含め毎月約20万円の支出があるのでけっ
こう大変で、会費や支援のカンパ、いろいろな事業など８
つぐらいのルートで収入を得、赤字が出ないように頑張っ
ていきたいと思っているが、若干赤字が出ている。
　地域の課題は「東灘こどもカフェ」だけでは大きすぎる
ので、地域の障がい者の団体、子育ての団体など、様々な
団体と一緒に課題に取り組もうと思い、全国で71番目の労
働者協同組合として今年４月に13団体で「甲南げんき村」
を立ち上げ、みんなで元気をつくっていこうという趣旨で
活動している。内容は、みんなで地域の課題に挑戦し、つ
ながりづくりをし、毎日の居場所として喫茶・何でも相談、
生活サポート等いろいろな活動を行う。現在、常設型居場
所は東灘区に９か所あり、つながり効果、健康効果、助け
合い効果、経済効果、ＰＲ効果などが得られる。常設型居
場所も企業、家庭、行政、地域、あるいは包括、社協など
とも連携しながら広げていきたいと思っており、今後のつ
ながりづくり活動が楽しみだと締めくくった。

　男性が地域活動に参加したいと思うコツを清水が尋ねた。
中村さんは、幸いにも自身に居場所がなかった。これが最
大のコツ。自分の居場所が欲しいと動き出したら、同じぐ
らいの年代の人がたくさん集まってきた。統計によると単
身世帯がとても多いので、毎日開けばそういう人がたくさ
ん集まってくるし、うちは運営の中心が男性なので、男性
がけっこう集まってくると答えた。
　居場所に来ていた子どもが、その後、どんな感じで成長
しているかと清水が尋ねた。中村さんは、最初は小学校１
年とか２年で来て、十数年やっていると、その子どもが大
学生になって子ども食堂にお手伝いに来てくれたり、学習
支援で勉強を教えてくれる。あるいはカンフーや英会話が
得意だからと、その講習を始める。今まで利用する側だっ
たのが担い手に変わることが起こる。そして、講習で得た
お金は「東灘こどもカフェ」で使ってくださいと言う方も
いて、非常にありがたい循環が起こっている。恩送りが非
常に嬉しいと答えた。

　在宅医療を柱に東京都国立市を１つのベースにしつつ、

1.

2.

 

4 1500

「いきがい支援」
「〜したい」を叶えるケア



69フェスタ2024

program語ろう編

全国でも在宅医療推進に向け多方面
な取り組み・連携を働きかけている
新田國夫さんは、医療と介護の連携
も含めて自身のつながりづくりにつ
いて紹介した。
　もともと外科医だったが、在宅を
始めて35年になり、在宅で看取った
人たちはおそらく1500人を超える。
また、全国在宅関係の22団体を組織した団体「日本在宅ケ
アアライアンス」の理事長を務めている。そこで、「在宅
って何だろう」を今日一緒に考えてみたい。
　1980年、90年代は「病気を治す医療」が主流だったが、
総死亡数の50％以上が85歳以上になる現在、「治し支える
医療」になっている。何を支えるのかと言うと、やはり生
活を支える。そこで、「生活の充実」「人生の満足、いき
がい」を支えていくことが重要な要素になる。「病気を治
す医療」と「治し支える医療」の境界点は、その人にとっ
て何が大切なのかということで違いが生じる。絶対視する
命よりも、生活、あるいは人生のほうに重きを置く場合も
ある。特に85歳以上、90代の人が例えばがんになると、病
気を治すより、その人の生活とか人生の満足は一体何だろ
うかを一緒に考えることに重点を置かざるを得なくなる。
結局、在宅医療は患者本人とその家族のケアを対象にし、
患者本人に対してはＱＯＬ、人生の最善化を目指すもので
あると考えている。
　このＱＯＬとして３つのライフ「生命」「生活」「人生」
があり、どこに重点を置くかは人によって違う。特に患者
本人が最善と思えるライフに「生活」と「人生」を目指す
ことが在宅医療提供の際の重要なポイントである。その意
味で「終末期」から「人生の物語の最終章」への転換とい
う言い方をしている。
　高齢者の多くは治らない病いや障がいを持ちながらも、
自分らしいライフ（生活・人生）を、死を迎える瞬間まで
歩み続けることになる。例えば、今日外来で来た一人暮ら
しの94歳の男性に「あなたは何を大切にしているか」と聞
くと、「健康でいること」。「健康でいるためには？」とさ
らに聞くと、「おいしいものを食べること」。 もう１つ大
切なことは「誰かと一緒につながっていること」。「誰か」
というのは、近所の人という感じで答えた。そういう意味
で、94歳の男性は「人生の終末」ではなく、いわゆる「人
生の物語の最終章」を生きている。死すべき運命にある人
間の尊厳ある死も含めて、つまり死を看取るということも
含めてＱＯ D（Quality of Death）と言うが、そこも重
要にする。
　そして「人生の物語の最終章」を書き終えるために必要
なのが、いきがい。いきがいを支援するのは「つながり」
を保ち、「こだわり」を尊重し、「いきがい感」を促すケ
ア、つまり本人がしたいことを叶えるケアだろうと思う。
それを本人が見つけてしっかり言葉で言うのはなかなか難
しく、つぶやきとして表明されることもあり、それを聞く
ことが大事。二十数年、半身麻痺で診た男性に「何がいき

がいか」と聞くと、「週に１回来る息子が淹れるコーヒー」
と言った。「この人にとってはこれがいきがい」と改めて
思った。つぶやきも含めて、私たちはきちっと一緒に考え
ていくことが大事だと思う。
　日本在宅ケアアライアンスが目指すものは、「いのち、
暮らし、いきがい」を支え、「思い・願い・望み」を本当
に叶えているのか。専門職は、何のためにケアしているの
かをきちんと見ていく。専門職だけではなく、住民と一緒
にその人の「思い・願い・望み」を叶えていくことだろう
と思う。
　国立市は人口約７万5000人で、認知症の方に対して特に
私たちは気にしている。13年には75歳以上で在宅で認知症
独居の人は56人。５年経った18年には178人で、さらに今
増えている状況。この人たちが一人暮らしをすることが可
能なのは、これまでの地域とのつながりがあるからで、一
人暮らしで認知症になっても地域の支援があるから生きて
いける。隣家に102歳の一人暮らしの重度認知症の方がい
て、住民の方が転んだところを見て救急車を呼ぶが、毎回
「私は行きたくない！」と言って拒否するので、私が家の
中に連れていくと、「おしっこしたい」と言うので仕方が
ないからポータブルへ連れていく、このような地域のつな
がり。悲惨なことは検死対象になる人の３分の１は一人暮
らしの高齢者なので、そこもつながりで見ていかないと防
ぐことはできないだろう。
　国立市では在宅療養推進連絡協議会をつくり、専門職だ
けではなく必ず市民が入って、「多職種連携部会」「情報
共有のあり方検討部会」「ＡＣＰ・看取り検討部会」「災
害・感染症対策検討部会」をもう15年実施している。また、
普通は都道府県でつくる地域医療計画を市でつくっている。
医療・介護が必要になっても住み続けられるまちとして、
市民が望むあるべき姿というのは何かと基本を考えている。
健康まちづくり戦略基本方針は「つながり、集えるまち」
「多様で豊かな食と文化を志向するまち」「楽しく喜びに
あふれるウォーカブルなまち」を掲げている。つながって
いかないと健康ではないだろうというのが基本である。
「薬から食へ」ということで、まず高齢者の居場所「オリ
ーブの食卓」を94年から始めた。最初は宅老所から始めて
認知症の人だけを見ていたが、だんだんごちゃまぜになっ
てきて、近隣と交流が少ない独居高齢者や認知症の方々の
役割や居場所として毎月開催。献立は参加者で考え、ボラ
ンティアや職員の見守りで調理している。ボランティアの
交流の場でもあり、課題があれば包括等につなげている。
２つ目は、多世代居場所「くにちゃん食堂」。 子どもから
高齢者までの居場所でカレーライス等を提供し、個食や孤
立を早期発見して安心して集える場として毎月開催、学習
支援や工作教室も行っている。また、学校等と連携を図り、
問題のある家庭の見守り支援も行っている。３つ目は、毎
週開催している「だがし屋の日」。 高齢者、認知症の方、
地域住民ボランティアが駄菓子を販売することで役割を持
ち、子どもたちと交流できる場である。コロナ禍の時も開
き、ずっと継続して行っていると締めくくった。

新田 國夫氏



70

　地域の活動につながっていくためのアドバイスを清水が
尋ねた。新田さんは、地域にはつながりたい人はいっぱい
いる。だから、場をつくると自然に集まって、飲み会を開
いて、お互いに好きなことをして、「次は、あなたが主体」
となる。最初にお金を出して設定してきたが、口を出した
ことは一切ない。皆さんに自由にやってもらって30年続い
ている。また、必要なことが出てきたら、場所を市の人た
ちも含めて探し、考えて、つくる。それが市の政策にもな
っていく。そういった感じの30年間だったと答えた。

　後半は、まずそれぞれの登壇者の話を聞いての感想・質
問等がないか清水が尋ねた。
　貝長さんは中村さんに、そもそも神戸に帰る時に今のよ
うな活動をしようと考えていたのかと質問した。中村さん
は、東京で単身赴任をしていた時も住んでいた千代田区の
まちおこしみたいなことをしたが、明確なものはなかった。
自分の居場所が欲しかったというだけだったと答えた。
　江田さんは新田さんに、地域と関わろうとしてくれる医
師が佐々町にもいるが、フラットに付き合えるポイントや、
医師が地域に入りやすいことはあるかと質問した。新田さ
んは、医療モデルではなく、生活モデルの考え方として医
者がまず地域に入らなければいけない。そうしないと、ど
うしても地域の方とズレが出る。地域づくりは同じ目線で
いくものだから、医者たちにも「一緒に地域づくりをしよ
う」と声をかけ、仲間に入れてほしいと答えた。
　貝長さんと江田さんに、失敗例をうまく展開して成功例
にした経験を清水が尋ねた。貝長さんは、どちらを選択す
るかの時にかなりの確率でいい方向を選択してきている。
今までで大きなミスをしたのは、忘れもしない17年の４月
25日。協議体を始めるまではものすごくフラットにいい感
じでお話し会ができていたのに、年度が変わって生活支援
体制整備事業・協議体が始まりＳＣが配置され、ちょっと
構えてしまい、協議体をスクール形式の会議形式で行い、
怒られたし、失敗したと自分でも思った。その次からはま
た元に戻したと答えた。
　江田さんは、考え動きながら常に新たに変えていくとい
う形で進んでいるので、失敗だらけでもあるし、どこが失
敗だったかなと思うところもある。「さざまる市場」は、
最初は年に１、２回開き、２年で400人も500人も集まる
ような規模になったが、みんなでの振り返り会で、障がい
者の方々はどうだったのだろうか、したいことだったのか、
楽しめたのだろうかという声が出た。改めてスタート時に
掲げていた「当事者の思いを大事にする」ことを考え、今
「さざまる市場」は障がい事業所の方々による毎月のマル
シェに変わっている。常に振り返りをしながら、そして最
初の皆さんの心意気はどこだったのかを大事にしながら進
めていると答えた。
　続いて、参加者の皆さんからの質問コーナーに移り、清
水が質問を読み上げた。

【貝長さんへの質問】
若い方でも勉強会に興味を持ってもらえる内容や周知
の方法を教えてください。

　　　協議体のロゴをデザインしてくれたのは大学生たち
　　だった。彼らは「地域づくりに興味がある」と言って、
太子町の住人ではなかったが、何回も何回も太子町を訪ね
てくれて、夜の協議体にも出てくれた。興味のある若い人
はいろいろ探していると思うので、つながるきっかけはど
この市町村にもあると思う。若い人は違うと排除しなけれ
ば、いくらでも若い人に入ってもらえると思う。

メンバーの高齢化が進んでいて、次の世代にバトンを
どのように渡したらいいでしょうか。

　　　私の後任のＳＣはものすごくつながりづくりが得意
　　で大好き。たしかに17年当時の協議体メンバーは年を
取るが、うちの協議体は出入り自由なので、前回７月に協
議体をした時には地元の若い住職が参加し、お寺だからで
きることは何だろうと話し、今月からスマホ講座の会場に
お寺を開放してくれた。広げておいたら「協力するよ」と
言う方が入ってくると思う。

「本音で語ろう!! 情報交換会」の募集の方法など仕組
みを教えてください。

　　　大阪府が主催し、大阪府、さわやか福祉財団、大阪
　　ブロックのさわやかインストラクター、大阪府内のＳ
Ｃが実行委員という形で、年２回、平日の午後に開催して
いる。募集は、府内のＳＣ、元ＳＣを対象に大阪府から府
内の市町村全部に発送してもらっている。

【江田さんへの質問】

「地域まるごとサロン」にはどんな工夫がありますか。

　　　自治会で実施していた高齢者のサロンを、多世代の
　　 「地域まるごとサロン」に変えていくことは、すべて
の地区で簡単に移れたわけではなかった。最初は自治会長
さんたちから「無理だ」と言われたが、それぞれがチャレ
ンジをしてくれた。今まで高齢者の居場所は老人会や民生
委員などと話し合って立ち上げていたが、女性部やＰＴＡ、
自治会の中の若い世代に話をしたら、「実はそんなことを
したかった」「何かつながる機会が欲しかった」という若
い方の声を初めて聞けた。そして、積極的に毎月企画を立
ててくれた。しかし、今まで来ていた高齢者の中には来づ
らくなったという方もいた。それで、敬老会などのイベン
トに若い世代にも参加してもらい盛り上げてもらった。こ
うやってお互いつながろうとしている気持ちを伝え合った
ことによって、「地域まるごとサロン」にも来てもらえる
ようになった。開催日を平日から土曜日に変えたことも良
かった。日々少しずつの変化を楽しみつつ、悩みながら実
施している。

居場所の実施主体は多世代包括支援センターですか？

　　　実施主体は有志の方々で、例えば、「フリースペー
　　スなずな」は地域の中で個人的に引きこもり支援をし
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「つながりづくり」をさらに進めるには？
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ていた方が「居場所を立ち上げたい」と民生委員に相談し、
有志の方々で立ち上げた。有志の方々がそれぞれの分野で
活動をしている。

【中村さんへの質問】
年間365日オープンしている秘訣、ポイントを教えて
ください。

　　　家族も含めて地域の人との緩やかな関係。そのぐら
　　いのイメージで家族も地域もつながっていこうという
ことが365日オープンにつながっていると思う。

ずばり赤字が出た時はどうしていますか。

　　　部屋を借りたり、いろいろ準備をするので、スター
　　ト時はどうしても赤字になる。３年、５年で赤字を解
消していく。「東灘こどもカフェ」もそういう形で解消し
た。「甲南げんき村」はこれから２、３年で解消できると
いう大体のめどは立っている。地域で頑張ろうという所が
赤字になって消えていくのは悲しい。いろいろなご支援も
得ていくように、アピールをしていきたいと思う。

【新田さんへの質問】
ＳＣの役割は「いきがい支援コーディネーター」と変
えてもいいと思える内容だった。つながりを拒否し、
地域で孤立しているような男性へのアプローチはどう
したらいいですか。

　　　大変重要な質問で、一番困っているのはつながりを
　　拒否する方。拒否もその人の人権だと思うが、私たち
は皆さんに参加してもらいたいので、つながりが大切だと
説明する。包括の方たちは根気強く拒否する方の所へ行き、
その人の趣味とか何か１つのつながりを見つけたら、もう
チャンス。ただ、それを見つけるまでには時間がかかるの
で、それに対応する人がどこまでいるのか。また、ＳＣは
単に生活をコーディネートするだけではなく、基本はその
人のいきがいづくりのために生活支援をするわけなので、
ＳＣは「いきがい支援コーディネーター」と同じだと思う。

認知症の方やケアが必要な方が安心して地域で暮らす
ために、地域の住民はどんなことに気をつけたらいい
でしょうか。

　　　認知症の方は１人でいる時に不安等がある。今はデ
　　イサービスがどこでも非常に頑張っているので、その
人にふさわしいデイサービスへ昼間は行ってもらうが、問
題は夕方４時頃にデイサービスが終わって、家族が帰るま
での間を誰が見るのか。認知症サポーター養成講座を受け
た人たちがたくさんいると思うから、さらに伴走者にレベ
ルアップして、それぞれの認知症の方に寄り添うことを地
域で取り組むことが必要だと思う。

「これからの地域共生社会づくりで大切にしたいキーワー
ドは何か」を登壇者に聞くと共に、参加者には書き込み式
で尋ね、画面に映して共有した。

　貝長さんは、「上手に自然に巻き込む」ことが大事だと
思う。江田さんは、「ワクワク」。 中村さんは、「丸ごと」
とか「ごちゃまぜの恩送り」で、恩をつながりとして、そ
れぞれが送っていくことが大事ではないかと思う。新田さ
んは、「人の心を紡ぐ」。
　画面では「つながり」という言葉が一番多く、「いきが
い」「認め合い」など多様な言葉が寄せられ、いろいろな
考え方、働きかけ、取り組み、思いを持ってキーワードに
されていることが改めてうかがえたと清水がまとめた。
（このキーワードは「ダイジェスト版」の表紙で紹介）
　最後に、参加者へのメッセージを聞いた。
　新田さんは、「生活支援」という言い方は上から目線の
ような気がして仕方がない。本人たちがどのようないきが
いを持って生活したいか、それを支援するにはもう少し違
った言葉でないと、もう一歩進まないなという気がしてい
ると述べた。
　中村さんは、多世代交流の居場所をたくさんつくってい
けたらいい。手作りの自分流の、いろいろな形の居場所が
たくさんできるように力添えもしたいと述べた。
　江田さんは、ある認知症カフェで、終わった後に「今日
もお互いの生きる力を引き出していたね」「感動したね」、
そして「支える人も支えられる人もワクワクしながらでな
いと前に進まないね」「でも、ワクワクって、年を取った
ら少し感受性が薄らぐのよね」「それを補ってくれるのは
やはり仲間。自分の存在を認めてもらうこと。そのために
つながろうとするのかな」という話をしたと仲間から聞い
た。つながることを苦手としている方々には、こちらが何
気なく寄り添いながら、その方の存在を認めるだけで、そ
の人らしさが表れ、その時に「つながったこと」になるの
かなと思う。これからも一人ひとりを大切にしながらつな
がり続けていきたいと述べた。
　貝長さんは、実は私自身太子町の住人ではないが、太子
町が好きで太子町のために頑張りたい。これは仕事をする
身としてはものすごく大事なことだと思う。何か特別なこ
とをしているつもりも感覚もない。ただ、我が事と思って、
我がまち太子町を考えていきたい。我が事で考えるから、
太子町の中で自然とネットワークが広がったり、つながっ
ていくのかなと思う。諦めたり、できない理由を探すより、
こんなことを考えた、こんなことをやろうなど明るく気持
ちを上げていくと、自然と良い方向に良い形に転がってい
くと思う。頑張ってやっていきましょうと述べた。
　清水は、まさに「いきがい」「助け合い」、 そして「楽
しさ」「ワクワク」にもつながってくる。一方で、「つな

がり」は今一番社会が抱えている大
きな課題となっている。地域の皆さ
ん一人ひとりがつながり合いながら、
答えは１つではなく、皆さんそれぞ
れが考えていく先に、より良い地域
づくりがあると改めて思ったと締め
くくった。

Q

A

地域共生社会づくりで大切にしたいキーワード

清水 肇子

Q

A

Q

A

Q

A



72

参加者の皆様より
アンケートをはじめ、寄せられた声から一部をご紹介します。

（カッコ内は所属または肩書）

◆ 各登壇者のお話は聞いていてハッとさせられる内容ばかりで、また、ＳＣとしては自分だけではなくぜひ
職員にも聞いてほしい！と思いました。受講した私自身が伝えればいいことなのでしょうが、それよりも

　直接聞いてもらいたいと思いました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＳＣ）

◆ 重要なポイントが満載でした。特に病気や障がいの有無、年齢にかかわらず、どの人も助けてもらう側に
なるばかりでなく、他者の役に立つことで元気になるという話に納得・共感した。当団体が行っている地
域活動のグループ創出の方向性が間違っていないことを再認識し、これからも活動を頑張りたいと思った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＮＰＯ・民間団体）

◆ 全国で「いきがい・助け合いの地域づくり」において成果を上げている方々のご発表をうかがいとても参
　考になり、かつ刺激になった。心の底からやる気が湧いてきます。　　　　　　　　　　　　（行政職員）

◆ 特別トークの内容は、共通してつながりづくりの重要性がエビデンスを基に拝聴できることで納得感があ
　り、地域住民にも情報提供したいと感じた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（社協）

◆ 自分たちが生きているこの時代を知り、何が問題で今後何に取り組まなくてはいけないのかを考えさせら
　れた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（包括）

◆ 支援者として、本人を一人の人間として理解し、場につなげるということを、関わる様々な人間が意識し
てできることが、今後の社会づくりの要だと再確認した。ＳＣはつなぐだけではないし、医者だから病気
を診るだけではない。一人の人間の生き方を一緒に考えられる人間であることの人間性の大切さを、当た

　り前にいろいろな場面で伝えてほしいし、伝えられるようでありたい。　　　　　　　　　　　   （社協）

◆ 各地域の特性にあった、その地域ならではの取り組みを楽しく聞く中で、「がんばりすぎない」「サービ
スを作ることを目的にしない」「本人の好き、やりたいの実現を考える」等々、現場で本当に必要なこと

　を学ばせていただきました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（その他）

◆  「ＳＣの任務と役割」の中で、「当事者の力は無限大！」という話がありましたが、当事者主体の地域づ
くりを進めていきたいですね。介護サービスにつなぐのが目的になってしまいがちですので、気を付けた

　いです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＳＣ）

◆  「地域に根ざした協議体の構成と取り組み方」で、やはり住民主体とは何か？が大切に扱われている地域
　は豊かになっていくと感じた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（その他）

◆ 今まではきらきらさん探し、熱く動いている人探しが難しいから居場所づくりが進まないんだと思ってい
ました。自分も含め、ちょっとこんな事ならできるかなと思うことから入ればいいんだと、いかり肩がな
だらかになりました。こんな地域に住みたいと、とにかく出来る事から発信して、仲間を作って和気あい

　あいやれればと思いました。助けられ上手になって始めましょう。　　　　　　　　　　　　　（その他）

◆  「助けられ上手」になることを集いの場の代表者に投げかけていきたい。　　　　　　　　　　　（ＳＣ）
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◆ ボランティア活動とケアマネジャーがうまくつながることが大切。現状ではあまりないことです。（その他）

◆ 初めて「スローショッピング」という言葉を知りました。今、コスパやタイパという言葉が若い層を中心
　に流行していますが、効率よりも人に寄り添える社会を作りたいな、と改めて思っています。　　（ＳＣ）

◆ 認知症の人と共に生きる地域をどうつくるか、認知症の方が得意とする分野を見つけ出し、なんでも挑戦
させてくれる場所を提供してきた演者に感動しました。さらに商品化まですすめてしまう素晴らしさを学

　びました。楽しいと思える場所には自分から行きたくなる。　　　　　　　　　　　　　　　　（その他）

◆ 男性シニアの方々の地域デビュー、通いのデビューのコツがよくわかりました。「誰かの支えになってく
ださい」よりも「よかったら顔を出してみませんか」で足を運んでもらうと、その方自ら「オレこれでき
るよ」と、これまでの仕事の経験や趣味の知識や技術が自然に引き出され、結果、それが誰かを支えてい
くことにつながっている。そういう場が成功につながっているんだ！を知ることができて良かったです。

　  「支援臭をなくす」のキーワードも学びになりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＳＣ）

◆ 私の担当する地域でも、小さいですが有償ボランティアによる高齢者等の生活支援を行う団体を立ち上げ
ました。ボランティア＝無償という考えがまだまだありますが、余計な気遣いをなくし継続した活動を行
うためにも、有償ボランティアは有効だと思います。災害などの非常時は除き、有償ボランティアが普通

　の助け合いとして広まるような周知活動が必要と思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＳＣ）

◆ 事前に募集したアンケートでの答えも、実際の経験をもとに話がありイメージがしやすかった。（その他）

◆  「近隣助け合いの広げ方」で、困り事を聞くと意外と誰でもできそうなことが多いということは、誰もが
　助けることができるということ。若い世代に引き継いでいかないといけない。　　　　　　　　　（ＳＣ）

◆ スローショッピングを構想しており、とても興味深い内容であった。本人が楽しむことが大事、今後のチ
　ームオレンジの活動の参考になった。　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　（認知症地域支援推進員）

◆ 有償ボランティアと助け合い活動が、有料サービスとは根本的に違うことがやっと説明できるようになっ
た。移動支援を担う人への支援方法に苦慮していたが、ケースごとにいくつかの方法を知り、実施できそ

　うなめどが立ったのでとても良かった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＳＣ）

◆  「語ろう編」の参加方法が楽しかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（その他）

◆ 短期集中で受講でき、オンデマンド配信で繰り返し見直したりできるのがいい。また、講師陣や実践者の
発表が参考になることが多く、自分たちの活動の振り返りや今後の活動のヒントになっている。今後も参

　加したいと思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（その他）

◆ とにかくつながる！とても大事だと考えるものの難しいとも思っています。でも、早いうちからというこ
とにも頷けました。高齢になったらではなく、動き始められたら良いのだと感じました。

（ＮＰＯ・民間団体）

◆ 用意されたどのテーマも興味深い内容であり、印象的だった。ここで学んだことを他の人にも伝え、より
　よい地域づくりに向けて寄与していきたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＮＰＯ・民間団体）



74

開催時期

開催方法

プログラム

主な対象

参  加  費

主　催

開　催　概　要

後　援

厚生労働省　（社福）全国社会福祉協議会　日本生活協同組合連合会
（一社）日本協同組合連携機構　（一社）全国農業協同組合中央会　（公財）全国老人クラブ連合会

（特非）高齢社会をよくする女性の会　（公社）日本プロサッカーリーグ（J リーグ）

（一社）医療介護福祉政策研究フォーラム　（特非）地域共生政策自治体連携機構　（認定特非）日本 NPO センター
高齢社会 NGO 連携協議会　日本退職者連合

（一財）医療経済研究・社会保険福祉協会 医療経済研究機構 国際長寿センター（日本）
（一財）健康・生きがい開発財団　（認定特非）サービスグラント

（特非）全国移動サービスネットワーク　（特非）ニッポン・アクティブライフ・クラブ
（認定特非）日本ファンドレイジング協会　（特非）全国コミュニティライフサポートセンター　

（公財）公益法人協会　（公社）日本フィランソロピー協会　
小規模多機能自治推進ネットワーク会議　（一社）シニア社会学会　

（公財）U ビジョン研究所　（一社）日本在宅ケアアライアンス　日本障害フォーラム

（公社）日本医師会　（公社）日本看護協会　（一社）日本老年医学会　（公社）日本社会福祉士会　
（公社）日本介護福祉士会　（一社）日本介護支援専門員協会　（公社）全国公民館連合会　全国自治会連合会

（公社）日本理学療法士協会　（一社）日本作業療法士協会　（一財）高齢者住宅財団
（一社）高齢者住宅協会　（一財）年金住宅福祉協会

（一社）日本経済団体連合会（経団連）　日本労働組合総連合会（連合）

2024年10月15日（火）〜10月24日（木）

完全オンライン配信形式
2024年11月30日（土）までアーカイブ配信

オープニングフォーラム ／ 特別トーク ／
個別テーマ 学ぼう編（事前収録）、語ろう編（ライブ配信）

1,000円（税込み）

本フェスタ終了後、いただいた参加費と同額を、さわやか福祉財団「地域助け合い基金」に
地域活動応援のために拠出します。

公益財団法人さわやか福祉財団

生活支援コーディネーター、協議体構成員、地方自治体、社会福祉協議会、地域包
括支援センター等の地域づくり関係者、国・関係機関・ＮＰＯ・民間団体の関係者
等、助け合い・支え合う地域づくりに関係する方、その他関心を持つ一般住民など

（順不同）
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オープニング
フォーラム

地域共生社会を
みんなでつくるための

提言

特別トーク
（特別講演）

特別トーク
（特別講演）

地域に根ざした
協議体の構成と
取り組み方

生活支援
コーディネーターの
任務と役割

共生型常設型
居場所の広げ方 近隣助け合いの広げ方

認知症の人と
共に生きる地域を
どうつくるか

有償ボランティアによる
生活支援の広げ方

生活支援コーディネーター
と協議体は

どう働きかけたらよいか
やらされ感を払拭して
いきいきと活動する
地域づくりのコツや

方策とは

居場所と有償ボランティア
をどう広げたらよいか
誰もが助けてと言える
場づくりと助け合い活動の

進め方とは

つながりづくりの進め方
地域共生社会づくりに
向けたごちゃまぜの

「つなげ方・つながり方」とは

13：00

14：00

17：00

13：00

14：00

15：00

15：00

16：00

15日（火）

21日（月）

10月
16日（水）

22日（火）

17日（木）

23日（水）

18日（金）

24日（木）

開会メッセージ

プログラム・配信スケジュール

■ 学ぼう編（事前収録配信）
■ 語ろう編（ライブ配信）

シニアの地域参加
の広げ方

子どもの育ちを
地域で応援しよう
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※「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です

「オープニングフォー

ラム」の動画は当財団

ホームページでご覧に

なれます。

　ホームページのトッ

プページ「ライブラリ

ー」→「いきがい・助

け合いオンラインフェ

スタ」

https://festa.sawayakazaidan.or.jp

「いきがい・助け合いオンラインフェスタ2024」には1600人を超える皆様に様々なお立

場でご参加いただきました。全国からのご登壇者は53人に上ります。

　また、本フェスタは、参加費（お1人1,000円）と同額を当財団の「地域助け合い基金」

に拠出し、全国の助け合い活動支援に活用させていただく「チャリティーフェスタ」とし

て開催しました。全国からお申し込みいただいた皆様、登壇いただいた皆様、招待者分を

含め、1,615,000円を「いきがい・助け合いオンラインフェスタ2024一同」名で、2025

年１月27日に上記基金に繰り入れました。全国の地域活動を応援するために全額使わせて

いただきます。

巻末に寄せて

　また、23年に開催した「いきがい・助け
合いオンラインフェスタ2023」の「オー
プニングフォーラム」「クロージングフォ
ーラム」「誰にも役割と出番がある社会を
　分身ロボットカフェ DAWN ver. βを訪
ねて」の動画もご覧になれます（『ダイジ
ェスト版』のダウンロードもできます）。
https://festa.sawayakazaidan.or.jp/2023

進行役 登壇者
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